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の持続期間力装い特徴をもっている。これ
、

らの諸性質からDDTを撒布した植物侭上

最近における農藥の展望 に識が止義つた，｡録…愚…
虫を殺すことができ，このような性能健在

． 来の殺虫剤に見られないところである。
， ◇ ◇ ◇

BHCはDDTが接触剤と消化中毒剤の

両作用を示しているのに対して更に嬬蒸的
堀 正 侃

恢用をも銅篇しているので, DDTに比べ

（29．3．25受理） て更に適用害虫の範囲も広く，虫の種類に

～

． よって異なる労鍛虫力は概してDDTより

も強く，且つ価鳩も喪いの壱,DDTを追越して殺虫剤

の巨頭の一つとなっている。

パラチオン剤を代表とする有機燐製剤の登場ば，その

殺虫効果のすばらしい点からして，害虫の防除はこれで

すべてが解決されるだろうとまで思われた程であった。

パラチオン剤は接触，消化中毒の両作用をもっているぱ

ｶｮりでなく，その特徴として浸透性が強いので，従来有

効な農薬のなかった稲の茎内なI揮売して大害童もたら

す＝化娯虫や，果実などの心喰虫類等にも卓越した効果

を現わし，稲作経営の數善や果樹の無袋栽培に大きな期

待を持たれている。

除草剤2農4〒Dの出現は，農作業に一大草命をもたら

したものとして世人の注目を浴びたことは今更申す霞で

もないところであって，新しい有機合成農薬勃轆為と導

入されて有機合成艇薬時代を作りつつあること勃蛾後に

端ける農薬の大きい幟敷の一わであ尋。
鰯二の特徴は，粉剤の出現とその著しい普及振りであ

る。わが国の農薬の使用は集約的な果樹の病害虫防除に

始まり，果樹の病害虫において発達して来たものといっ

て過言でなく，農薬はもっぱら液剤を使用されてきた。

農薬がやや実用的に稲作の病寶虫防除に使用され始めた

のは昭和になってからで，相当広い面積に便牙瀧だした

のは昭和8～9年頃からであるが，当初は果樹に使用さ

れてきた液剤撒布をそのまま水田に導入したに過ぎなか

った。水田は足場力潅い上に面積が虞いので，液剤撒布

は作業が困難であるばかりでなく，能率が_握らずいろい

ろ研究工夫されてきたが，遅毎として伸びず普及の速度

は至って緩慢であった。戦後23年にDDT粉剤が始

‘めて水田に使用され，引続いて24年にウンカの駆除仁

BHC粉剤が使用されるよもになってから，防除作業が

きわめて容易で能率的であるため，水田のような広面稜

の防除に適し，その防除効果の健秀と相俟って非常な勢

で撒粉防除が普及し出した。DDT,BHC粉剤の使用の

普及に刺戟されて従来ボルドウ液や銅製剤(水和剤)を使

用していた馬鈴薯の疫描防除にも銅粉剤が使用されるよ

うになり，叉最近は林野における害虫防除にも粉剤によ

1．戦後の農薬の特徴

科学の進歩は日に月に進み,最近数年間における農薬

の進歩発達はまことにめざまい､ものがある。

戦後索ずわれわれを注目さぜたものは，何といっても

DD⑪の出現であった｡戦前の農薬は犬部分が無溌の化

学製品”又は天然の植物体の中に含まれている有毒成

分を利用したものに過ぎなかったが，戦時中諸外国にお

ける有機合成農薬の研究力鶚しい進歩を遂げ，これらの

有機合成農薬凋蛾後わが国に続冷と紹介されたbDDT

に続いてBHC,D-D, 2,4-P,TEPP,蓉ラチオン，
炉

有棲…Iがその主なものである。．
、

DDTの出現は，殺虫剤の使い方についての考え方を

改めさぜられた。殺虫剤について，その進歩の跡を振り

返って見ると，最初は除虫菊やデリス剤のように直接虫

に薬をかけて殺す接触殺凶鋤，いい方を変えれば直接的

虫殺し薬であった。従って虫が現に植物体上にいな日れ

ぱ効果がなく，夜盗虫のような夜行性の虫に対しては夜

間撒布壱もしなければ効果がなく，使用できる害虫の範

囲も狭かった。その後砒酸鉛が現われて，一つの進歩を、

もたらした。砒酸鉛は消化中窪剤這，植物体上に撒布し

ておき，害虫をして茎葉などと共に喰くさせて殺す薬で

あって，害虫力轤物体上にいるいな､‘､庭かかわらず使用

できる利点があり，前記の夜行性夜盗虫のような害虫に

対しても昼間搬布ができ，実用的効果も高かしった｡従っ

て祇酸鉛の効果は，除虫菊やデリス剤のような直接的虫

殺し薬に対して間接的殺虫剤ということができ，見方を

変えれば植物を害虫の襲撃から護る防護薬剤ということ

ができる。しかし砥酸鉛は消化中毒剤であるから食葉性

の害虫に対しては有効であるが，そうでない害虫に対し

ては効果がない欠点がある。

この欠点を解決して〆れたものがDDTであ'る。虫が

DDTに接触すると，虫の体面から蝉Ⅸされて接触毒と

して強力な殺虫効果左発揮するばかりで瀧く，経口約に

喰下されると消ｲ畷患から吸収されて毒剤としての効果を

も現わすものであって，更にDDTは安定性が高く分解

~
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堀 ： 最近に鑑ける農薬の展望

る薬剤防除が行われるようになった。昨28年からは稲 とになり，わずかに6年間にこれ義で著及したことは従

の最鋪害である稲熱病に水銀粉剤が一躍7,000屯の使 来その例のなか倶つたことで記録されるべきものと思う。

用を見，叉パラチオン粉剤も急速に使用が増加して昨年 2．最近における農薬の動き

における粉剤の使用鯉は約43,000屯に達し,反当使用 最近2,3年間における農薬使用の増力振りは,藍色
葦を平均3旺とすれば延143万町歩に粉剤漆撒かれたこ とにめざましいものがある。農家が実際使用した農薬の

第’表最近における主要農薬使用状況 （単位屯）

晶 名、|昭和25年’ 26年． ’ 27年 ｜ ‐28年｜ 備 考
砒 酸 鉛 1,981 1,680 1,885 1，531 ，．

砒酸石灰 551 260 142 235
撒粉砒酸石灰 217 ' 44() 289 408
除虫菊粉 71 11 13 27 '
除虫菊乳剤 テ0 123 27 54
デ リ ス粉 45 65 、 65 65
デリ ス乳剤 7 11 16 12 F
撒粉デリ ス 27 157．

，

硫酸ニコチン 78 88 126 94
DDT粉剤 583 6" 954 850

1

DDT乳剤 298 . 516 858 825 .
DDT水和剤 169 350 893 322
DDT除虫菊剤 74 、 141 259
BHC粉剤 4,808 10,322 23,899 25,305 /
BHC乳剤 2 61 77 92 ' ･ '
BHC水和剤 317 365 964 657 ･ =
BHC除虫菊剤 22 74 136 129
T E P P -･ K6 81 35

パラチ狗ン粉剤 398 , 7,374
パラチオン乳剤． 37 “2
E P N - - I9 8

も

D N乳剤 2 ､34

機械油乳剤 （好) 1,753 2X371 3,356 3,98D ／

ソ F・ 変合剤 ･ 10 3 '2
松脂合剤 124 388 210 269
臭化洪チル 51 136 205

硫 酸 銅 3,403 6,585 8,059 7,828 工業用その他のものを含む
銅,銅水銀製剤 354 659 1,121 . 1,291 、

銅,銅水銀粉剤 721 1,270 ･2,016 1 2,946
水銀製剤 141 151 223 1 258

、

塗抹用水銀製剤 107 12 225 I B67
水銀粉剤 32 6，鈴7 1
ジネプ粉剤 9 27
ジネプ水和剤 ′ 21 190
石灰硫黄合剤頃二斗) 555 645 600 508 -
2, 4 - D 81 143 , 146 260 、 ノ

カゼイン石灰 228 290 279 275
その他の展着剤 165 269 401 393

－

J

"(註）本表はそれ窃輔i年の10月から，ぞの年の9月までのユ年間における淡薬製造業者の販売数量を集計
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堀 ： 最近腱おける農薬の．展望
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増怠たことによるものと考えられる。

次ぎに最近における農薬の輪入状況を示ずと第2表の

通りである。戦前から引き続いて輸入している農薬は，

煙草に含まれている有毒成分ニコチンを利用する硫酸ニ

コチンと，有毒成分ロテノーンを含有するデリス及びキ

ユーペ根だけであ､って，前者は原料の不足，後者はわが

国に生鷆がないからである。

戦隣間もなく潮入されたDDTJBHCは当初一時その

原薬が輸入されたが，同時に国内生産も開始され種需要

を充たすようになり最近は全部国産によっている。その

繍堂餓澱繍蛎霞裟惠纂
びているパラチオン剤も本年から国産が開始されたので

本年は不足分の輸入を必要としているが，恐らく来年か

らは全部国産品で需要をまかなうこととなるであろう。

3．昭和29年の見這し

繭に述べたよ5に農薬の使用は近年急速な鏡脈振りを

示しているが，特に昨28年の稲熱病”蟆虫等の鐸生

消費錘についての調査がないので（恐らく至難である)，

農薬製造業者の1年間の販…をもつてそ感年腫おけ

る消議獄と仮りに篭淀して，昭和25年霧ら昨年蓑での

4箇年間における主要農薬の消費状況を示すと第1表の

通りとなる。こｵUをその年における錘の平均購入価機

と認められる価格で1識j－ると，昭和25年勧執25億

円，26韓鞠50億円，27年が約75億円，28年が

約120"億円となり, 26年以降は価緒がほぼ横這いとな
っているの鼈，その畷蝿辰りを如実に物語っているもの

と言えよぅ。 、

かように曜進した原因はいるいみあると思われるが，

何といっても前に述べたように錘秀な新農薬の出現と，

.作業が容易で能率的な粉剤使用の普及が主原因と患われ
為。もちろんこれには防除技術の進歩，防疫行政の演極

化，指導の徹底，農家の認識等も与って力のあることは

申すまでもないところであり，叉従来ほと允苫使用され

ていなかった林野方面等にも健秀な新農薬の出現によっ

て，薬剤防除が行われるよ5になり，新しい使用分野が

4L

＝

グ

第2表最近における農薬諭入状況
P

｜昭和25年1 26年…26年 28年

｜
額
一

●年
金

７２
．
１城

名品
一一数量｜金額|数量|金額|数数愛金額

L一

硫酸ニコチン

デリズ及びキユーペ根

パラチオン乳剤

パラチォン粉剤1 .5%
パラチオソ粉剤中間品20%

パラチオシ'’k和剤

パラチオン原液‘

E P N

Jr E P P

,マラソ ン原液

，－ D
ジネプ水和剤

:2，4－，アミン塩

2,4-D ソーダ塩

青 酸 穫 灰

乳化剤その他原料

計

●

傍

ｔ
ｔ
ｌ
ｔ

ｂ

鎚
釦
言
一
一
一
一
”
一
一
一
一
如
一

５

｜
恥
哩
一
一
一
一
一
一
一
一
麹
一
趣

Ｚ
８

＄

』

２
￥
１
４
５

１
４
兵
〕
つ
〕
令
１

句
ｌ

ｆ

ｌ
ｊ

＄”
叩
．
一
一
一
一
一
帥
一
一
一
一
唖
一
一
鞠
却

９

〃
，

″

〃

夕
少

５
０
．
１
６
浄
２

錫
４

５
３

１

２

70t

108

39t

6tl
30t

59,0141b

71,"51b

’一’
一’

50,COOlb!
31t

＄恥
却
睡
一
認
珂
癖
轆
一
ｍ
一
唖
一
一
蛇
、
頑
堅

１
』
ノ
４
今

〃
Ｊ
Ｊ
〃
〃
Ｊ
〃
夕
〃

〃
〃
屍
β

如
滝
砲
錘
６
墾
釘
２
蝿
誕
妬
鉦

１
８
６
２
４

墓

。
Ｐ

■
夕

Ｏ
→
４
２
－
，
４
鍵
鋤
一
唖
・
一
錨
一
一
・
難
一

ｔ７
，
鍋
４

″
４
Ｊ

４
２
．
’
・

５
１

６

161,800＄

79,920

1 .

160,500

■

１
１

ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ

鐙
夘
一
一
一
一
一
一
一
一
鴎
一
息
喝

I
一
鍾
氾
一
一
唖
郵
一
一
・
獅
郡

１
７

沙
″６

６
１
１

６
９

郵
率
、
８
９６

一
《

1
1

a

’
一一

(註）数撤単位, tは屯を，lbは鑑ンドを示すら
●

有力のようである。

これに対する供給の方はどうか，新農薬の国産化,製

造設備の新増設や近代化等も大体完成したようであるし

原料資材の手当もほぼ見込がついているので，輸久品な

ど一部のもの蓬除いては需要期直前に一礒に殺到するこ

.‘による鍵薬使用戯急増のあとを受けて，本年の需要はど

ら這あろうか，各方面から注目されているところであ

潟。都道府采庁の関係の方等の意見な綜合すると，本年

､の病害虫発生が平年並として，もちろん農薬の種類には′

,多少変動はあるが，総体としてぽぼ昨年程変と見るのが

－3－－－－．



堀 ： 最近における農薬の展望

" 、

となく，計画的購入が行われるならば,､まず露に応ず (6).BHC剤

る‘鵜は可能と思われる。 DDTに次いで導入された濫毒覺系有機合成品でベンゾ

以下種類毎に概観して見ることとする。 、一ルに塩素を作用させて鍵営されている。DDTのよう

（1）．砒素剤 にアル宜一ルを必要としないので，価絡も安くDDTを

砒素剤として現在市販されて“ものは,砥酸鐙,祇 凌潮する普及振りを示して殺虫剤に巨歩を占めている。
酸石灰,撒粉用砒酸石灰の3種である。主原料は亜祇酸 市販品としてはDDTと同様,等倒,水和剤,ﾄ粉剤の
と鉛であるが，本年の原料事情はあまりよろしくない。 3種があり，粉剤渤鍛も多く使用されている。粉剤には

特に上期に鮨いて鉛の需給事情力蕊剰こしで詣り，価絡も カンマーBHCの含獄0.5%, 1%, 1.5%, 3%の4

高騰しているので，砒酸鉛は昨年より価絡も多少値上り 種が市販されているが， 3％の需要が増えて昨年は総

し供給も減少するのではないかと麹電されている。 鼓の70％が3％，26％が1％，残りが0.5％と
（2）．除虫菊剤 、 1.5％となっている。なお除虫菊との混合浮刷が100屯

除虫菊剤に獄除虫菊粉と除虫菊罪刷（ピレトリン含量 余消喪されている。

1.5％のものと3％のものと2種がある）産がある｡ BHCの原薬（ガンマー含量12%内外）の生産は唯
原料除虫菊は戦前は日本の特産として年産300万貫，内 年約9,000屯に上り，な調設備にも余力があり，原料的

200万賃を輸出していたが,戦時中輸出の杜絶と麹作 にも健路がないので供給には心配はないが,昨年の製品
物への転換によって衰微し，終戦直後はわずかに30万 残がかな和あるので，生産は手控え侭向を示している。

賞に激減した。近年は70～80万貢に回復し，一部は輪 なおガンマーBHCのみを抽出したいわゆるリンデン

出も行われているが，内需用としては十分あるので供給 は価絡の関係から農薬用としては一部零脚,水和剤に便

不足となることはなかろう。 、 用されているに過ぎない。

戦後除虫菊の価緒ｶ塙騰して，これに伴って製品価携 (7).D-D
も著しい値上りを示したので，新農薬進出の影響もあつ 米国のｼヱﾙ石抽会社の製品で若油の精製,分解の際
で，需要は激減したが,昨年は除虫菊の価絡がかなり値 生ずる廃ガス中のﾌ･ロピレン溜分を塩素化した合成品で

下りを来たし従って製品価絡も下ること力琴想されるの 針金虫，ネマトー"等の土壌害虫の駆除に顕著な効果を
で昨年以上の需要力現込まれてい患。 示している。昭和25年100屯の輸入を見たが,､薬価

（3）．デリス剤 が高いため使用が進霞なか歩つたが最近山林の苗圃煙草
宥効成分はロテンF-ン･をあって南洋,南米,アフリカ 害虫等に新たな需要が起って来て在庫が皆無となったの

等に産するデリス又はキユーベと呼ばれている輩鍬鋤・ で,本年新たに60,000ポンドの輸入が計画されている。
の根を原料として作られた農薬で，デリス粉，デリス乳 (8):TEPP
剤,撒粉用デリスの3種力浦販されている。 有機の燐製剤として最初に世に出た殺虫剤である。

綴恵驚麓鴎蒐譽鶚景鱸駕菱鯨蝋繊織篝麓鰯當
スの需要が増加しでいる｡供給は前年軽度と予想さ燕る。 ガ誹常に短い欠点がある。この欠点は二面長所ともなつ

(4)・硫酸ニコチン ' て桑や茶の害虫駆除に利用され,叉植物を汚染しない特

煙草に含有するニコチン成分を利用したもので，わが 徴があるのでく瀝鐵惚物や7餅:の害虫駆除に使用されて
国では専売公社から屑煙草の払下げを受けて，こﾒLを原 いる。昭和27年に約30屯輸入されたが，国産化瀦崖
料として硫醗ニコチンを製造している銀,原料の関係か んで現在では供給力は十分にある。
ら年産わずかに20屯内外で,需要を充たすことができ (9).パラチオン剤
ないので，大部分を輸入に依存している状況である。本 現在非常に注目を浴びている右機蕊製剤である。殺虫
年の供給は輸入品60屯,国産品20屯の見込である｡ 力が織壱,浸透性患あるので適用害虫の範囲も広く，

(5).DDT剤 稲娯虫の防除に倣効を示していることはあまりにも有名

戦後真先きに導入された塩素系の有驍合成品で，一時 である。
原繋が輸入されていたが，間もなく国産化されて需要を 一昨年始めて輸入され，昨年は需要あ急増に伴って製》
まかなっている。市販品として朧矛蜘，水和剤，粉剤の 品，半製品，原液と三つの形さ輸入されたが（原液換算

3種があり，煙草の害虫防除用として除虫菊との混合粉 約330屯)，本牟3月から住友化学で特許権の実施権窓
剤が販売されている。設備も十分であり，原料的にも膝 得て原液の国潅が始められ，この原溌を受けて国内の健
路はないので，供給力は十分ある。 薬業者が粉剤，孚脚，水和剤を製造す-ることとなった。

－4－

角

（
Ｌ
一ノ

。『

●

《
「
一

k



可

堀 ： 最近における農薬の展望

本年の需要は瞬嘩算奮430屯と見込まれているが,本 の廃液処理による副産品が大部分で月産600屯内外の生

年ぼ住友化学の生産だけでは原液が不足するので，不足 産があり計画的)朧入を行えば不足することはなかろ‘5。

分230屯の輸入が計画され戸既に大部分のものが輸入さ 最近直嬢的殺菌作用の強い水銀剤との混合製剤(銅水
れた。価格は昨年に比し多少値下りを示すよう‘である:。 銀剤と呼ばれ水和剤と粉剤がある）が要望強く，銅製剤

本剤は殺虫力が強大であ愚反面人畜に対しても危険 及び銅粉剤遼圧倒しつつある。

性が高いので，使用には細心の注意を必要とする。これ （15)．水銀剤
巳

挺は毒物劇物取締法に基1,,て暇扱や使用上の基準が定め 水銀剤ほ従来もっぱら種子の消毒用腫用いられ，これ

られており，この基準令に従って技術指導者の指導の下 に浸漬用のものと塗抹用（溌衣用）のものとがある。戦
●

に使用しなければならないこ･とになっている。 後これを粉剤として病害防除に直輯謎粉することの有効
‘

(10).EPN. なこと動劉明し,麦雪腐病稲小粒菌核病の防除に使用

米国デユポン社の製品で，パラチオン系殺虫剤の温血 されて来たが，更に昨年から稲熱病防除に使用されるよ

動物に対する毒性軽減を目的として研究されてできた有－ 5になって急速に需要が増大した。本年用としては需要

機燐製剤である。主として蔬菜,果樹方面に使用され， の増大に対応して原料水銀の確保に努め，ほぼその見通

昨年は54,00Oボン'等の水和剤が輸入されたが,本年は しも秒､たので,必要量の供総は可能と思われる2
68,000ポンド輸入の計画となっている。 (16).硫黄剤

（11)．マラソン剤 硫黄剤には石灰硫黄合剤,硫黄粉剤,水和硫黄の3種

これもバラチオンの温血動物に対する毒性軽減の研究 があるが，大部分は石灰硫黄会剤で，硫黄粉剤はわずか
の結果生れた燐製剤で,毒性はバﾗﾁｵﾝの'00分の， に需要があるに過ぎず,水和硫黄剤は既に過去のものと
と識つれている。米国ACC社の製品で，この原液を輪 なってしまった｡原料硫黄は一噸ド常に不足して確保に

入して国内で50％乳剤と，エ.5％及び3％粉剤に加 困難L旋時もあったが,最近は好転しておって十分な供

工して市販勘ているbリンゴ,柑禰類等のダﾆ,アブ 給が予想認､る。、
ラムシなどの駆除に使用されており，本年は約35,000 （ﾕ7)．有機硫黄剤

ポンドの原液輸入が計画されている。 戦後紹介さ油たヂチオカーパメート系の合成濃薬で，
（12)．ヂートロ剤 市販品としてはヂネプ剤，ブアーパム剤，ヂラム剤の3

ヂニI､戸化合物としてほ古くから知られているヂニト 種がある。

ロ・オルソ・クレゾールがあるが，現在市販されている ヂネプ剤はまだ国産品がなく，米国のロームアン輯、
のは2,4-ヂニトロ・6－シク戸へキシルフェノールを主 戸-ス社鯉のダイセンZ78とデユポン撒製のパーゼート

成分とするDN乳剤及び伽粉剤である，DN剤はダ が輸入され,水和剤,粉剤として販売されている。ウリ
ニ，アブラムシ類の殺卵効果が強いので，果樹のダニ類 類の病害，変類のサピ病等の防除に好成績左収め，かな

の駆除に好評があり，使履増加の傾向を示している。な りの需要があり』昨隼は62万ポンドの輸入瀧見,本年

お機械油乳剤との混合孚鯏が市販されるようになった。 は80方鑛ソド輸入の計画となっている。

（'3)．その他の殺璽剤 フアーパム剤及びヂラム剤は数年前から国産きれてい

在来のものにカイガラム%駆除用としての機械油募倒 るが，高価の関係かあまり著及しなかったが，昨年あた

と郷旨合剤がある。叉肩煙章詮利用した粉煙草が古くか りから需要が多少増加の傾向を示している。水和剤，粉

ら市販されている。 剤の2種があり，ノツクメート，ヂンクメート，カワセ

戦後のものとしては，オルソ．､ヂク戸一ル・ベンゼン －ン，ザーラム剤等の名称で売られている。

を主成分とし，松根油射粗クレオソートを副成分とする （18)．煽蒸剤

極喰虫殺虫剤があり,XPCF(ペンタ・クロロ・フエ ．燃蒸剤としてはクロルピクリン，二耐上炭素，臭化メ

ノール）とBHC叉はDDTを澄油に溶かして作った木 テル.､背酸剤がある。従来貯穀類や果実の燃燕にはク戸

材のキクイムシ類の瓢除剤が販売されている。 ルビクリン，二硫化炭素〃種用されていたが戦後臭化

（14)．銅剤 メチル（メチルプロマイド）が導入され，冬期低撤鮮の

銅剤としてほ石灰ボルドウ液の調製原料である硫酸銅鱗に適し輸入穀馳や政府所有米の鱒蒸に縦んに使用さ
と銅製剤（水和剤)，銅粉剤がある。銅製剤及び銅湧剤 れるようになった。昨年の使用透は205屯で全部国産品
の製造には一部銅地金を使っているものがあるが大部分 であって．十分な供給能力を持っている。

のものは硫酸銅詮原鍔としている。従マて銅剤は琉酸銅 腎酸剤は果樹のカイガラムシ駆除に使用され・これに
の生産に依存しでいることとなるが癖銅は錦織陳の際 は液体青酸（安定剤を加えたものと，吸着剤に吸収さ種

』
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堀 ： 最近における農薬の展望

逓羊その例を見ない大発生をし，またニイ鹸冥虫,､特に第

一化期の発生戯激甚をきわめた｡した余ってこれ等の防
除面種も延面積として，イモチ病183万町歩，二化蟆虫

174万町歩に達し，これが防除に要した農薬費も80億

円以上に達した霞防除がこのよゲな犬t罐ﾄに達したのみ

ならず，防除実施技術についても画期的な進展を見た。

従来適確な防除方法のなかった二化蟆虫がパラチオン剤

によって確実に防除し得ることは，一昨年頃から明らか

たものとがある)，青化ソーダ，青酸石灰がある。前二

者傾薗産品電あるか，青酸石灰は国産品がなく．，ドイツ

のデケツシユ会mm製品カルチツドを輸入している。

〈1鋤．除草剤

除草剤としては,淀来から無職化合物の瀧鯉カリ，

塩蕊駿ソーダ等があり，これらは接触鐸をもってすべsて

の椛鋤ﾘを枯らす除草剤で，舗遁の除草や開箪鈍,澗地等

のネザサ駆除などに用いられている。

箪懸選択性除草剤として有機合成薬剤が現われ,おが

国に導入されたものとして雄2,4~D,MCP,垂Qの3

種がある｡2,4-Diこはソーダ鐡邑アミン:巌j§あり，既に

国産化されて需蕊を充たしている。MGPは2,4-Dの類
謝E合物で，稲に及ぼす影響は2,4-Dより幾分少い傾

向があるの筵･寒地稲田の除草にも通じ今後需簿婚加
するものと思われる。現在まで少量輸入されたに過ぎな

いが』国産化の託画も進められている｡､IPCは2,4-Dと
異なり禾本科雑草の除草に有効であり，昨年末始めを
700ガロン輸入されタマネギ畑の早春隙草に使用きれ渥

（20)．殺鼠剤

殺鼠剤として従来使用されていたものには,黄燐剤，
亜砒酸剤，炭酸バリウム等がある。戦後新殺鼠剤として

登場したものにアンツー，モノフルォ声ル酸酸ナトリウ

ム（ブラトール)，ワルブアリン剤がある。薊二者は国

謝上されている漆，その中プラトールは殺鼠力が強力で

あるので，自由な使用は制限され，地方公共団体，農業

協同組合，農業共済組合,森榊蛤が行う懸鼠駆除にの

み使用ガ認められている。ワルフアリン剤は，殺鼠作用

が他の殺鼠剤と異なり数日間連続撰取させて内出血を起

させて殺す特徴をも宮ているが，その特質から農耕地や

林睡における蕊鼠の駆除には実行性に乏しく，主として

家鼠の駆除に使用されているようである。国康品ほなく

忠つばら輸入によってい‘る。

（21)．展着剤

農薬の主剤の物理性を改善して．その効力を一層増進

するたあに補助的lこ使用される展着剤としては，従来石

鹸，カゼイン石灰､銀脂展着剤"油脂系展蒲剤蜘報い

られていたが,新しい展着剤として非解離性のものが研

究され，製造販売されるようになったbこの新しい非解．

離性の展着剤は，非解離性なるため使用の場合主剤と反

応することがなく，従ってすべての農薬に使用できる特

徴があるばかりでなく，湿展性，附着性も腫れており，

叉硬水,酸性交Iまアルカリ性の水に対しても幟を失う
ことがない長所をもっているので，歓迎さｵ'鋒の展着

剤と侭き換りつつある。

む す び

昭和28年は未曾有の異常天候のために，イモチ病は

辺

その防除効果左確実にする

-書集団防除を必要とし，一斉集団防除を

になったのであるが，

は, ある地域金銭の股の

ために

その結

果， 28年度においては各地で集団防除が実施せられ’

一集団面積数千町歩に達するものも少〈ない。正に，わ

が国の病害虫防除史上，その例瀧見ない偉観であった。

一方ｲﾓﾁ病に対する水銅粉剤の効果は,農家をしてイト
モチ病防除に対する非常な自信を抱かLめるに到った。

．従来，作物病害虫の有効な防除方法のなかった時代は

栽培時期をづらしたり，あるいは耕種方法をｴましで
病害虫から逃げることを’防除の根本的な考え方として

い挺・したがって，このためvこ驫質，収量をぎぜいに

し，あるいぼ経営上の非常なうf堵K合も忍ばねば象らなか 勺

つた・しかし，各種燕作病害虫の直損坊鐸調睡fする

胆したがって，逃げることなく正面から病害虫と取組み

つつ罪慾するままの稲作のできる時翻が愛床しづつある。 島

薬剤撒布についても，従来は撒布した薬の被膜によつ

で作物を被覆し,病害虫から守るﾉｰいう消極的な保護
剤的な考患方が強かった。したがつで農薬にもこの性賀

を附与することを意視していたb病害虫防除に薬剤の保 w
謹剤的性格の重要なことは決して否定できないが’しか

し，稲等の病害虫，特に伝梁性の強いものについては’

一歩進んで,その伝染源の撲滅を更I…至ればならぬ。

穂首罰ﾓﾁ病は.その“嬢1週間から,00日間{娠菌ご
の胞子動諏ばれば安全であって,秘穂直諏ﾐら出穂剣wこ

かけて,薬剤を撤布する具とにエって，よくその目的を
達するこ､とができろ。しかし，その薬剤撒布は，ある地

域内全般の共同集団の実施が必要であり’これによって

初珍で目的を灘誰ることが電きる。

稲等の病害虫防除は,既に消極的な減損防止の域を脱

しつつあるが，更に今後,侭秀農薬の出現,防除思想の

発展によって，わが国の農業に－大韓f左もたら．そうと

している。

× ×

× ×

●
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摂食されねばならず，その毒作用は吸収後直に現出す

る｡､そして毒餌を食った鼠は興奮･痙華の異状現象を伴
って短時間に死亡する。叉窪物が致死麓に達さない時は

比較的すみやかに排泄されるが，ある程度の中毒症総ほ

認められる。そして次に摂食された鋤の作用には余り
協力出来ない。更に鼠には議物に対する習慎性あるいは
抵抗性を生じたり，忌避性が強くなって毒団子をなかな

か食わなくな遇。
クマリン系殺鼠剤は捜性中毒によって鼠を殺す薬物で

あり，1回の撰食量はきわめて少いが，数回連続して食

べると毒物は体内に蓄談され，これ力診る一定の盆に達

すると初めてその致死効果を鋤でするものである。この

菩溌作用はある一定期間を経職‐れぼ〃その後は毒物の
郷反が1～2日位中断されても最早や中毒症状は消失し

なくなる。叉最後の致死様式もきわめて自然的で，何ら

の特異な症状が認められない。

この2種類の毒物は色為の点で相対的であり,利用面

から考察して利点もあれば叉欠点もある。従って鼠の駆

除剤としてい調､詮選ぷかということは，その時の条件

によって淡壼される。

茜れ等の譲吻はい”しも嶋識を縛っており，その
k--WE量ももちろん区為である。今主なる殺鼠剤

の毒性の強L,ものから鰯吹弱いものへと表示すれば次の

糠になる。この表の数字は殺鼠率50％の蕊E鐙を体重
1kgに対しmg単位で示したものである。

1 SOdiumsaltofp･Chloro･phenyldiazo-

thiourea(ムリタンの有効成分) 0.5～1.0

2 ScilliroSid O､5～0.7

3 2-chloro･4methyl-6dimethylamino

Pyrimidine(カス1,リツクスの宥効成分) 1.0
4 Sodiumfluoroacetate(フラト戸ルの

有効成分） 0.1～10.0

5、FIUoroacetylPhenylhdrazine 0.1～10.0

6 Stry℃hnine l～10

7 "-na戒ﾕthylthmurea(アンツウ）
ドプネズミ 5～9

クマネズミ 500

8ThaniumsUlfate 頚～25

9 ZincPhaSPhide “～75

10 Sodiump-dimethylaminoPhalyI

鼠豐駕:蕊鮭駕鶏護
介.各種農作物への加害.森鯏直物の損害等間接的なも
の種はあるが人生に対する大きな脅威である。鼠を駆除

して人間の衣食住を豊かにしようとする努力は昔からは

らわれていた。パチンコ式あるいは金網式捕鼠器などの

機械的防除法やイタチ，ヘビ，鳥類の力をかりる生物的

防除法などはよく知られている。ごく最近まで野鼠駆除

に大いに活躍していたチブス菌などはその代表的なもの

であるb又薬品による化学的防除法も忘れら江ない有効

な鼠退治の一手段である。昔がらこれには色煮の薬品が

利用されできて，その変遷を辿ることは興味あるもので
i

ある。 B

その主なるものは炭蕊”ウム，硫酸タリウム・亜砒

酸・亜砒鴎冒灰･癖･燐ｲ匝匝鈴『海葱・ストリキニーネ

・モノフ戸一ル蕊駿ソー墓・ピリヂンや尿素あるいはク

マワンの癖俸等である。

日本では初あは描鼠器や薬品などによって難除してい

たが，その後"野鼠チブス菌"を利用するようになった。

そしてこれはごく逓牢までつづけられたが，人体に対す

る危険を防暉するために，ついに昭和23年12月に蛤

の使用が禁止されるに至った。それでもっぱら薬品によ

る毒毅が行わ湿るようになった。昔はストリキニーネ等
もつかわ泌たようであるが，高価に過ぎるし，叉他の動
物にも繕を及,雷ず危険もあるので使い方が減ってき
て，黄燐を有効成分とする製剤力荊用された。ところが

戦後国外より新しい殺鼠剤が統舜と紹介され,輪スされ

又本邦に諸いても製造されるようになり‘,現在はその選
択に迷うような状況である。

戦欝霞蝋鷺驫麓’幾導
リン系の殺鼠剤であるデスモア，トモリン，ワルフエツ

ト等多くの商品が使われるようになった。ごく蕊丘腫は
やはりクマリン化合鋤上考えられる，ノウモア，クマグ

ン,ネオクマラン,水溶性のネオクマランr等も出てきた。

これ等の殺鼠剤は〃マリン系のもQを除いて，みな急
性中毒を起さを，鼠を殺すもの｡ごある。急陸中毒迩起す
毒物は鞠E量以“§同時にあるいはきわめて短時間内に

、

ロ－

二

hU

一

亀

錐者･東京教育大学農学部教授･農博
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三坂 ： 最近の殺鼠剤について
－一－

－－

diazoniumsulphbnate 55～75 <均等に混合すること力謡来るので鰐Iである。
113－(“牡enyl-β妻acetylethyl)･4･hydroXy 本剤の毒作用はかなり遠勧性である。しかし鼠は養蕊

coUmarin(デスモア等の有効成分） 約60 左食って直ちに死ぬので朧ない。よく本剤によって駆除
12Arsenic ﾙｰﾖ“ ・詮実施す‐ると死体が多く発見されるので，即死的に薬効

13 EXtractofredsqUill lOO～600 が現われるものと齢つれているが，実際は先ず篠等の運
14Bariumcarbonate 400~乱480 動力力麺3つれるのである。このため，鼠は毒餌を陰つた

15 3-("-chlor"henyl-P-acetylethyl) 場所から程遠く,ない位置蚕動けなくなり，その後しばら

.4-hydroxycoumarin l200 くして死亡するのである。すなわち毒餌を食った鼠には
このうち慢性中毒剤はI］とユ5とである。 間もなく運動神経の麻揮津認められる。これは先ず後脚
アンツウ 、終戦後本邦に最初に入Pってきた殺鼠剤であ に謡つれ,､鼠は普通の姿体を保つことが出来なくなり，

る｡ .ぐﾆｼﾘﾝ･DDTとならんで錘秀な最近の科学上 後脚を左右に開いてその間に腰を熱る次い嚇陣は前
の三大発見とされているものである。第二次大戦中・ 脚に及び,間もなく後脚の場合と同紳体駆をその間に

屯

〃

DiChterによ匂て合成ぜられたもので，Ant'1とはα‐ 落すような姿勢一一つまりウズクマルの這ある。この状
naphtylthioureaの略称である｡人間に対しては無毒で 態にな湯と尾を刺戦しても反応を呈さなくなる｡ｭ眼を閉 《

Ｌ
一はないが非常に毒性は弱い。しかし鼠に対してはかなり じてﾙ､るがまだ死んだのではない。試みに小麦の粒を与

に強い作用を呈し，特にドプネズミによく効くことは前

表に示す通りである。田中亮淫との研究によるとこの事

えてみても食え熊ﾙ､。標準のものは元気に後脚で体をさ

さえ,前脚で粒をとり上げて食べているのに比較して面

白い対象である。背を下に，腹を上にしてみると前後脚
を弱く動かすが，既に起上る力もなく，まして歩行する

P

実は認められるが，女献に報ぜられている程の差はない

エうである。一般に肉食獣に対して毒性が高く，草食性

，のものに低いと称されている。本剤は遙のように，その
灘作用に顕著な選択御遡る‘これは次の表に示す致死

数で了解出来る。 ，．

ドプネズミ 7mgik9 !

ことも出来蝉､｡完全に眼を閉じ，呼吸が激しくなって
。『

くるが，これも次第に叉弱まり，ついに死の段階に達す
る。

グ

詞 のyように本剤は毒性が強く，しかも速効性なの

ｰ 、で,誤って人間や他の動物が食べた場合,解毒
処置が間に合わないことがある。しかも鼠の体内で毒力
を失わずに止るので，死鼠を食Pつた他の動物に二次的の
中毒を超すことがある。特に犬や猫動遍の食ﾙ､残した毒
餌や死鼠を食って災難にあうことがしばしばあるaこれ
は次に示すようにその単位体重当りの致死澱蒟遍より少

犬 - <100mg/k9 今

リス，モルモット 100～400mg/kg

ウ サ ギ >400Jkg

サル，ニワトリ 5000mgnKgG

ア崖鑿駕懸患墨瀧懸総
次第に鯵出して来る。そして肺の内部はこの液によって

猫たされ，そのたあ呼吸困難となって鼠は死亡する。又
いことでもわかるし,X3009の鼠の至暁獄が0.3mg

尋
・
〕

ドプネズミ 5mg/kg

致死激に達しないで生き延びた鼠はその後アンツウを含 猫 0．3

んだ撫餌を忌避し，叉かなり抵掘生を得るようになると 犬 0.1～0.2

いう。 豚 0．3

=君一般に販売されているアンツウ剤は有効成分を80～ 馬 1
、

85％含んでいる。この20匁(759)をz1壼粒2升に 狼 5．‘~〃.5

まぶして使うか,小麦務'～2升で毒回子を作って鼠の
穴の内に投入ﾂｰる。 、

難 6．～7．

であるのに2.5kgの猫59の犬に対するそれは大略

1mgであるから，その差がきわめて少いことからも推
察出来る。本邦においてはまだ人間の死亡した実例は聞
かないが，充分警戒する要がある。そのたあ現在日本で

はこの商品は1％の水溶液とし，誤食防止に赤く着色
し，更にトウガラシチンキを痴珈したものが鐙蒐されて

モノブロール瀦酸ソーダ別名1080という。第二次

淘洩中米国で発見されたもので，その毒力はきわめて激
烈であり，他の殺鼠剤に比較してその致死没も甚じく少

い揃表参照)。このような微量で鼠を殺す薬剤は今霞

でに見られ燕かつた。そして多くの殺鼠剤は水に溶解し

ないので，毒団子として材料に混合しなければならない いる（フラトール)。そして当分の間鋤鼠駆除用とし，

が'本剤は水によく溶解するので水溶液のまま'小さな容 家庭内での使用は禁ぜられている。しかも野外で使用す
器Iごう典れても使用出来るし,叉毒団子を作るにしてもよ る場合には各個人が勝手に取扱うことは出来ないの筵，1

－8－
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三坂 ： 最近の殺鼠剤について

常に経験と知識とを持っている適当なj騨者のもとに,、

集団的仁使用守るようI弓取扱方法まで定ぬられてい･る迄

製品ブラ1,-ルの轄錐使用法はその1009を氷で3

～4倍に稀釈し，それ蓬ソバ粉あるいは小濁陽700匁，

米糠300匁，魚粉若二F(団子の剃料は必ずしもこれに限

ったことは濯ぐ，地域の実状に従って適当に選択する）
に入れ，よく混合し，約1500個の毒餌とするのである。

そして野鼠の棲息密度にもよるが，大略2～3町歩程度

､の圃場に対して使用するざもちろん駆除の対象となる鼠

の種類によって薬篭を増減する必要はある。本剤は鼠腫

よって特に忌避されるようなことがないから；その喫食

率も良好である。従って他の動物への危害を考慮L,"

まり過多にたらないように施剤簸を決鐙すべき陣ごある。

ムリ女ン(Muritan)とカストリツクス(Castri]Oと

は共に独乙バイエル辻の製品である。モノフロール酪酸

ソーダに優るとも劣らない程の猛毒性があることば前掲

の致死睡表でも了解することが出来ると思う。この意味

でまだ本邦では発売の域に達していないが将来性のある

殺鼠剤である。

ム脇謹溺職蝋菖夫遜鴎
mg/kgが致死量とされている。 しかも生理的藤能障害

をやっと起す普ご至る薬量と致死職との差がきわめて少<

致死量の75％程度歪も機能障害も起さず，生体組織に

何等の変化を与えないという。叉本剤は酸性物質には弱

く，直ちに分解して無毒化するから，これを含んだ毒餌

が酸敗したりすると効力を失うし，鼠に食われ胃酸によ

って分解されると無毒化するから，死鼠を食った他の動

物に二次的の中毒死を招く危険は少い°毒餌として使用

する時は，その重量の1/20程度のムリ鋲ン左加えるの

が普通である。毒餌が19と､すればムリ戎ンは50mgと

なり，15時間位で鼠は死亡する。やや毒餌の喫食率は

悪いが，この程度で完全に効果を得ることが出来る。

カストリツクスは有効成分を小麦粒の表面に塗抹した

ものであるから，その讓ま直ちに毒餌として役に立つも

きわめて毒力が強く、80やAntuの5倍以上と称され

ている。マウスによ畠実験ではこの粒を'個食べた時は
2時間位，2個なら随時間，3個ならば30分位で死

亡する。摂食後ﾀ障識にば何等の異状を認めないが，死

の直前急激に興奮状態に陥り，走り廻り，跳び上り，倒

れると四肢に痙蕊を起し･函E亡する。猛毒であるから取

扱には万全を期さねばならない。

燐ｲ唖鈴と疏酸タリウムとは本邦では童だ実用に供さ

れていないが，外国では既に使用されている。各冬

Rumelan,ZeliOpasteという商攝名で販売されている。

燐ｲ噸鉛朧加水分解により，叉は酸性物質によって直

ちに燐化水素を蕊全し，その毒作用によって鼠は死滅す

るものと考えられている。従って水を含んだ毒餌として

使用ﾂｰると，有効成分の濃失抵たであるから，中性ワセ

リン等を利用して毒餌とするのがよい｡独乙では小麦の

絃にこれを塗抹したものが販売されている。ラヅテに対

する50％誕愈は40～75mMEg, ニワトリに対して

は9mgikgと報ぜられている｡鑑昔の試験ではマウス
に対し5粒程度で充分殺すことが出来た。

硫雪墓纂篭駕:空欝電匿
って少しも忌避されない。た蕊餌に混久されてからも

本剤はこの瀞力を失わないので駆鼠用に使用されたもの

が現地に残された場合，他の動物に食われると依然とし

て毒作用を呈するし，毒殺された鼠の死体を食った時に

も二次的の中毒を起す危険もある。しかし各動物に対す

る致死瞳はかなりの差があり，1080程に接近していない

ので，この麺量の差を巧みに使い分ければ危害の防止
は出来ると思う。（次表参照）

■

一

ドプネズミ
(3009)

1080の致死麓

硫酸ダリウムの
致 死 鐙

0.03～0.3mg

_5mg
＝

鼠に対する致死量は研究者によって一雛でない。これ

は供試動物がたとえ鼠色あっても，種類'･年令．性別2

栄養状態等によってかなり差異を生ずるものであるから

当然といわなければならない。筆者の試験成績では経口

的に薬液を口～胃に注入した時にはO.8mg209体重以

，上で読逢に殺すこと溌出識し,小麦の毒餌として食わ
した場合には1.3mg以上で供謝固体全部が死亡した画

なお他呼『リウムの塩類の毒力を比較すると，酷酸塩が
最も強く',硝醗塩がこれに次ぎ，磁酸塩が－番弱いとい

われている。

クマリン系殺鼠剤米国のウィスコンシン大学のリン

ク博士によって最初に発見されたものはワルブアリン

(Warfarin)である。本剤は鼠の感謝塗が少く，喫食

率はきわめてよい。リンクの研究によるとデスモアは従

来の殺鼠剤のよりに1個の毒餌に致死髄の数倍を含まぜ

て使用するものではなく，その微量鞍数日間にわたって

投与し,鼠を全滅させるのであ為。そして1回の投薬量

は毒餌重斌の0.025％程麗であり，多蛾に薬を使って

も特に早く殺鼠作用菱超すことは出来な》､ざ毒餌の重量

を19とすれば，これにデスモアを0.05g含ませｵしば

デスモア自体にワルブアリンが0.5％含有されているか

ら，全毒餌に含まれるワルフアリンは丁産0.25mgであ

る。この毒餌を食った鼠ば最初2～3日間は外観上特に

里

一一

昼

－9－
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三坂 ： 最近の殺鼠剤について

ヵ鑑驚脅壗鏑溌鯛蟄顕著な蕊化を示さないが，内部的には既に出血力握りつ
つあり，5～6日位すると眠の渋赤色は濃くなり，動作

も静かに，歩庁も運く，全体として元気がなくな石。死・ モアは毒饒典して使用するのであるが，その毒餌認製の
亡する1日位前には呼吸以外に目立った動きがなくなり 不便を除く”に更に考案されたものがこのトモリンで
餌を食わないことが多い。そしてついに内出血により窒 ある。これは有効成分を1％含んだ撒粉剤で，鼠の穴
息あるいは貧血な来たして死1署する。その状況は自然死 通路等腱あらかじめ撒粉して鐺くのである5鼠がこの薬

ともいえる程に静か毛，何ら興奮や痙蕊等の異状を呈さ 剤の上詮歩琶廻るうちに,尾や脚や腹面等に薬剤が附着

ない。 する。すると鼠ばその習性としてこれらの部分をよ､く舐

、の血液の凝固作用を障害して出血死さ筵ること めるので，その時に薬剤は口から消化器管内涯侵入して

ｰが本剤の最も特徴とするところである｡元来動 いく｡丁度毒餌wこよって有効成分漆食われたのと同じ這
物の血液凝固作用はきわめて識な関係にあってその本 果となる。その後の毒作用は大体ワルフアリンの場合と

質はまだ完全には究明されていないが,第1段購で血漿 同様である｡毎日毒餌を作る必要がなく,一度撒粉して
中のプロトロンピンがカルシュウム・イオンとトロン鑑 おげば数日間役立つことが出来る。ただ薬剤を無駄腫使

プラス缶ンとによってトロンピンとなり，第2段階でこ 用することが久点髪いえば欠点である。しかし鼠の習性
のトロンピンが血擬中に富るうイブリノーケンをフイガ をう窪く利用したことは,今後の殺鼠剤の使用法に新し

リンにするのである。ワルフアリンはこの一連の作用中 い面を開いたので，きわあて興味深いものがある。

に活動歩るプロトロンピンに作用して，そめ力を奪うと ワルフェツト蛙米国パインランド社の発売品で，ワル
されている。 フアリヅ臼％）にTMFという鼠の嗜好物を混合した

このように本剤は今ま電の識詠剤にみられない作用を 毒餌である。トモリンと同様にそのまま使用するので“

持っているものである。毎日鼠が本剤を食べていく-と， これも萱た便利である。難の餌を夜間襲撃する鼠の駆除

毒物は次第に体内に蓄積され，そｵ'がある一定の程度に によく使扇される｡葛しかも難が食べても危険瞬承とんど

達すると初めて致命的の作用童呈するのである。この蓄 ないという。

稜が不充分であれば，その毒物催漸次排泄されるので叉 最近億これらクマリン系殺鼠剤力職掩と登場してきて

元の1蝉に帰るから′鼠は死亡しな｝‘､こととなる。ここ その応接にいと蓑溌底い。ワルプアリン篭有効成分とし

Iこ連縦して食うことが本剤の殺鼠効果を確保する上に必 た商品はかなり多い。米粒に塗抹した〃ラツトライス〃
要な条件と‘なるのである。 は家庭用として〃安全ネコイラズ〃等と共に同じ試みで

この特殊な使用法は実験室内では容易に実行出来るけ 作られたものである。 ノーモア (NOmor), フマリン
れども，実際問題として果して可能であろうかという疑 (Fumarinj.,ネォクマラン(Neo"cumaran)等はきわめ

間が起ってくる。筆者はこの問題を詳細研究したが,結’ て最新の所産であり，更に水溶性ネオクマランは今董で

論を述べれば連続4貝間は少くとも毒餌を食わなければ のクマリン系殺鼠剤が水に溶解しなかった点を改良した

駆鼠の目的は達ぜられな財､。連競的腫食わないで，途中 ものとして，将来性に富んだ有望な殺鼠剤といえる。

で毒餌が欠けると中毒は消失し，叉改めて連続的摂食が

以篝麓襲巽曼灘凶懲繍も必要となる。しかし4日間食えば，その後多少食うこと

が欠けても死は震ぬ才熱ない｡､これは色盈の中毒状態に どの薬剤もその致死量を鼠が食えば死ぬのであるが，こ

ある鼠の血液を採って，そのプ戸ト戸ンピン・タイムを の毒饒惹食わせることが問題である。鼠は必ずしも毒餌
測定してみると解明する。 、全部を一度逵麹‘､尽すとは限らない。その一部分を食つ

ワルフアリンはど嫌ミンKと拮抗作用をなすものであ ＜も死腫た唾には，その部分だけで既に致死量厩達し准

るから’中毒鼠にビタミンKを捜与すると，この中毒を ければなぢなくなる。従って毒鯉全部には段>らかじ逓致

消失さぜることが出来る。 死鐙の数倍の薬剤を含ませることになる｡,しかしその量

ワルプアリンの致死作用は主として抗凝血作用とする 瀞多くなると鼠が識して食みなくなることも当然考え

が』まだ外に原因となる竹邦があるかも知卿ないが・こ られるから，この1個の毒餌に混入すべき薬剤の決定ば
れは将来の研究によらねばならない。 きわめて難問題である。殺鼠剤そのものの覇騨＄もちろ

その出血部位は大体定簑っていて，肺・腸生殖鐸が ん重要であるが,毒僻の材料．毒餌の大きさ，色,形等

最も著しく,皮下出血も少くないし,口腔･鼻腔の出血 の形態についても関係があり,餓二実地野外でどのよ5

も実験中よく観察された。 にして毒饒を施すかという,技術的の問題も重要である。

I

｛
Ｌ
一

1』

旬

~

豆
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瀧議婁蕊を;そ の駆除剤
、

藍野茄久
(29．4．10受理）

に最近になって,DDT,BHC, ク画一ルデン，D-D,

パラヂオン等有機合成殺虫剤が製造され，これ等農薬を

使用するにも紛剤，煙霧剤の利用という新しい使用形態

が現われて来た。その上撒布機械も進歩した動力撒布機
〆

が使用され，大預艤の場合はｦ鯖機やへuコプター漣よ

る撒布左行うようになった。 ･

ただ薬剤撒布漣は自ら限界があるので，害虫の性質学

被害"t罐に応じて実施すべきもので，防除経費が害曳

による被害額を上廻らない場合雁行ｵ鋤1,るのが常識であ

患。 1

′森林害虫の概況

我国の森林害虫に就ては，未調査の部分力稲当に残さ

れているが,森林害虫として記録されでいる'ものには多

くの種類がある。昆虫類は多く雑食性で種燕の植物を食

し,時に有用樹種を食害する場合もあるが,森株害虫と

は林木を常に加害する結果我狩の目的とする収礎物の減

収をもたらす昆虫類である。これら森林害虫の起源や発

生は別として，災害としての害虫の特質は減収又ば損害

の絶体量が時に莫大であるばかりでなく，年により場所：

によってその被害程度震著しい変動があり，林業生産に

大きな障害を与えているということである。而も害虫の

発生予察及び早謝発見の資料並び腰機織を持たな勝､ため

時に薬剤による適期防除の機会を逸することのあること

は遺憾置ある。次に林野庁の調査による昭和26年度森

林害虫の発生状況詮表示して参考に擬したい。

加害動物別，被害面穂ﾆ被害本数

I種の害虫による被害
（△面稜．本数1部不明のものを除く）

害虫 名 1被害面鎖")|蠣朱数蝿
ニーーョ ー -－ 一一－

亨尭巽違碧溢息｜‘柵 3柵△
等蒋蕊努憲｜ 縦 75，鵺
エゾマツカサアプラ妾与/ 8 0．05 1 30

蕊萎欝?｜‘瀞’淵
〆､イイロアミメュ、マキ I"272." 35,Om
マツツマアカノ、マキ 57.“ 17,3“
ハマキガ科の1種 50." 100,000
マツノコマ亥ラメイガ 159.80 : 704,000

；鬘'乳”澱 ，薯:｜縦
マ ツ カ し ′、 11,38jy.79 127,8)2,7274

一

飛行機によるBHC乳剤撒布

(認岡県八女郡に発生したマヅケムシ）

まえがき

森林を健全に育成して林産物の増収をはかるには，林

木のもっている生産性詮高めると同時に,糀木の生育環
境を或霧して，林木の生活に都合よくしてやることが大

切であるb

その生産性を高めるたあ艇は，諸種の改良とか品種の

選択があり，林木の生育環境を改善することには,造林
的改良や経営的敦良と共に害虫，病害,弗鐘あるいは気

象等腫よあ障害を除去する除害も堵えられる。

林業に於ける造林技術や経営技術は，長い間の試驍研

究や事業経験が基礎になって相当の成果を挙げ迄いるが

害虫および病害の除害は未耀陥移信面も狭く，かつその歴

史は新しい｡従って今後害虫防除力淋産物の増収に寄与

しなければならない役割は大きい｡森芯害虫の防除法に

は林業的防除鐺生物的防除法,機械的防除法,物理的

防除法並びに化学的防除法等種為あり，単独の防除法で

駆除出来る場合もあるが，綜合防除によって窪虫篭駆除

し，害虫の棲息数を髄に低下詮しめ鋲置く事が大切であ

る。ただ害虫の種類,発生の状況によっては重点的防除

を行っなけ鯉ぱならないこと健当然である。すなわち紘

業的防除法や生物的防除法は間接的防除法であって，造

林計画の一条件として常に考慮さるべき'ものである。

しかるに，化学的防除法即ち殺虫剤を使用して直披害

虫を駆除する方法は，終戦前の殺虫剤の概念を以てして

は森林には当然応用ずべ<もなく，僅かに苗畑Iこ於て施

用してはいたが沙 ､余り効果は翔待し得なかった。しか為

I

正？

二

▲
報
で

、

筆者・林業試験場昆虫科長・農博

－11－



藍野 ： 称業害虫とその駆除剤
一

被害面積(町）被害本数(わ 新しい殺虫剤の特徴

在来の殺虫剤は無機化合物が主であったのに対して，

新しい殺虫剤は何れも有機化合物である。尤も除虫菊，
デリス，ニコチン等は何れも有機化合物ではあるが，

天然の植物を利用するもので，何i轍側何なる場所ででも

入手出来るものではない。これに反してDDTf･BHC

は，適当な原料と設備があればどこでも製造ずることが

出来ると云う強味がある。而も有機合成化合物の数は極

めて多く，叉自由に購造を変えて製造出来るため，優良

殺虫剤の研究探索は大いに有望である。DDT,BHC等

は多塩素化合物中の代表的なもので'DDTの発見の過

程中に見られるような化学構造と殺虫作用との関係は，

今後の殺虫剤の研究動行に興味ある問題を提出したもの

と云えよう。

第2の特徴としては，在来の殺虫剤の分類に従うと新

らしい殺虫剤は何れも接触剤的効果を第1義としてい

る。而し適応分野が揖独剤に隈走されることなく,DET

BHCは消化中毒剤として，叉BHCは燃蒸作用も顕著

である。従来の鍔独創即ち除虫菊，デリ‘ｽ，ニコチンで

は虫体に接触剤が趣舞#静ｰた場合にのみその作用性が
認められる。然るにDDT,BHCのような有機合成の

接触剤では，葉茎上の附着残留薬剤が残効性壷示し，そ

の上を歩行したり嚥下した場合に顕著な殺虫効果を示

す。これらは新らしい接触剤の薬理的特異性であると同

時に，化学的安定性を説明するものであぁ。DDTの如

きは野外で数週間も無変化であるから，撒布後時日を経

過して害虫が嚥下しても毒性が顕われる。BHC,クロー

ルデン等も効果の持続調間に若干の差はあるが，残効性

を持っている。このような新薬剤間に見られる持続期間

の差の主なる理由は，薬剤の気化性の差に依るものであ

る。従って気化性の“､DDTは遅効性種あるが，気化

性の高いBHCば速勅性である代りに持続性渤蛎いと云

うことになる。上記の如く，新殺虫剤中，多塩素化合物

は概しをその作用が複雑であり，接触剤,毒剤,燃蒸剤
等の儲謹質を具備しているので，自から適用賓虫の緬囲
が拡大されるようになる。

有織降化合物侭化学的安定度海らすると，前紀多塩素

化鋤よりは不安定の面がある｡膳にTEPPの如く水
の存在で分解変質L具，野外では数時間で毒力を消失す

る。併し有機隣化合物中には浸透殺虫剤の分野が拡大し

つつあるので，その作用性は一層複雑となっている。

第3の特徴として．有機合成殺虫剤は幾つかの作用性

を持っていることは前述の如くであるが，それ等の作用

性をそれぞれ強調し,完全にその効果を発揮させるため

には,･単純な物理性だけで緯満足な結果力鵯られない。

そこ這夫等の作用性を重点的に効果あらしめるため，薬

害虫 名

｜
’

ク ス サ ン

キオピエ変シヤク
トピモンオオエダシヤク
キシタェダシャク
プナシヤチホコ
モ‘ンクロシヤチホコ

カシワマイマイ
スギ ド ク ガ
チヤ ド ク ガ
1\ ク ガ

参、ラアヵマイマイ
マ イ マ イ ガ
ノ、ジマクチバ

アメリカシロヒトリ

クロバネヒ ト リ
ゴマダラヒ ト リ
ヒラタキ'クィムシ
カタピロトゲトゲ
クル ミ 少、ムシ

スギハ ム シ
ク、ンノ寺〃、ムシ

カクムネアヲカミキリ
シ戸スジカミキリ

ミヤマカミキリ

ヒメスギカミキリ

カミ挙り公シ科の1種
ォオゾウムシ
マツキポシゾウムシ
マツノ牙オキクイムシ
サクセスキクイムシ

ミカドキクイムシ
キクイムシ科‘の1種
カシノナガキクイムシ
オオスジコガネ
ス ジ コ ガネ
ナガチヤコガネ

コカネムシ科の1種
カラマツヒラタ〃､バチ
カラマツ〃､ラアカジ､バチ

マツノキジ、バチ

マツノク官ホシノ､パチ
マツノミドリノ、パチ
ク リ タマパチ
スギタマパエ
スギノシントメタマバェ
トドマツノゴ亀パイシバエ
マツバノタマバエ

マツノシントメタマバエ

ア カ ダ 二

316.80
25.”

700.00
30.”

微
職
6.00
微
0．20
0.50

18.60
23a.80
75．00

微
O.m

50．00

．徴
580．00"
3”.“
599．76

和.50

150．00

8.”
3“､00．

403.“
1．59

50.00

141．42

綴
0.“
3．00

37.”
371.32
284.80

5.00
10.”
19．16

567.08
082．38

5”.α】

98．93

067．76

20.00
170.00
102.21
092､86

625．00

O.304

函
皿
唖
唖

〃
ク
タ
〃
且

２
５
０
０

７
２
５
３

６
２

！

△
△
△
△
ｊ
△
△

唖
２
鋤
恥
麺
郵
蜘
錘
邸
唖
卸
釦
血
知
少
如
弱
恥
知
皿
蠅
”
焔
皿
ゞ
姻
唖
麺
唖
姻
唖
、
燕
函
如
唖
諏
皿

４
３
９
１
２
９

２

Ｊ
Ｊ

少
〃
〃
Ｊ
夕
〃

夕
ア
〃

刀
矛
〃
Ｊ
〃
沙
″
〃
少
〃
身
〃
か

″

３
１
７

７

”
迦
廼
・
・
だ
５
恥
６
妬
鍵
癌
副
加
函
釦
麺
幻
錘
４
恋

I

一
一

124
0

シ

1

22，

426 31

~

砦49 8
1

△
一

０
５
０

５
７
１

８
１

〃
〃

幻
⑱

０
２

－

2種以上の害虫による皷害

種
種
ニ
ラ
ラ
シ
リ
シ
シ
リ
シ
シ
シ
ネ
ネ
ネ
ネ
チ
チ
｜

口
由
率
一
一
咋
圭
一
劃
垂
》パ

パ
、
１

ラ
タ

ズ
ヒ

オ
ラ

ー
ト
カ
ア
エ
ト
ク
キ
テ
ジ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ナ
ヒ
ス
ヒ
オ
ハ

｜
・
心
地
》
鋤
唖
唖
麺
皿

２

３
Ｑ

７
１

的
⑩
、
駒
、
釦
淘
釣
叩

一
加
墾
姻
泓
Ｌ
Ｑ
Ｑ
ｇ
．
ｑ

７

２
０

１

２ｋ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
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藍野 林業害,虫 とその駆除剤

の物理性状が改蕊されている。＝般に新設虫剤はその使

用形態が複雑であり，粉剤，水和剤,零蝿，煙霧剤のそ

オしぞれについて粉末度乳化度，水和性，その他副資材

の種蕊配合通の憧少の差が効果に雲しく影響して来る

ものである。その他補助剤の進歩も新殺虫剤を特徴づけ

る一要素である。

_ ’ 第4？特徴は特効性の問題である｡新しい合成殺虫剤
はその薬剤の持つ物理性によって，適用害虫の範囲が拡

新しい殺虫剤とその防除概況

我国の薬剤による害虫駆除の歴史芝回想すると，先ず

農業嵩虫の駆除に始まっている。即ち明治時代より大正

の中期まではアメリカの駆除方法を直輸入していたので

あるが．大正の末期から国内の試験研究磯関，大学並び

に民間研究機関の活躍によって太平洋戦争直前の農薬情

勢は，ほぼ先進国の水準にまで到達したかの感があっ

た。然るに一度日華事変より太平槌織蕊争に突入してから

大したことは頚爽であるが,総ての害虫詮新殺虫青r遥駆 の殺虫剤の研究利用には,極端な差を生じてしき》つた･

国一

ミ

一

■B

~

可

二

。

勺
『

たないところである。農華営に類似す
α

る苗畑に於ける害虫防除には，化学的防
害虫の駆除に当って '動力撤溺機＠.5馬力）によるB直C粉剤の
は薬の“性と害虫 撒布(岩村田営林署管内のカラマツ林に発生

並に天職の感度を試 したﾏﾂゾｸﾛﾎｼﾊﾁ〕 除法髭導入すべき分騨参心､が,松の穿
験し，天敵左抑圧しないような時斯なり方法で防除すべ 孑【虫類に対して現在行われている溌械的防除法ほ，より

きである｡特に林業に於ては,森林害虫に対する化学的 優秀な防除法力溌場ずる童では,害虫の凄息数を低下社
防除試験が遅れて居ると同時に,林野に於ける防除実績 しめる銭も適切な防除法である。食葉害虫,虫痩害虫叉

も此処数年来のことなので，防除事業を有効に導くため は土壊害虫の中，林業縫営上有害と認められる害虫に対‘

に侭,各種謂鍛虫剤の効果試験を進あて行かなければな しては，殺虫試験腱基づく防除事業塗実施して優秀な成

らない。 、綾を収めている。而し森林害虫防除に薬剤を導入した日

は浅く，間森林と云う稔殊な立地条件に加うるに，林木
グ

ー－13－－－

，



ノ

藍野 ： 林業害虫とその駆除'剤

とそれ等を加害する害虫の生態を併せ考える時,森隊害

虫の薬剤防除に関しては今後の攻究に俟つ分野が少くな

い。次に新しい殺虫剤を概説して防除の参考に喪した

い。

DDT

1. DDTIk1874年ドイツのツアイドラー氏によって

合成された化合物であるが，その時はこの化合物力溝く

べき殺虫力を持っていることに気がつかなかった。そし

て殺虫剤として抵腱現はれたのは，スイスのパウル・ミ

ユーラー鰹ｾ等が識物害虫の駆除剤に関して，1920年

頃から営‘々として20年近く刷究した緒果である。1938

年ミユーラー隆士は，この化合物が毛織物の謹虫である

イカヤイエパエに対して優れた殺虫力のある事を証明し

た。時恰も第2次世界大戦のため殺虫剤の輸入の困難と

なったスイス政府は，翌年欧米のジャガイモの大虫であ

る登頂ラドジヤカイモハムシにこの獅役虫剤を利用して
大成功を収め,幾作害虫に対しても利用出来ること溝明
かにした。然しDDT勃礫作害虫の殺虫剤として，今日

のように広範囲に使用されるようになった大きな動機は

アメリカである。即ちアメリカ合衆国では，19墾年より

大規模な農作害虫に対する殺虫試験を行い，翌年その試

験結果謹蕊告している。それによると，170種の害虫に

応用した結果， 30種の害虫に対する殺虫効果は従来

使用されていた殺虫剤に勝り， 19種に対しては同程度

の効果ガ鴇められ，効果の無かったのは14種であった。

こうした議験結果を確認するために動員された各専門家

の数と組織とは，よく1年間でこのよ．うな大規模の試験

を毒栓しあることが出来たの歪ある。

我国では戦争中そのことを知り，且つスイスの化学雑

誌臆掲載されたミユーラー博士等の研究発表左入手する

に当って，合成の段階に堂で進んだのであるが，遂に終

戦となってしまった。農作害虫に対する試験は昭和21

年度より開始され，22,23年には連絡研究が行われ,現

在でほ主要農作害虫に対する使用方法が明かW二された。

漁業方面の害虫，特に林木の害虫に対する薬剤駆除は，

過去に於てぽ薬剤の使用形態から殆んど実行されなかっ

たことは前述した通りであるが，新らしい有磯合成薬剤

礎は粉剤叉は煙霧剤が登場して来た事と，慨秀な動力撒

布機が製作されるよ･5になったことから，昭和25年よ

り試験研究が行つれ，そ奴に続いて防除事業が実施され

るよ5になった｡而し薬剤防除に関しては,今後の試験

彌陸に侯つくきものが少くない。

2．銭虫剤としてのDDTの特徴の中には，戦前まで

使用されて来た殺虫剤には見られない“がある。その

中，特握I郷-ている点は殺虫力が強いことであり，その

殺虫力は主として接触剤としての効果によるものではあ

るが，叉消化中養剥としても有効電あ為。而も薬効の持

続効果があること，適用害虫の範囲が広いこと及び植物

に対する薬篝の少､､等の諸特徴侭書諜の殺虫剤に見られ

画ところであり，之簿の特徴は遼近の有機合成鍛虫剤に

大体共這している｡

効果の鳶で，イエバエは1平方糎に1兆分の1グラム

のDDT溝蕊布されていれば死ぬこ聖が鵬かにされてお

り，従来の殺虫剤に比較して数階強力である。例えば，

蝋虫を駆除す為のに，砒酸鯖は反当450~900ゲラ

､ムを摩とするが!, DDTI*90～180グラムで事足り

る。叉二鐸害虫の幼虫駆陰に際して,澗素剤は反当数10

キログラムを要するが,DDTでは100～1000グラムだ
『

.充分である。
、

叉競果の持続に関して，除虫菊デリス等の従来の有

機殺虫訓ま有効成分が不安定で,撒布溌叉ぱ粉が薩接虫
夕

体にかからなければ効果が無かった。而しDDTは安定
一

で効果が狩鯖j－箔から,直接虫体にかから稚くともDDr

の撒布してある植物体上に後で接触しても受毒して死ん

でし霞5．残効期間は撒布方法，気象条件叉は施用地の

管理様式によつ:亡相違ずるが，ガラス室内でば数ケ月も

効果が捧読することがある。而し一般に，野外も植物に

撒布した場合の残効期間は1週間前後と云われている。

叉アメリカでは芝鑿の土奉虫に対して,､弄一カー当り
'Oボン'馬のDDTを撒布ずろと，4年後も椛当の残効

のあることが確められている。

DDTは鋤に対する薬害の少い殺虫剤である。薬害

瞳薬剤の識布形態によって異り，粉剤が最も少<，次に

水和剤，乳剤は最も薬害を生じ易い。この矛脚の薬害は

DDTそれ自体よりも乳化剤によることが多い。

3．人畜に対する毒性の強弱は大きな問題でぅ擾秀な

殺虫効果を持つ薬剤でも，人畜に猛毒であっては都合が

認､｡特にDDTのようjこ察走で顔効性の勝れている薬

剤が，人畜yと猛毒であるとすると施薬後の危険が問題に

なつで来る。而し，幸にしてDDTは昆虫に暇って有毒

であるが,温血動物に対しては余り識幽或強くない。人

体に対する致死麓はキログラム当り'50ミリグラムであ．
るから， 60キログラムの人鷺では純DDTを9グラム
（5％分剤で180グラム）摂らねば死ぬことはない。人

畜がDDTを少量鱒展した場合,一部は体内の脂I添且識

に蓄積きれる以外一部は尿叉は乳に排出され,叉時に

は肝蔵等に病変を起すことがある。家畜のDDTに対す

る掻抗は種鎮によって異り，乳牛はやや弱く，山羊と羊

ば強く，家鶏は特に弱いので注意すべきである。

4. DD'rの殺虫作用は前述したように，接触並びに

濃化中毒剤としての作用である銀接触剤としての作用

が持に著しい。昆虫の体認ま水をはじくキチン角皮で蔽
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ってBHCの秀ンマー異性体の偉大なる殺虫力が発見さ

れるに至ったものである。 ノ

我国に於ては昭和22年に一部試験が行われたが，本

橘的な試験はDDTより1年遅れて23年まり組識的に

行われた。その結果今日では農業害虫,森林害虫,衛生
害虫，家畜害虫等に属する主要害虫の相当多数力轤用害

虫として指摘され，B1通の使用法が臓瀝明かとなって

来た3

2． 殺虫剤としてのBHCの特徴としては,常温哨
色の粉末壱既に5種顕の異性体が分離されている。普通

BHCと云われているのは之等異性鮪の混合物で，殺虫

効果の高いガンマ戸異性体を分離したものをリンデイン

と云う。今グラナリアコクゾウに対ずるBHCの各異性

体麩用いて比較試験詮した綣果を示す．と次の如くであ

る。

鍵鮴の露霞 5瀕澪聯雛瀦量
アルファ異性体 900 ‐

ベータ声 〃 殺虫力は殆んど無い

ガンマー 〃 ］

デルター 〃 5,5”

DDT(参考) 15
この結果で判明するように, BHCの殺虫力はカンマ

ー異性体にあると云ってよい。BHCは白色の滞沫で，

カラシのようなI織臭があるが，これはカンマー異性体

の臭気ではなく,他面蕊生体の臭気である。
BHCの殺虫作用には, DDT同擬接触剤として叉消

化中毒剤としだの作用以外に,DDTに無い嬢蒸剤的作
用がある｡筒接触剤としての作用は前表で箔判るように
多数の害虫に対してDDTに数倍する。叉ガンマー異性

陶鐵化して煉蒸作用を示すことは,BHCがDDTk

り持続効果に於て劣る性質を表はすものである。併し

'班cのような多方面の作用睡蓮拝つ殺虫剤は既往に於
ては見られなかった。

植物に対する薬害は一般にDDTよりも強い綾向を示

す。特に水和剤はカラマツ苗に薬害を起し易いので注意

を要する。而し薬害発生の主因は，ガンマー異性体より

もデルター異性体やその他め不純物にあるので,純製し
、

たリヅデーン鞄使用すれば薬害は軽徴となる。

3．人畜に対する穂性は大体工mTと同程達で，心配

するに当らない。シロネズミに対するガンマー異性体の

致死鷲は体重1キログラムに鋪Lて‘190ミリグラム，他

の鋤生体は1グラム以上なの看，多量に擬砿し旗い限り

生命に関する危険は先ず無いと云ってよいお温血動物の

体内に撰取されたBHCは脂肪組織,腎臓その他の臓
器に蓄鎖されるが,一部は尿,乳卵迩中等iこ排出され
る。

おれ，その調菌は類脂痩の，ボイドを含んでいる。この

リポイドにDD,IIの中のドリクロ芦メターン原子団が溶

､けると同時に, DDTの毒成分であるクロ宮ベンゾール

原子団力混虫の表皮間に侵入して神経蒜に作用するの

である。こうしたリボイドに可溶で体表から侵入する接

触剤は， 20世紀になって始めて登場した殺虫剤の俸効
であ愚。DDT侵入の主要たる通路はj感覚器官の分布

する脚の先端にある振盤及び鮒節であり,侵入したDDT

は神経を犯して昆虫を麻癖鞍しめ，遂に餓死さぜるもの

と考えられる。従って麻簿状態に入Yつた害虫は，生きて

いても最早害虫たる資綴吻無くなっている場合が多い。

5. DDTの製品には雰郷,液剤,鯉露剤,水綱汲
び粉剤螺があり，使用形態は毒虫の種類並びに生態に応

じて決定すべきである。一戯に森林に於て"動力撒布磯

を使用する場合は粉剤を利用することが多いが,飛行機

叉はヘリコプターを使用する場合は,濃厚撒泰を目的と

する液剤は乳剤の撒布も有利である。 、

適用害虫については，鐸害虫は拒当広範囲に毒さ

れているが，森林窪虫は未だ残さ邪ている問題が少くな

い｡今までに試験済みの適踊害虫を見ると，一般に鍵翅

目（マツケムシ，プランコケムシ，，､マキムシ等）の多

くの種類，半迩目の一部（ウンか，キジラミ)，双翅目

（ガガンポ，ハエ)，膜遡目（ハチ)，鞘迩目の一部（コ

ガネムシ，コフキゾウムシ）等に幟よく効くが,直翅目

（ケラ，バッタ）には効果がやや劣り，半翅目に属する

定着性害虫（カイガラムシ，アブラムシの大訓や大形
のカメムシ類には殆んど効果力認められない。

- 6. DDTの悪影響について見ると, DDTには害虫

の種類によって殺虫効果に選択性があるので，時に目的

害虫が駆除された後抵抗性のあるアブラムシやアガ交二

が大発生することがあるから性癖を雲する。叉DDTは
虫媒昆虫にも或径度悪影響を与えるので，開7麹を外し

て撒布すべきである。魚類はDDTに比較的弱く，金魚

は水中に1二F万分の1のDDTがあると死ぬし，叉アメ

リカで蚊の駆除対策で沼沢に1エーカー当り0．5宗ンド

（反当約60グラム）のDDT詮撒布したところ，魚が

かなり死んだど云う報告があるので養魚地等に対しては

注意を要する。

BHC

1. BHCの生立はDDTよりも吉く，既に1825年

碓ファラデーによって合成された。併しその殺虫効力に

関しては，そ,の後長年窪<看過室れて来た。然るに第2

次世界大戦でデリスの欧洲への輸久が阻止され，止むな

くそれに代る合成殺虫剤の麺豊にせまられた繕果と，英

国に於ける1936癖腱の識千に及ぶ有機化奮物の殺虫性

に関する研究が実を結んで， 1942年ズレード1霊こによ

一

巳

一

-－－15．－－－



藍野 ： 林業害虫とその駆除剤

｡ 4. BI麺の殺虫機構を見ると,BHCに於ける接触，

中毒，駕蒸のきつの作用性の中，最も有効な作用は接触

剤としてで鴎って，昆虫がBHCに触れると神経毒とし

て働き，興奮状態を示して遂に死滅する。而も殺虫効果

はDDTより遥かに速効的である｡殺虫に至るまでの詳

、細な作用磯織に鱒､てはイノシトール等の仮説はあるが

不明な点が少くない。 夢

消化中毒剤としての作用もむしろDDTに勝って居り

バッタに擬食さした試験結果では， ガンマーBHCは

DDTの約100倍，亜砒酸ソ一変の1000倍以上の殺虫

力を示している。他の害虫に対しても2倍から10倍以

上効く例は少くない。

5. BHCの使用形態は乳剤，液剤，煙霧剤，水和剤

及び粉剤で，何れ遼使用するかはDDTの場合と同様で

ある。

BHCの有効な適用害虫も極めて多く, DDTで効か

なかった害虫がBHCで殺虫効果を挙げ得ることや，そ
の逆の場合のあることは興味深いことである。一般に半

迩目（カイガラムシ類麹除いて，カメムシ，ウンカ，ア

ブラムシ，キジラミ等)，直通目の害虫（バッグ，イナ

ヂ，コオ戸ギ，ケラ）に対してはDDTより遥かに有効

であり:，鱗翅目の幼虫（ゴツケムシ，プランコケムシ，

ハマキムシ，シンクイムシ，ヨ1､ウムシ顎，鞘翅目の

害虫（毒ガネムシの成虫及び幼虫，スギハムシ，カタピ

画トケトケ，オオキンカメムシ等）双迩目（マツバノタ

マバエ，スギタマ貝苓ヱ）及び“目（ハバチ類）の害虫
に対しては同程産かより勝れた殺虫効果がある。特にカ

メム亥類に対して強い殺虫力のあることは．他の殺虫剤

で認除出来ないだけに,醤だ好都合である。

クロールデン

ク画一ルデンはDDT, BHC同擬塩素を含む有磯化

合物で， 1954年アメリカのジユリアス・ハイマン轄士

によって発見され,麓虫剤とuて署しい効果は同年カー

ンス氏によって証明された。捌鰍uなものは粘稠な琉珀色

一の液体で，各種の有機溶剤によく溶ける。

殺虫作用はBHCと同じく，接触中識消化中毒及び

燃蒸的なる作用を擬つが，燃蒸劫果はDDTとBHC"
中間に位し，残留効果の持続もその気化性の順位から見

てDDTに劣るようである｡受灘した昆虫唖螂適陰
DDTやBHCと同穣である。

本剤はアメリカで発見されたため，アメリカでは防疫

及び農業用に広く使われている。使用形態は液剤,乳剤

水和剤及び粉剤で，特に石油剤は防疫用並びに家庭用に

多く使用され，、目jaDDTで余り効果ないアブラムシ，

ハバチに効くのでアメリカでは広く使用されている。我
岬

国では昭和25年に大顎勺に農業害虫の効果試験が行わ

れた結果，イネツトムシ及びイネドロオイムシ以外は余

り芳ばしくなかった。

D-D

D-Dはアメリカのシェル会社の製品で，特異な臭気を

持つ黒褐色の土壌害虫駆除剤である。本剤はハワイのパ

イナップルを加害する線虫を駆除､す-る目的で1940年来

研究されて出来た駆除剤で,･我国では昭和25年より輸

入販売されている。土壌害虫の種類によって1尺間隙に

千鳥に1.8F-B.6CCを土壌に注入し，その孔を土走埋め，

表土に軽く潅水とてガスを逃げないようにする。苗畑等

では植栽並びに播種2週間前に注入して，薬害の網､よ

うにしなければならない。筒植栽地に濯注Fj-る場合は，

一定距離を置いて注入しないと薬害を生ずる。

パラヂオン

本剤はシユレ言ダ戸鯉上によって合成された燐化合物

で,褐色味を帯びた特臭を持つ液体であるも水には溶解

せず,同様燐?化合物として殺虫勤果の高いTEPPの
よう罰Iこたやすく加水分解することばない。

バラチオンは害虫に対して接触中毒剤，消ｲ跡毒剤及

び蕪蒸剤として作用する神経毒で，その殺虫機織は

TEPPと同様害虫の体内のコリンエステラーゼと云う

酵素の働きを阻止して死に至らしめるものである。筒上

記の3作用の外に，パラチ分ンは植物体に彦透転位して

害虫を殺す作用のあることは注目に価する。即ち溌透殺

虫剤としての働き力湘当強いのである。而しTEPP同

様人畜に対して鐘義であるから，その取扱ﾙ､及び撒布に
当っては充分の注意が必要である。最近ホリドールのよ

うな毒性を弱める工夫を施した製品も出来ては来たが使

用腫際して注意事項を厳守されたい。辻のパラチオンの

殺虫剤とし天の2大特徴は，適用害虫の範囲が極めて広

いこと座，前述した植物体への謬透性とである。第1の

適用害虫の範囲が広､､と云うことは僻Iな殺虫剤ではあ

るが，人畜に対しても猛毒であるから.DDT, BHC或

ほクロールデンで充分目的窪達成出来る害虫に対しては

敢えでパラチオンを使用するに当らない。只他の薬剤で

効きにくいシンクイムシや虫痩形成害虫に対しては，有

効適切な場合がある。我国稲作の大濟虫であるニイu瞬虫

は本剤の鯵透性によって駆除出来るようになり，クリの

害虫であるクリタマバチも虫痩の形成を阻止することは

出来ないが，虫痩内の幼虫を相当駆除出来る試験給果が

得られている。

使用形態侭簿INI,粉剤，水和剤及び煙霧剤の4種で，

ホリドールはバイエル研究所に於てシユレーダー博士が

その毒性を弱めた製品である。パラチオンは昭和26年

より応用試験力錦緒についたばかりで，その成果は今後

鰯待さ瓢るものが多'‘､と思う。 （21頁につづく）
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8

このように伝染病の発生にはその主因である病原菌の

存在を必要とする外にその病原菌の活動を誘導するよう

な蕊件が具わらなければならない。天候のような瑳境因

子の外蒋傷から侵入，する菌では植物体表面に傷がある事

がその病害を誘導した事になり，表皮細胞を貧通侵入す

る菌では表皮細胞膜が薄く軟かい事渤溌病を繕易にする

灘になる。たとえばスギ赤梅甫菌の一種であるDeStalo-

tiaではスギ鴬が窒素過多で徒長傾向Iこあるときや栄養
不良で衰弱していると侵入発病し易くなる。すなわち

Pestalot滋に対しで微苗木が頑健である灘が発病溌抑え

る一つの条件となるわけである。ところが同じ赤枯病で

もCemoSPOraによって引きおこされる場合はこの菌が

気孔侵入を行う菌であるたあ苗木が窒素過剰で軟弱であ

るとか，管理が行き届いて立派な苗木であるとか1，，5事

とは無関係に侵入義する。 CercOsporaは気孑隈入を

するが栄養方法は殺生的であるから侵入縫菌の蕊延す

「
’

林野病害の防除

！ 永井行夫
29．3．31受理

一一一

I発病の原因《
し

植物の病戴は普通非寄生病と寄生病に二大別せられ

,る。前者は非伝染性で後者は伝雑色ある。非伝梁性の

病気は土駿の乾燥，過湿，日光の不足，栄菱分の不足，

煤煙,鍍毒あるいは農薬の誤用などにみって引きおこさ

オb多くの溺合は栽培技術の改善によ､って防止出来るが伝

染性疾病ばすべて病原菌の侵入によっておきるのである、

から，病原菌の性質左よく知ってこれに対抗する手段を

識じなければならない。ただ，一つの病気の発現に侭病

原菌だけが関与する場合はまれであってほとんどの場合
二つ以上の要因が共同涯叉は個兵別々に，直按，間接に

作用することによって発現する。病気の原因はこれら要

因の総和℃ある事を忘れてはならない。

たとえばある緬菌の胞子が飛来して雁鋤体に附蒲し
てもそこに適当な水分がなければ，発芽する事が出来な

い｡もちろん寄主内に侵入する事は不可熊なわけであ
る。叉たとえ水分があっても温度ガ鏑当でなければ発芽

して鍔主体に侵入する事は出来ない。同一の林地である

年には摘擦激甚であつだにかか計つらず他の年には大した
被害を蒙らな鮫つたという例侭沢山おるが,このような

場合，伝梁源となる胞子密度の問題の外に以上のような

その年の気温，雨量など環境因子が発病に関与している

事を無椀する事は出来ない。東北，北海道Qよりに長い

間積雪腰覆われる地方の苗畑では針葉樹の苗木が雪腐病

のために被害を受ける事が度持ある。このうちSclero-

tiniaによって起る雪腐病は針葉及び小枝が熱湯につけ

て引き上げたように鯛こして腐り融雪後には乾燥して灰

白色となり，胡麻粒位の白色乃至茶褐色の菌核が沢山嵜

主体上に形成される。この病害は病原菌であ惠Sclero-

1カユiaが存在する外に獄雪に覆われ堵湾勃§発病の重要な

要件篭あるといわれている。

る速さはスギ苗が発育旺盛で丈夫であるという事によっ

て影響を受ける事も考えられるが，気孑脹入をし，寄生

栄養滋行う鋳菌では毒主の栄養が良く』同化作用が盛紗
で丈夫である程菌の蔓延に好都合である。寄主を丈夫に‐

育てるという事は鋳菌防除の立場がらは何等の意味もな

い。一般に丈夫輝苗木は病害に抵抗する力が大であると

いう考え方は常識である殉輔原菌の種類によっては必ず
'しも真ではない。

この外,発病に関与する病原菌以外の要因として重要

なものは植物体自体に最初から存在する素質の差異力遥

る。個体により，叉品種の違いにより罹病の程度が異な

る事は吾々のしばしば目にする所である。

以上述べたように伝染病は，（1）その植物力蛎気艇罷

り易い素質蓮有し，②環境その他の事情2輪気に最も

適する誘因となった時に，（3）病原菌の攻繋に遇Pって発

病する。
I-防除方法

1．治療

一般に防除というのば治漆と予防の二つの意味に使わ

れている。植物の病気を薬剤で治療する事織,植物力蛎

喋系統を欠くため薬剤力鍾かに全体に分布しにくいなど

の事もあって，技術的にも成功したものはほとんどなく

叉経済的にも，人や家畜の場合と異なって困難が多く，

今まで実用の域に達したものは一つもないといっても過

言ではない。植繊病害防除のために使ｵつれている薬剤は

ウドンコ病,煤病のように菌体力露出して植物体表面を

蔽って､､る喋謡iの場合の外はすべて予防手段として使わ

れるのであって治療効果は全くない。

2． 外科手術

薬剤によらないで病患部を外準浮術に誤って切除する
方法は，一応技術的には好耀深を得た例が少なくないが
経潰的に幟引き合わない場合が多い。神kl:などの名木，

匂

‐

二
』

＆

鐵者・林業試縦場樹病科長
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永井 ： 林野病害の防除

庭園の貴重木などその適用範囲は自ら限定される力捌外 孔の数の少ない品種，気孔の構造が嬬垂ある品種，気

としてタI季序術が有効で経済的にも成り立yつものがあ 孔の鮪孔時間の短I'､品種などが抵抗性が大きくなる可能

る。それはValsapaulowniaeによっておきる桐の胴．′性がある。叉侵ｽ時期力獲っていたり菱延の時期が限ら

祐病である。桐には関東以西ではバイラスによつ種起る

天狗巣病，以北看ば胴枯病の封振害があり，被害激甚‘

をきわめており，この二つの病害のため樹令10年から

15年位で衰弱’枯死するもの続出している。両方共に
適切な予防手段力覗在のところ気出奮れていないが,胴

枯病に対しては上述の外科手術が有効である。

Valsapaulown$iaeは桐樹表面の傷から侵入するから

凍毒虫害などが侵入門戸たなる事は当然であるが，実

際に一番多い感梁部は芽かき跡である。需劇に行った芽

かき跡は侵入門戸とはならないようである溌5，6寸

以上に延びた芽をかくとどうしても基部が幹に附蔚した

まま残り，この部分力溌ずV.PaInowniaeにおかされ

病斑は漸次幹に移行する。病斑の靭斯は暗紫色を呈し桐

の新薬力瀝開する頃には明瞭に認める事が出来る。外科

手術をこの頃に行えば最も好成績をおさめる事が出来る

瀧，2，3年を経過した病斑にも叉場合によっては5，

6年の病斑でも手術可能定ある。いずれの場合も弓訓『の

時期は樹力犯大成長を始め愚5月頃に行5．夏以後の手
術は癒合組織の発達が不充分で成績不良這ある｡方法は

創り出しナイフで病斑部外側2～3℃mのところを病斑

に沿って木質部まで切りすじを入れ，靱皮部塗部を剥ぎ

とって木鍾部を露出さ廷る。その後y､丸太のエンドコー

トに使う薬剤，たとえば北島18号を塗布しておく。初

期の病斑ならその年の内に，数年を経過した病斑でも小
さいものなら2年位で傷は完全に童き込まれて治繕す

る。但しこの方法は枝上は作業の困難である事や，主幹
／

と違って樹全部が枯死するような事のない事などから擢
下の主幹の病斑にだけ行うの力麺当であ為。

なお桑や果樹類の胴枯性の病気に朧落葉期に薬剤の撒“Z｡鈎雪､'米倒額”』剛剛堅の炳気腫憾溶桑期に楽剤の撒

れている菌に対し意は，渚種期幼苗期”花期などがず

れている品種とか，その期間の短かい品種は抵抗性が大

ぎいという事が出来る｡更に侵入後の菌の遮延度は,同
化作用，呼吸作用など生理機龍の経過の差によつで異な

り抵抗性に鰐響するし,細胞質の差違も生理的抵抗の重
婆課題として論議され種いる問題である。

聾

抵抗性品種の育成は理想的な病害防除手段であり，農

業圃妾方面ではこの筒に対し多大の努力が払われている

事は衆知の通りであるが，我国の林業関係では今の所ほ

とんどみるべき成果はない。おずかに4識#樹種中に抵抗

性の大きい品種と称するものが撰定されているようであ

るがこれとても厳密な実験的裏付があるわけではない。

米国は長年EndOthiapar奉弛icaによるクリの桐枯病に

困っているが最近この獄抗性品種の育成に成功したとの

報告がある。

抵抗性品種の育成選択に当って注意を要する事はユ種

の病原菌にも嫡原性の異獲る沢山な蛾種がある事であ
る｡しかも生態種は一定不変のものではなぐ請原性力竣
化しその数も増加して行くものと考えられてい鳥から今

日の抵抗性品種がいつまでもその価値を狩続す為事は困

難な場合もあるわけである｡すなわち寄主植物に緬暴種
が出来ると同様病原菌にも新品種が生ｵ1得る事を忘れて

はならない。少くとも抵抗性品穂を2決定しようとする場

合は,病原菌の方にも多数の生態種がある事に留意し』

現在郷られて､､iるどの鐘蔚重に対しても擬制生の鋤､事
を証明する必要がある。

＝＝

W衛 生

合理的な養苗，植林を行い，風雪や人為的愈鰯害から

《
ｈ
一

評

⑯

《
ゴ

，守り，器具機機わら，よしず》家欝あるいは作業者

布'塗布を行う事によって予防効果を上げてい遥ものも により無自覚に行われる病原菌の伝播遊防ぐなど伝難病
あるから桐の桐枯病も感染の時期が聯かになれば薬剤 防除に衡錨§処置がきわめて重要厳問題である事はあら
による予防も不可能ではないかもしれない。 〃 ためてい5までもな､舗事であるが，中でも伝染原の除去

M抵抗性品種 は最も重要な事柄で細心の注意をもって行ｵっなけれぱな
病原菌の寄主範囲は走っているから寄主でない植物が らない。

抵抗性があるとか，大であると汐刮いうのは当らない。あ 擢病した1本の欝の治療に努力するよりは,抜き取り
る種類の植物の品種間で罹病上の差のある場合に抵抗性 又は伐倒しで銃却し被害が他に及ぱ厳いようにする方が
ガ域であるとか小であるという。植物ガ涜原菌に識@ず 経済上得策である。叉病菌に侵された枝,葉を早鰯に発

るのは形態的特徴と生理的職によるが,どのような特 見除去する事によって全体に蔓延する事を防斡は最も
徴が抵抗に役立つかは攻撃する病原菌の種類によって異 蟹明な策という事が出来る。前述の桐の胴檎病でも，樹
なっている。表皮を食通侵入する菌I這対しては角皮が厚 冠部の枝が侵されて枯死したま蓑放瞳されている有犠は
く，硬い聯とか，蝋質が多いとかあるいは細毛が密生し どこの桐畠涯も普通にみられる事｡笹あるが，このよ§な
ていもなどの特徴が他の品種よりも極端である恋が抵抗 非術生的な管理でほ被害激甚を詞つめるのは当然の辮霊
を増すのに役立つし，気孔侵入をする菌に対しては，気 ある。被鐵炎上に形成される胞子は雨水に坐って枝にそ
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永井 ： 赫野病害の防除

’

ただ残念な事に林業で催どんな薬剤詮どのよぅに使用
したら予防出来潟か不明な病害力排総彪熱､。予防方法

のみならず病原菌が不明であったり，病原菌側ってい
てもその生活史や病原性が明らかでないものが山積して

いぁ状態である。その上技術的には予防効果を上げる方

法が判明していても経餓な制約のため実行艇来ないで
放溌される場合もかなり多い。もともと林木には同種の
器官が多数ある上容易に再生補充されるからたとえばあ
る年に全部の葉が罹病落葉しても樹全体が枯死するわけ

で職なく翌春には再び新葉が展開してくる事は度燕あ
る。収穫までに長年月を要する林木ではその間の1年や

2年の病害除紘死しない限り無視されがちである。この
ような場合被害年度の生長愛がいちぢるしく低下してい

る事は想像出来るがこれに関する調査数字幟今のところ
一つもなく，磯作物の場合のように被害率とか損害額堂
ぼっきり表づす事が出来るのは全樹枯死した場合だげで

ある事が森林病醤防除に対する一般の理解を深ある事の
遥来なL､一愛つの原因であると考えられる。もし病害によ
る生長量の減少が明確にされればこれに見合う防除手段
必ずしも実行不可能ではないであろう｡

森林に比べで苗畑に諸いてはきわめで集約的作業が行
われ，2，3年で一応山出し笛として収漣の評価がな菖
れるので,病雷に対する認識も深く薬剤による予防措羅
も』按細勺にも実行面においてもかなりの進歩を遂げつ
つある。

（イ）種子消毒

林木種子の消毒は主として立枯病予防のために行4われ
る。種子にはFusarium, Pestalotia, PenicilliUm,
C1adOsporium,Botrytis,Cytospora,Septoria, Cer-
cospora,Ascochytaなどの胞子弧附着したり，ガ誠し
ている事が証明されて奉りこの内Fusaripm及び
CladoSporiumは瀞直後地中で腐敗したり，潅苗の倒

伏,首腐れ,根腐ｵI,などの原因となるので擢篭誠に種子
消毒を行う必要がある。種子消毒法としては粉剤を識蕊
する方法と薬液の中に浸漬する方法がある。麹未消毒剤
は有機水銀剤のセレサンがある。これを針燕蹴藤子電は
種子重鼠の2，3％位加えてよく混ぜ合ｵつ姪てから貯蔵
叉は播種rｻｰる。種子はよく乾いたものを用いもし贋識す
る場合には高温庭ならないようにしないと薬害のおそれ
がある｡浸渡消韓にほ有震水銀剤のｳｽプﾙﾝが有効で
:ある。処方に従った麓童（700～800倍）の水溶液を作り
木綿袋にスれた種手を344時間漫演して引き上げその
まま播顧作業にさしつかえない瀧｡“即龍してまき付け
る。浸涜液は余り低温だと効果がないから10～15｡C位
にす務。又畏<,おくと効騨;おちるから水溶液にしたら

一両日中に使ってし震うようにするが，同じ液を反調吏

って下に流されるので分枝部はたちまち侵さｵ1，て全樹古

死する原因となる6冒鱗に対していかに周到な外科手術

な行っても，祇鍔陵の除去が励行されるのでなければ何

の効果もな1‘#であろう。

病原菌の越冬方法は菌の種類によって説まちで,た
とえばマツの葉ふるい嶽篭LophOdrmiumpinaStriは

落葉上で子懲泡子が越冬するといｵつれており，菌杉銅篇

Iは薗核難造って越冬し，，マツの瘤病菌Cronartiunl
quezCunlはナラめ葉上に形成される冬胞子で越冬し，
スギ赤獅籟Cercospoxacryptomeriaeは諜主の組織

内で菌糸塊の状態で越冬する。これらはいずれも寒の第
一次伝染原となるものであるから，これらの除去こそ病

害を防ぐ蕊一手段である。

苗畑に赤槽病に罹つたスギ苗をそのまま残したり』一

隅腫仮埴したまま放侭したりして冬筵越す事は厳に戒し

む欠き事で罹病苗は出来るだげ目早く除去,焼却しなけれ
ばならない｡叉鴻茜苗潅けでなく雪陵病を溝こすBoEy-

tiscineIもa,FSClerotiniaのような多犯性の菌では雑

草に寄生していてこれが伝調京となる場合があるからこ

のような病原菌では漆草も瀧重に行う必墓勅§ある。 ．

又中間華審有する蝿の場合は中間寄生を除去し生
活史を中断する事が有効である。マツの瘤病の場合は,一
ナラ，クヌギを附近に植栽しないようにするとか,落葉

を集めて焼却し冬胞子の絶滅を計ったり，葉鋸病の場合

は中間寄圭である野生の庁ク科植物を除去したりする事
によつで衛生条件を良好に擬つくきである。

V薬剤による予防も

俵調鼠となる病原菌の胞子は驚くべき多産である。た

とえばヌギ上に形成されるPucciniagrammisの一つ

のaecidium(鋸子腔）には8,0U0へ江5,000の鰯胞子を

蔵し，約2nl大の乱株のメギ上にほ剛億の胞子力轆
‘成されるという。伝諏囲も想儀外に這銅鞭に及び，た

とえばリンゴの赤星;龍は3哩離れた果樹園の葉の2割

に病斑を作り,Cronartiumribicolaは150L､"200哩漣
方の松に錨丙した記羅がある｡叉米国に於ては麦蝿鑪
の胞子は11,000~16,000沢の上空においでも多数存在

する事が調査の緒果明らかとなり，寒気厳しく夏胞子の

越冬の考えら淑巌い北部で多額の費用をかけて中間寄生

を繩したにもかかわらず毎年病害の笑窪するの捻南部
の温暖地帯で形成された夏胞子力塙層気流に乗って襲来
するためである事が篇醐されている。

以上のよら」に形成される胞子の糞犬な鐙と伝擶範囲の

威大な事のため，いかに衛生状態が良好に維持されても

植物を完全1と病原菌から隔離する事ば不可能である。従
って伝染病害防除には樋生に留意す患と共に薬剤による

予防措置を怠ってはならない。

一
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永井 ： 林野病 の防‘除害

、

立詰病の発生した苗床（左）カラマツ（右）ヒノキ

用する事はさしつかえない。

（戸）土壌消毒

立枯病戯病勢の進行速旋早くわず撒鐘日で犬:き繩害

詮i武ずので苗畑壱は重要病害の一つであるb発鋳率の高
い種子を観､ても発茅労穏わし<なかったり，発芽直後
の稚苗力軸際部で縊れ亡倒伏枯死し苗畑内に点鈴と圃状
の禿が出来るのは大体立枯病菌の侵害によるものといっ

て間趣､ない。立枝病菌は1種ではなく，前述のFusa･
rium,CladoSporiumの外にRhizoctonia,Pythiumも
関与し』又-Fusariumでは沢山の種力塩田されて鮨り
菌によって生理的性質も異なるので謡茜ばその年の気象
や畑の状態，管理などによってはなはだしく左右される
上いうgれの菌もきわめて多犯性で寄主範囲が広いため絶
対的な防除方注は今のところない。特腫F1'=Ti"mによ
って起きる立枯病の防除ははなはだ腫介である。

いずれの菌で鶏雷する場合でもその伝染経路は土雛に
よる場合が最も多くそれに次いでほ種子伝染であり』空
気伝染は比較的少な凡,､。ことにRhizoctonia,Pythium

はほとんど全部土壌伝染によるから土壌消毒が本病予防
の重点となる。

欧米では硫酸で土躍のPHな下げれば防除効果がある
という報告があるが，PH5.5以下の苗凋膝多へ,､にもか

かわらず発病はなはだしい我国では硫酸の効果ほあまり 1
期待出来ないQ播種の1週間位前にウスゴルンなどの有
機水銀剤の水溶液を全面に撒布する事は病原菌が
Rhyzoctoniaの場合には有効置泌る。しかし農作物と違
って苗木では発芽から立枯病の危険のなくなるまでの期
間が2～3ケ月の長期にわたるからこの間中薬の効力を
持続させる事が困難であって最近にも，ウスプルン800

倍液をエ平方米当り3.2Jの鋤で施用したカラマツ播種
床でRhy"octoniaに対しても全く効果がなかったとい

う報皆がある；使用方法について更に検討を加えなけれ
ば有機水銀剤の効果鞍あまり商く評価する事は出来な

い。むしろ現状では市販の農薬よりも木酷液の方が有効
で特にRhyzoctoniaに対しては顕著な効果を上げてい

る。木瀦液は鯉炭礁の廃煙を簡単な装慨で空冷叉は水冷
して凝集して鐺り酪酸約5％，蟻酸約1％を含有する。
木醗液は3～5倍にうすあて播種前7劃0日に土壌PH
5．0程度になるまで擬布する。この場合遜士用の土も同
様に処理し敷蕊を使う場合は藁の消毒を行い，種子消毒
も怠ってはならない。なお発芽後2ケ月位の間に数回ウ
スプルン800～1000倍液を撒布すると効果は倍加する。

Fusariumに対しては実用に供し得る土錘消議用の有
効な薬剤は今の所見当らない。焼土法か』クヴールピク

リンのような劇紫色注入処理し薬害の消滅をまつより外
ない。

（ハ）薬剤撒布

空気医染によって銭播す-る地上部の病害予防には舌く
からボルドー液と石灰硫黄合剤の撒布が行われ，特にボ
ル1￥液は近年まで植物疾病の万能薬として用いられて
きた。戦後のめざましい農薬の進歩に伴修って農業，園芸
方面軍織続,々と新薬が取りスれられてきたが,林業毛は
遺憾ながら市販の新薬をとり入れて業績を上げた例は余
り愈､､。これは農楽の殺菌力そのものについての疑問も
さる事ながら使用方法とか撒布の時鋤，回数などに関す

る獅究がほとんど行われていない事が大きな原因であ
る。調製に識確要し，出来上りに出来，不出来が生じ

やすく，保存性のないボルドー液よりも，市販の農薬の
方がはるかに便利でありことに作業条件から粉剤による

有効な防除方法力淫まし<今後この方面への研究掌推進
す籍事力害苓の重要な任務てあると考えている。

称業関係這一番多く薬剤撒布が行われているのはスギ
の赤枯病に対してであるが，その使用薬剤はほとんどボ
ルドー液である。従来市販の農薬が使用された例もあり
実験的にもかなり精密な方法で検討が繰返し行われたが
ﾙドｰ液に匹敵するものは見雛れ＜いない｡赤袖病
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には調製その他に多少の不便があっても現在冠はボルド

ー液茜媛も確実である。6斗乃至8斗式を，地方的に多

少の脅熱はあるが大体5月中旬から9月まで2週間おき

に撒布すｵしばほぼ発病を抑える事が出来る。特に7，8
月は撒布の最も重要な時期である。

赤積病は全国どこの苗畑でも予防措置を識じない限り

必ず発生す患といってよい。すなわちスギ鱒を仕立てる

にば薬剤撒布なくしては不可龍であるといっても過言で

はない。したがってもし器具その他の関係でボルドー液

の調製が困難だからといって無撒布のまま放置すれば全

滅の危険にさらされるからこのような場合は市販農薬の

中から適当なものを選んで撒布する必要がある。液剤で

は，クポイド，亥イセン水和剤，粉剤では撒紛サン瀧ル

ドー，三共銅粉剤6，ダイセン粉剤,黄色亜鯛上銅粉剤

などはボルドー液渡は劣るがある程度の予防効果をおさ
ある事が出来る．

スギの赤枯病に限らず多くの斑点病,炭疽病,灰色徽

病には銅剤(輔-<W1，た矛防効果をあらづす。たとえば桐

②炭疽病は実生苗はもちろん根伏せ苗にもひどい被害を

及罐す｡実生苗の場合は枯死する事が多く桐苗の播種仕

立が困難な理由は立枯病と炭疽病のためであり叉根伏苗

も萎縮したり，主軸に傷痕を残して翌年の成長に支障を

乗す事が多い。もし新葉の展開蓮始める頃から銅剤の撤

布篭励行すれば俄害をまぬがれる篝熱潤来る。ただ桐に

限らず一般に広葉樹の場合はスギと違って薬舗己対する

考慮が必要である。叉北陸，東北の積雪地方でしばしば

発生するスギの雪腐病予防にも摂雪になる1～2週間前

に4斗式ボルドー液，三共兼ルドー溺剤などを撒布する

ときわめて有効である。

以上薬剤搬布の有効な場合を上げたがjこれらはいず

れも予防措澄であって治療ではないから，発病前に行わ

れて始めて効果を上げ得るのである｡参病勢が進んでがら

あわてて薬剤撒布を行ってもききめはない。もちろん凋

囲の発病じていない樹に織布す秘ぱ病気の蔓延鐙防ぐ・に

は役立つ筈であるが，実際には手おくれの場合が多､‘,。

病気には潜伐期間があるから一団・樹に点鳧と癒徴力窺
われた場合外観健全にみえる部分亀すでに菌が侵入して

いる場合が多い。このような場合にば薬剤撒布後にも発

病するのは当然であって薬剤の罪ではない。叉病徴勃覗
〃

われると当然その近傍の空気中の胞子密度は高まるから

いかにすぐ瓢た薬剤をもってしても感染率力稿まる事は

当然である。

《
Ｌ
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めには害虫の生態研究と予察質料の蓄積が必要である。

重要森林害虫に対する薬剤防除に関してほ》殺虫剤の
種類，その使用形態，殺虫機隣，薬害並びに毒性等の点

より試験を鋪‘,，その結果に基づいて施行さ捌'礎防除事

業には鵬1，た防除効果蓮顕わしてい為ものもあ石が，億

今後の試験研究に侯つべき問題が少くない。

（16頁よりつづく） ・

謬透殺虫剤

,本剤はパラチオンの項"蔭一部述べたよう,に，植物体に

入った薬剤力逢身に転紘して，一達期間植物体内で食濟
、

したり，或は定着して樹液を吸収する害虫を殺す働きを

持っている。謬透殺虫剤が直接害虫に接触しなくとも殺

虫することが出来ることと，天敵に悪影響を及ぼさない

こととは本剤の勝れた特性である。膠透殺虫剤に関して

は既挺20年前グナイデンガー博士が潅目し，セレン酸

ソーダに熱､近種為試験し，アブラムシ，アカ擬二等吸

収性の害虫に極めて有効であることを証明している。そ

の後シストツクス，ペストツクス,EPN或は殺鼠剤で

あるモノブロール酪酸ソー亥…たの謬透性殺虫剤が発

見さ狂た淡何れも未だ発展の初期にある殺虫剤で，今

後の進歩が大L､に期待されている。

む す び

以上新しい有機の合成殺虫剤について概説したよう

に，最近の化学的防除法ほ森林害虫駆除の重要な一分野

毛ある。併し女噸なる防除法力殿も有効適切笹あるかは

害虫の種類，生態，加害雛式及〔助鱈される楯物の状態

によって決定さるべきは諭左侯たない。礎接防除は経識

の裏附けを必要とするもので，害虫に依る被震額に応じ

て防除計画を立案すべきであり，且つ適期駆除を行うた

一角皇P菩一＝ぎ 一 一 ヘーーーヘヘー一年÷一 ー国
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キリのみしよう育苗は今日でもやはりむずかしいもの

と見えて』成功した例は時為地方新聞の産業棚などを写一

真スリで賑わしている。ところが私の知Lっている限りで
は，ある年には大いに成功しても，翌年同一の方法でや

ったVこもかかわらず，こんどは惨めな失敗に終った，と

いう例が漣だ多い°この確実性が不安定なのは基礎的に

充分調べられたml暁課に立脚して実行したものでは無

いので謬従yってその年その年の天候などに左右謝し易く，

成功したり失敗したりするのではないだろうか。

私ども3)の研究はこの問題を完全に解決したわけでは

無ﾙ､が，これまで論から駁がつた事がらで，かなり明か

になった点があるの‘で，その概要を述べて参考に供しよ

う。

〔病櫛種子の発芽そのものは極あて良好である

が，地上に芽を出して間もなく，倒伏型被害を受けて腐

敗梢失ずる°これで残った稚苗は子葉あるいは太葉に濃

褐色のはん“）点が形成され，この病はえ,が大きくな

って，葉は乾枯して巻き縮れたり，また，根力蠣散した

りして稚苗は枯死し,文字通り立ち枯れてしもう。土ば

かまで蔽ｵつれた苗は生長が甚だ不良で，上に述べた葉枯

れ，根腐荊,の経過をたどって枯死してしもう。

普通の苗畑にまき付けした場合wこはその被害は熱こひ
どいもので，秋童で生き残っているもの皆無というのは

決して稀でない.，

砿原菌〕私ども力識ケ年にわたり詳しく調べた結

果によると，みしよう苗左枯死消失きせる病菌には種為
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2．キリみしよう（実生）苗の立祐病キリ
可

は普掘懇わけ（分銅で養苗し，種子をまき付けて苗を

育てることは非常にむずかしいとされていた。ところが

倉田博士】>a)のすぐ・れた研究によってこの難問題癖の

いとく宅がつけられな・倉田1謡言によると，キリのみし

よう苗謎成が不成功に終るのは，要するに土藤か謹聴）

で稚苗が包まれることの害と，病菌による被害にある。！

、それで，土ばか童がつかないように温床などを使用する

ことと，病菌の住んでいない，山の心土を使うか，また

は統土を使用して霞き付けすれば成功認､なし，という

ことのようである。

普通の苗畑に種子をまいてみ和,ぱすぐわか潟ように，

蕊穿そのものは極めてよいものであるが，その樹､つの

まにやら稚苗は消えてしまって，ただの1本も満足Wこ育

つこどがない。わ課つざ種子をまいてやればこの通りで

ある。ところが，家の軒下とか，砂利道の周辺やら．ゴ

ングリ戸トの土台砺丘には，自然に飛んで来た種子蒟蘂

芽して立派に育つのは多くの人盈が見ていることであろ

う。倉由博士もこのよ5な事がらからヒントを得られた

の毛は無いかと思うが，誠に皮肉な対照を示して妙であ

る。

倉田博士の繁讃によって，キリのみしよう苗がa"

い－大原因淘葡菌にあるということが明ら注にされて見

ると，続演対手の商売である私どももいささか責任を感

じ液いわけに戯ゆかない。倉田博士と張り合うつもりは
もうとう無いのであるが，キリみしよう苗義成の困鄭謎

、を病菌の方面から詳しく調べてみたいと毒えて手がけて
からも56，7年になる。

七

虹

一
一

、第1図ピ蚤ウム識によるキリ子苗の立穂病

のものがある。まず普通の謹栄の立樹誌(damping=

"ffungi) としては，ピチウム菌，ブザリウム菌，リ，

ゾクI､ニア菌がよく出てくるもので，なかでも"ピチウム

菌とフザリウム菌の被害が蓬しい。これだけでも沢山で

あるのに，キリの場合は更に』醗卜なものがある。それは

倉田益二郎（ﾕ9虹)．日林誌23，10．
－（1942)．同上24，3軍．

伊藤一雄・紺谷修治・渋川浩三・未発表
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伊蕊 ： 樹 病 識 座 ②
一

川砂でやったらエいだろうと考えて実験してみたら，風

氷吹くたびに砂と種子が飛んで,思ったようにう龍<ゆ
かず駄目であった。小砂剰の使い方は醤だ簡単電まき

付床准ならして,板壱軽くたた1‘,て平にし，この上に直

径0.5～2.0cmの4,砂利詮叫5～2.0cmの高さに均一庭

する緯ﾅである（第3～4図)。

（2）種子消毒セレザンあるいはリオゲンダスf毒

種子の表面艇なすりつけるだけでよい。ただキリの種子

には毛パ(ハネ)があるため，薬がなかなかつきにくい。

めんどうでも手でもんでやれば割合によくつく。ただし

セレサンにしるリオケン顔ストにしるフザリウム菌に対

してば理想的な薬剤活はないが,今のところこれでがま

んしなければならない。

（3）ピチウム菌とリゾクトニア麓の識害を防ぐには

まず大切なことは水はけをよくすることである。雨が

降るたびに水がたまる主うな苗床ではピチウム菌によっ
て全滅してしもうものと鐡吾しなければならない。この

ためには床を少し高めIこすること力埋ましぃ。高砂にし

た床がくずれないようにするのと，表面に敷いた小瞬I

力棚如落ちるのを防ぐ意味で，板遥枠を作って苗床の両

端に埋いて辮くめも一法である。た営床が高すぎると乾
燥することがあるから，これはその土の性質に応じて適

宜にやる必要がある。

ノ

第2図フザリウム職及び炭そ満菌に侵かさ錨た
キリ'実生苗

たんそ（炭1首）嶽箇がﾛエオスポリウム・カワカミイ
(GI"os""""､K"""加灘）で，これがL紋加わって

ますますひどいことにしているのである（第1～2図)。

たんそ満罫はキリ砥あるところ，どこにでもあると言
ってよい程広く存在し,分根苗,幼令樹,壮令樹の葉,葉
柄,茎の各部に職人して大きな被害蓬及ぼしている重要
病害で,』唾的なたんそ病の病徴篭現わすものである。
この菌が象しようの稚苗を侵かすと，たんそ病の病はん

慧駕芙懸鑿鰯茂f蛮灘鵜
､

状をもたらすのである。

ピヂウム菌．リヅクトニア菌は排水不良で水がたまる

場合に大きな被害を及ぼすもので‘またこの両者，特に

《
■

、

＝

蟹チウム菌は発芽して間もない，まだ木化しない子苗を

倒す)のが普漉軍ある。やや苗溌生長して，本葉力秘て木
化して硬くなる頃には，たんそ病菌とブザリウム菌聴
威なふ為って来るという順序になっている｡,尚困ったこ
とには,私どもの調べたところによると"フザリウム菌は
まき付けする前に既に種子に附着している場合がある。

脇除濁この病気の原因について，その本体は明
らかになった別つけであるが，防除法となると，病因が複
雑であ窓だけ＃こ，錘力抵かむずかし､､。次には病因を分
析しながらそれに対する処濯法左述べてみよう。

（1）稚苗に土ばかまがつかないようにするに{ま土

ばか求がつくと稚苗誤死にやすいのは事実である。これ
は単に土ほか龍によって甜謎綱幾械的に緊迫さｵ''て呼吸
困難を諸こすだけではなく、土ばか茨の部分から病菌に

侭か郷るためでもある。そｵ''で｡土ばか童が出来にく
いようにするにはどうしたらよいかと，まき付床の試験
を行ってみた。その結果は土に10％位の鋸屑蓮ｽかたも
のがかなりよい成績を示したが,最もよいのは小砂利を
使用することであった。土に鋸屑を大ｵ'1,るのもよいが，
鋸屑の麓が多くなると，乾燥し過ぎてうまくなかった、

《
Ｌ

もも

第3図キリ稚苗の病害防除に対する蕊剤撤布の効果
の．ウスプルンによる土壊消遜だけは行ったが

その後の薬剤撒布憩行わぬ区。

ID.ウスプルンによる土壌消懸を行い，更にウ
スプルジ添加ボルドウ液を撒布した区｡

－－－23－
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床造り.が済み，小瞬Iを敷いたら，ウスプルン（叉は

リオケン）の500～800倍液を1m2当り4～6〃の割合

に，メ蝿で小砂利の上から均一に鋤､てやる。これは土

難消灘の憩朱があるのであ‘る。これ溺終ったら，キリの

種子を別，沙利の上にばらまいてやる。誕土の必頚ぱな

い，バラバラとまいてやればよいのであ愚。種子の量で

あるが‘キリの種子はよく知られているように，一つの

さく（鞠）果の中にゴマンと入っている。母樹が手近か

に1本あれば種子の入手にはこと欠かない。後で間引く

手数さえい'2二わなければドツサリと(1m2当19以上)､

まいてよいであろう。種子を震いたら，あまり目の細く

ないヨシズ､竃しばらく藤っておく。発芽してからあまり

長い間日糧1，をとらないでおくとりモヤシが出来るから

充分注意しなければならない。

， 6月恥旬頃（東京で）までは10日ごとに800倍ウス

プルン液（叉はリオケン）を子苗の上から撒布して，立

絨病が出ないようにしてやる。

（4）たんそ病を防ぐにはまき付床附近に，分根苗

にしる立木にしろ，キリがあったら，そこは嶽蓋の巣だ

と考えてまちがい侭ない。それで近くに語りがあること

ほ醤だ望ましくないのである。こんな場合には落葉を春

早くに集めて焼却してし震うか，叉は地面から2尺位、

の蕊さに穴を掘って落葉をこれ種ｽれて,その上にﾕ尺
以上土凌かぶせて，たんそ病菌が来るのを出来るだけ防

ぐ鯵・

次には薬を窪い･逐やる。使用する薬はウスプルン（叉

はリオケン）を水でうずめて800～1000倍液とし‘ こ

れに展蒲剤を必ず添臓する。このウスプルン液とボルド

ぱ，ボルドウ液の中にウスプルンを入れて（繁ルドウ液

1斗に対してウスプルン5匁の割合)，更に展着剤を加

えてやってもよく』この方がむしろ効果的である。これ

はたんそ病だけではなく，立枯病菌の繁殖を止あ，また

病菌麹殺すのにも役立つbボルドウ液単用走は，たんそ

病の発生滋くいとめることは出来ない。ぜひともウスプ

ルンなどの礎接の殺欝力の強い有濃水銀剤蓮加えでやら
、

ないと完全な防除はむずかしい鶴3～4図)。

(5).フザリウム菌の談害を防ぐにはこれまで述べ

た床造り，種子消毒,土壌消毒,薬葡撒布の諸事項を実
行ずることによって，フザリウム菌の被害もかなり防げ

て，稚苗は立派に生育する礎4図)。しかし‘既に針葉

樹稚苗の立枯病の項で述べたように，フザリウム菌の被

害を完全に防ぐ譲ことは非常に困難壱ある｡私どもの実験
によると，土壌を蒸気で完全に殺菌してやっても，時が

たつとどこからかフザリウム菌が飛んで来てキリの稚苗
を侵かすことがある事実を確かめている。そｵUで薬だけ
にたよっては好総果ほ望まｵ噺,獺9,土壌郵謹の調節な

どの土調B料関係に深い注意を弧わなければならない。

骨務か骨灰を施してやったら,キリのみしよう苗の謹成
がうまくいったという記事を何かでみたことがある。こ
れがもし本当だとすｵしば，燐酸の給源としての骨粉（叉
は骨灰）が，間接的に病気の発生をくい止めるのに役立
ったの透はないかとも考えられる。ある種の土製では石

灰の施用がこの病戴の発生を予防す為のに大に有効だと
考皐られる確かな根拠がある。東京目黒の土では一応う

まくいったが，こんどはこれをいろいろな地方で鋤し
て，その普遍性を確かめる段階に入った。その手はじめ

として，特殊な火山灰質土壌の山形県釜淵の苗畑で近く
この試験i仁蒲手する予定である。

キリは根分吟,台切りによるの力濟通で,生育も甚だ速
〆

かである。種子からではいくらう浅くいっても生長の点

で少くとも1年はおくれる｡何噸んでみしよう苗の仕
立て方を研究する必要があるのかと疑問を持つ人もある

であろう。種子からの蕊成は1回に多鐘生産澱出来るだ
ろヲ（分根によるときは急に大量は養苗不可龍であ為）

ということの外に，私ども織青の研究を行っているもの
にとって重栗な目標がある。それはキリの河句巣病対策

として，是非ともみしよう育苗によらなければならない

事態愈垂い揺来にきっと来るものと予想されるからであ
る。既に私勾は警告詮発したのであるが，少くとも関東
以南では天狗巣病のために将来，それも案外早くキリの

栽培が不可能になるだろうという徴候が明らかに認めら
れる。このことについては後に述べる擬会があるかも知

1． イ

《
」

ｳ

L

一

第4図ウスプルンによる土竣消毒を行い,その後
ウスプルン添鯨示ルドウ液を撒布して立派
に生育したキリみしよう苗

ウ波（5斗式,展着剤加用）を，10日おき極交互に，稚

苗が本蕊を出すとすぐ（東京では6月中旬頃）から9月
舛

末まで蝋布してやる。2種の塞ぎ使うのがめんどうなら

4）伊藤一雄（1952)．森締防疫ニュース7，34
､
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れないが,､その時になってキリのみしよう養苗が確実に

田来ることが必ず大きくもの麩いぅだろうと，私に催予

想されるのである。

3． ハンノキ類秘猫の立枯病 ハンノキ類の

恐るべき病害として2種あげられ，その1は太病であり

その2はかっぽん（褐瀕病である。ハンノキ類の立枯

病として重要なものは，発芽間もない時代に侵かされ毛

ものよりは，本蕊が出てからの病害である。すなわち，

第6図ピチワム獄によるユウカリ稚苗の立枯溝

［寺下氏原図］

が知られておる。この菌による病気は過湿な苗床に多発

す箔から，排水を良好にする必喪がある。同一のまき付

床で賂，雨が降って水がたまるような個処では全滅した
のに,やや高い個処で幟被害がほとんど認められ態ﾙ､と

いう例もある亀

5．しらきい（白絹）病 この病気は農業方

面でば最も重要なものの一つにあげられている鯛林業

でもかなり大きな被害を及ぼしているものである。なか

でもひどくやられるのは，クス，ミ､ツマタ，シラハギな

どの広葉樹類であるが，ズギなどの針葉樹類もこの病気

にか力ざる。時として，ミツマタには致命的な打撃を与え

るこどがある。

〔病櫛根と茎の地際部が主とLて侵かさ池.葉‘

は黄色になって生気がなくな

第7図ミツマタの は農作物，果樹，クワ，チヤ

しらきい病 な乙木本といわず草本とい

《
良

ゴ

第5図ハンノキ稚苗の立枯病

本葉が出る前後から病気は出初め,地面に通､葉から次

第に上の方に病害は進展する。最初大小不定の褐色の病

はんが出来てこれが拡大してゆき，葉は織して稚苗は死

ぬ｡よく注意してみると下蕊には細いｸﾓﾉ巣状の菌糸

労韓められ，これに土粒がついていることが多1,､。いわ

ば立枯病のすそ腐型を呈するのである鍵5図)。
この病原菌はリゾクトニア菌に属すもので”,イネの

もん力熱-(紋枯）病菌に近い性質をもっている。

防除は比較的容易で有機水銀剤（ウスプルン又ほリオ
ノ

ケン）の800倍液な魏創撒くことによって著しい効果を

あげることが出来る。なお苗床が過湿にならないように

することも予防上大切である。

4． ユウカリ稚苗の立枯病 吉田首相の諮声

がかりとかで最近はなやかな脚光をあびて､iろユウカリ

もまた，立枯病にかかり易い樹種の－てある”。

まき付床に麓しい被害を及ぼすもので，すなわち発芽

後苗が1～2cmになったとき，熱溌をもかけたように色

があせ，軟弱になって倒れ，茎幟全体が著しく細くな
一

る。そして二f錘の裁菌を極めて細い絹糸状の菌糸が伸び

ていることが多い礎6図)。

詞菓菌として我が国で今までわかっているものは，ピ

チウム菌とフザリウム菌で，特に前者の被害の著しい例

】

』

で

」

《
Ｌ

5）岩田吉人・細田砿一（1942)．病虫害縦誌29，2“271

6）儲溌一雄・緋谷修治・未鑑菱

7）寺下鍵代（1954)．森林防疫ニュース22，197．
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る。人間の伝鶏病の場合でよくわかるように，まず病菌

を純粋にとり出して,これを謂験管の中進養って,いろい

ろな性礎を明らかにするの動輪気)こかかることを防ぎ，

またはたれを癒すのに必要な手段左見出す基礎になるの

である。繪核菌詮需管の中で培養することが出来ては

じめて．ツベルクリン反応酋環出され〃BCGによる予
防接篭法が生れたのであり，またヂブテリア菌の人ェ培′

養が可能になって，その血清鍵力轆立されたなど臆こ

の好例である。

むらさきもんぱ病菌の人工嬉養が禺来なか?たの笹，
病菌の性質には，わからぬこと力謬f常に多く』震た欲す

る処と時に人工的に病気にかからせて病状経過を認べて

これから予防駆除法詮見掛す手だてを引き出すことが出

来なかった。これではいくら努力しても暗中模索の域を

脱することが田来ないわけである。昭和17年(1947)

私によっては"て，この病菌を純粋にとり出し，これ

を試験管の中で人工培養することが成功し，今まで不明

であった病菌の諸性質勧錨かつ'て来た”・

世の中というものは面白いもので，私のこの報告酋蘂

表される聖，それまで行きづ髪って研究する人とて無か

ったこの病気について，再び多くの崇者がきそって関心

を持ちはじめ,磯越仁試験研究を行うようになった｡私
の報告が出た当初ほ，この病菌の人工培養腱疑問を狩っ

た人もあったらい､のであるが,今日では植物病理の専

F稼活あれば誰でも，そんなに苦労しなくとも人工M審養
が出来るようになった。 rコロンブスの卵」とはまさに

このことであろう。

私のやった仕事が踏み台になって，養蚕業方面ではク

ワにつ心､て,農業方面では主としてサツマイモについて，

また巣樹園簔方面ではリンゴについて現在活溌な識蕊研

究が行われている､ささやかなものではあるが,擁業に

席を鈴く私のやった業漬溌農業方面ではいささか韮役

に立っているのに，かんじんの制築ではまだその段階雁
至っていない。日本の露業腱貢献しているからよいでは

ないか，と言ｵっｵTｵしばそれまでであるが;私には一沫の
淋踵力轤じられる｡これは端的にいうならぼ,日本の
林業は，私のこの鍔が少しでも役立つほど未だ集約的

でないと､､うことにあると患5.ﾎi誇面でもこ遍蛎気
の被害は決して少くないのであるが，現段繕でば積極的

な関心をよ裳にはほど遠い。将来抹業がもつと集約にな

り，艤用樹種などの栽塔万霊んになるようにでもなった

ら，お役に立つ日もあるであろう。日本の*榛に貢献す

ること左主とする設置目的をもつ林業議譲場に席を置く

繍震墓雷蝋麓纂態驚繍
リクトウ，ムギ，トウモロコシなどの禾本類〈・らいのも

のであろう。

聯除法〕 この病気を完全に防除するには士雛消毒

以外に良法はないのであるが土溌病害としては比較的

防除し易いものに属する。その理由は，この病菌は土壌

の，割合に浅い部分膵住んでいることによるものであろ

う。

（1）石灰窒素による土躍消毒は，やり方が簡単であり，

発病を少くするのに効果がある。その方法は反当約15

貢の石灰窒素左土錘表面に一襟にまき， 2，3日後にす

き込むもので,街その際石灰窒素をまいてから更に如露

で水をかけてやると一層効果がある。石灰窒素笏施して

から1週間以上経過して後に，種子のまき付け叉は床替

を行ｵっないと薬害が出るから注意しなければならない。

②毎年この病気が出る苗畑では，梅こ梅雨以後には

常に注意し,発病をみたら直ちに有機水銀剤（ウスプル
ン叉はリオケン）の800倍液謹病気にかかつだ苗を中心

にしてそのまわりに,､茎の地際部を目標に2，3回撒い

てやるとよい。

(3)水銀剤の水溶液の代りに，セレサンに消石灰を加
えて5倍に増麓したものを，反当5kgの割合にきくこ

とも効果がある。

(4)甚しい被害の跡地には，徹底した土雛消糠を行わ

ない限り，ムギ，リクI､常，トウモロコシなどの，この

病気陣かからない禾本類を3～4年間親脅して病菌がな
くなるのを待つより外方法がない。

6． むらさき窓ﾉぱ（紫紋弱）病 この病気
〆

は農業蕊蚕業』果樹園芸の各方面で,非附に大きな被

害を及ぼしている最璽震病害の一つで，ほとんどあらゆ

る作物（禾本類を除き)､がこれにかかる。林業の方でも

決して被害が少<はなく，マヅ，イチョウなどの針葉樹

をはじめとして，クワ，コウゾ,，ミツマタ，クルミ，ク

リ，ウルシ，ハゼ，キリ，ハンテンポクなどの広蕊樹に

も広く損害を与えているものである。

“ この病気は東洋に特有で，被害の大きなものであるの

に，困ったことには防除ガ錘し<むずかしいの走ある。

その原因はいろいろあるが，何と言っても病原菌の性質

でわからない点茜参かつたのがその根本であろう。とい

うのは，これは非常に重要な病気であるから，従来諸学

者添永い間苦心したにもかかわらず,病菌な入工的に賦

験管の中で培養することが不可能とされていたのであ

《
一

凸

《
』

ー

8）俄霞一雄（1949) ．林識3畷43，1． 、

鋤一（1952)・幾業及び園芸27，85
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漉の,このよりな厚省から,まだやらな同れぱならぬ，や

る必要のある，そしてまたやりた',､この病気の研究を，

私は現在全く中止している。

〔病徴i これは根がやられる病気で,被害樹の根

の外表に紫禍色の糸状叉は細ひも状の菌糸の東う鎚目状

にからまりつき，なお，根の表面にば､睾部分が根の識灘

〔病原菌〕 この病気をおこす病菌はヘリコバシヂウ

ム・モンパ(Hｾ""6"s""""りwZpa)とよ｛識1，るもの

で’我が国,台湾,朝鮮及び中嵐(満洲)にあることが
確認されている。

欧米にこれとよく似た菌があり，こ江はむらききもん

ぱ病菌と同一量という説もあったが，私の砥究によって

両者はおのおの別の菌であることが明らかにされた。

この病菌も，非幡に多くの植物を侵かす多犯性病原菌

の一つで，木本と言わず，草本と問わず，極あて広く病

気をおこすものであるが,ただ禾本類（ムギ,リクトヴ，
卜・影モロコシ，タケなど）はこの病気に羅らな､､ことが

私によって実験的に職認さ池またこれらがこの病気1匡

罹ら趣、（すなわちこの病気に対する免疫罰勤理由も明

らかにされている。

病樹の珊繁部に形成される紫褐色のラシャ状物の表面

は，よく注癒して見れば，夏になると白色の粉をまいた

ようになる。これはこの病賓の胞子釣轆成さ熱たからな

のである。しかし，この病気が罐し，発病させるのは

土錐中にある病菌の菌糸と，罹病展の遼骸についている

菌糸と菌かく力種要な鐵番のもとになるもので，胞子に

よる直譲の伝梁伝播はあまり問題にする必要は無いもの

と考えられている。

〔鮒雛淘（1）この病気は里山の開墾地，クワ園の

泌と，詣よびサツマイモ畑のあとなどで多発するから，

このような処胆灘木な仕立てたり，棺穀する場合には厳

に注愈な要する。それで開墾の際にはよく注意して』こ

の病気にかかっているものがあるかどうかを調べて話<

必要がある。もしもこの病気が見出されたら，目印をつ

けて垢いて，少くともその部分の土壌は次に述べるよう

な方法置土壊消灘を行うべきである。

（2）この病気がひとたひ溌鐙するとその防除は極めて

困難であるから，無病土顛匡はこの病菌を持ち込まない

ようにしなければならない。このために，露する前に

苗木の根の部分に病菌が､ついているかどうがよく調べて

更にこれを消鍛する必要がある。これには薬剤にエる方

法もあるが，しばしば根が薬害をうけるので温湯消毒が

よい｡､この病菌が熱に対して弱い栓質を利屈したもの

笹ﾕ0)ぬ，その方法は次のと諸りである判。根の直径2～

81nmの範囲内では42｡Cの温湯に20～30分間漫けて

から植栽する。

’ (3)未熟な櫛凹を使用すると，この病気は出易く，ま

たペントナイ1､ある1，は石灰を施すと被害が少いと言わ

して同色の球形小粒点(菌篠)が形成される。
蛙

された根は皮の部分と木質の部分の間が腐敗

さや(鞘)状にかぶさっている涯過まな､､状
被醤樹の地隙附近に菌糸が密に発育し， そ

の中に埋没

醤し<鐺かされた根は皮の

して』皮は

呪にな為。

の附近にある，土塊，小石，小枝など麹包被して，フエ

ルト状あるいはラシャ状の美麗な紫褐色の､､わゆる紋羽

を形成する特徴がある。この病気は他のものとの区別が

明瞭につき,根にからまりついている紫婚色の菌糸の束《
Ｌ

｡

第8図むらさきもん犠病

と，地際附近の幹に形成されるラシャ撫吻の存在によっ

て，肉眼でも容易に診断がつけられる。ただ海意しなけ

ればならないのは，この病気は根と茎の地際部捲けを侵

かすもので,枝には決してみられない。ところ毛,枝にも

この病気のI纈談によく似た，紫色のフエルト状あるいは

ラシヤ状物が形成されるのをしばしば見るのであるが,

これはこうやく（葡蘂）病とよばれる全く別個の病気で

ある畷8図)。

この病気は倒生で罹病した樹は直ちに猿死することは

なく，じわりじわりと進んで駒<のでも錘零ないしは10

錘羊も生命を儲っていることがある。しかし根鷺読気の

ため腐敗するので樹勢は次第に弱まり，葉は小形で，黄

色がかつて来て，健全樹よりも早く落蕊し，また根力馨

し<侵かされた病樹は片手で容易に引き抜く‘ことが出来
るほどである。藺木がこの病気に罹つた場合には急速に

枯死することがある。
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れているからこの点に留意すること功。

(4)被害跡地はクロールピクリンで土難消毒ｻｰること

は効果が大である。ただし土壌は2尺位掘りをこして深

い部分に薬潅まき，また土雛表面はムシロ､竃蔽うて薬の

ガスが土粒間に識急腫ゆきわたるようにしなければなら

ない。これはまき付け叉は植付け7~10日前に実施し,・
薬のガスが完全に揮散してから使用しないと甚しい薬害

を受ける。またク戸声ルピクリンを施した土鯉では窒素

質成分が過多になる値向があることを考撒に入れて施肥

獄をきめなければならない。

（5）この病気の多発す-るところで縦， 1､ウモロコシ，

ムギ，リクトウなどを5～6年間栽培して病菌の漸減を

は力《協のも÷識であるざ

7： しるもんぱ（白紋調）病カエデ，ブナ，

ケヤキ，カシ，クワ，コウゾ，ミツマタ，トウヒ，カラ
、

マツその他多種の鏑曽籟および饗作物がこの病気にかか

る。

聴勧根が病気に罹るもので，被害根には初あ

褐色の不定形な病はん漆現われ,次第に拡大すると共に

根の皮と木賀の間の部分(靱皮部)力蝋化腐敗する。病

；隈の表面には白色絹糸状の菌糸がからまりつく。病勢が
激しい溺合，叉は病木がこみあってい息場合などには，

このﾂ誼の肉眼的轄徴は一見，しらきい病の場合とよ

く似ていて区別が困難なことがある｡．この両考の必ガ乳、

は，しらき卿病置は初め白色後に茶禍色の菌かく（核）

力靴際に出来るが，しるもんぱ病ではこれ力甥められな

↓､ことがあげられるｶﾐ,確実な診断は菌糸の顕微鏡検査
か蓑たは病原菌を分離培養することによって完全に行う

ことが出来為。

鯖原薩pロゼリニア・ネカトリツクス(Rose"i""

""""ix) というのが本病の病菌で， これは世界各地に

広く分布している，いわゆるコヌモポリタン種である。

助除法〕むらさきもんぱ病に準じて行う。

8．線虫病私ども鋤塚睡鶇園でつくったトマ

トを引き抜いて，その根篭みると，大小鱸攻のコプ鰯）

がついているのをよく認めたものである。これは根りゆ

5鰯）線虫病とよばれるもので，肉眼で辛うじてぞの

存在がわかるほど微小な綴虫(ネマトーダ'Namatodes)

によってひき鱈こされる病気の一種に外ならな1‘､。線虫

類にはいろいろな率があるが，そのうち被害の広範囲

《
」

風

濃
鰯
舎

邸

《
一

第10図楓りゆう線蕊へテロデラ・マリオニ

左：雄虫及び頭部と尾部の拡大図
右；雌虫

蛎内氏著書による］

にわたるものは，ヘテロデラ・マリオニ（斑を“℃‘勵邨

7“"0”で，これは雌雄によって甚し<形がちがって

いる（第10図凡

線虫病臓織方面では甚だ大きな被害麓もたらしてい

るもので，重要摘害の一に数えられてお患溺‘従来j棒

方敵は外国でもあまり問題涯されて,いなかった｡もっ
とも欧米冠はこの病害についての記載が無1，､わけではな

く，キササゲ，サクラ，ニレ，クワ，ペカン，ヤナギな

ど多くの樹木に根りゆう線虫振動報るということは知ら

～

〃

、

第9図ミツマタの白もんぱ掴

樹の幹を伝って地上mCm位まで菌糸がのI雷って行くこ
とちある。嶽封の葉は黄緑色に変うてし鐙れ,ついには
枯死落下､する（第9図)。

、

13）荒木隆男．曾華子．鈴木直治（1953)．日植病溌19，58

凸
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蕊
やまられ易いが，糖査の されて来たが，戦後貯蔵穀類のくん(蝿)蒸殺虫剤として

した(第11図)。その後同穣の病徴 脚光をあびたメチ戸ル・プロマイド(methytbrOmide)

ら届けられ，この病気は我が国② 侭線虫病に対して甚だ効果があり，漢た立枯病菌に対し

厳及ぼしていることがわかった。 てもある程度有効だと言ｵつれている”ｴ刀。 （未完）

→

1 第11図 キリ苗の線虫病

結果線虫の存在を確認

を呈する標本を九州から届けられ，この病気は我が国‘

撤業樹木にも広く被害を及ぼしていることがｫつかった．

ｊ
ｌ
ｊ
ｊ

４

５

．

６

７

１
１
１
１

HE“D,F､，．（1937)．Intmdutiontoplantpathology・
M1JNxmoKE,D.E.&F形nGuso"J.(1953)．PhytoPath. 43, 375
rも通mY,B.W・ (1953). 同_上43, 47m.
NEwHA乃正:,A・G.&I""rB・(1948)．Phytopa函.38" 38.

▽

加藤私共おそれるのは薬剤といっても農作物のよう
に1年で収菱がつくのと違って30,年でふみきりがつか

ない馨つけでこういうものは簡単にテストするき,けにはい

力燕いでしょう。事実そこに一つの悩みがあるのです。

村田ほとんど陸稲とかいったもので,､sずい分そうい

う面におきましては，相当実験はすんでい馬わけなんで

す。一応その年の被害がなげれぼ今度移行しまして山出

じ苗にした後に影響があるとは考えられない。極端なる
性質ではないが二f舞中に藷いて菌力彩動しないというこ

とはいえる。杉のようなご承知のように樹根の鶏､もの

であ証ぱ影響されないですむのじゃないかと思います。
松川それでは大へん時間を過ぎましたのですが,い

ろいろ鐺都合があると思いますからこれ遁閉会さしてい

ただきます｡本日は多数"導門の繊者の方持に非常に
貴重な詣話を長時間にわたつでご熱心にお聞かせいただ
きましで，まことに有難う,ございました｡,啓蕊上，また

研究上益するところが非常に多かつと存じます。何分嶬

間も限りがござ､苛ますので伺いたい諸話しもまだ滝くさ
ん残っておりますと思いますが，速記滋慾理いたしま･し

て至急に諸回ししたいと思っておりますのでどうかその

際，ご訂正あ為いばお注意がありましたら少しでもご自
由になるべく広くお考えをお述べになっていただけます

ようお願1‘,して鐙きま､す。なお本日は礎野先生，永井先
生涯は長い時間にったりまして司会の労をとっていただ
きまして宥難うございました。

（40頁よりつづく）

う。夢物語のよらです無マツクイムシなんかは山の中で

すから飛行機でまいてやれるよ5になるかも知れない。

佐野ぺ弦ベタになるまで薬をふりまければ効くので

すよ。それ壷はとても経済的には引詠､まぜんからね。

大内葉っぱやなんかを通して処理の状態をながめる

ようなものを考えればね。新開では穿孔性のものにハマ
ネと､､う浸透性のあるものが…･･・

黒沢パンデングが効果があるのですね｡‘

藍野バンデングとかボーリングして注入する方法も

ありますが，木によってはラセン状に注入薬剤力彩動す

るようで，うまくあらゆる所にいってくれないとこまり

ます。それよりもつと操作が簡単で自分のものだけれど

も枯れないとい5自信でやれるのはやっぱり土嬢拠鯉位
でしょう。そういう段階電やっております。

黒沢土雛の虫もずﾙ‘,分関係ありますね。 、

藍野そ＃しはずい分ありますね。むこりのやつは果樹
です。大体で-#-ね。

村田先程除草剤の話しですが，附近の林菜議駿場で
試験は済んでいるのですが，駐在所に残り水とか，モミ

ガラとかああいうものに有溌の除草剤左吸入させまして
苗圃の上からまき散らすわけ毛す。そしてはらいおとし

をしまして除々に雨等によって流きれて下にしみていく

ということになりますから相当有効だと思います。そう
いう直接に使い寵すれば．おそらく木をいためずにでき
るというデーターを拝見したことがある。

垂

一

h
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座談会

｡とき。

昭和29年3月27日

｡ところ・

森林記念館

リ林野防疫 に につい特藥斉 て◇◇
I

一

使われ為植物自体の差もあいまた使用するものの常識・出 席 若・
という,ものも非常に差がござい萱す。またその効果を期

林野庁森林害虫防除室佐野郁郎 待する時期というものにも農と林という差があるのであ
〃 業 務 課中村藤二郎 ります。こういう意味からいいましても，この際農薬を

林 業 試 験．場藍野蕨久 林業の方に応用する緊急な時期艇際会し種，いっそうそ
〃 永井行夫

の普及，徹底をはかるように迫られているわけでありま
三共株式会社農薬部学術課丸山竜之輔

す。もうすでにわれわれの部門に鐙き霞じても専門的に
〃 、 小泉洋一

霧障,技術はもちろん更に飛躍して製作面にま毛反映さ
日本特繊農薬株式会社艇事試験場滝元潜透 ぜていかなければなら錘いというような時代になってき

〃 黒沢三樹男
でぃ為のであります。どうかこういう意味に論きまして

三井化学目鶏研究所汰内広江
今日の座談会は非常に重凄な座談会ど考えますので，専

日本農薬株式会社福島一郎 ‘ 門の権威の皆さま方から腹蔵のないご意見をうかがい童
〃 熊野義夫

すれば剃禁界全股の幸いと思います。どうかよろしくお

日産化学工業株式会社農薬課北原 敏 願いいたします｡座談会の記録は速記にとりましたのを
〃 村田寿太郎

煮たごらん願った上で雑議どのを趣､と思いまするし，
全国､森林組合連合会加藤成一 また専門の各位から寄稿を願､識まして，それを一括して
日本林業技術協会理事長樫．川誰佐

オ棒翻『という鐵術協会の会誌腫のせｰL､と思Pており
〃 常務理事猪･瀬寅三 ます。それ以外になお普及徹底をはかるたあ艇別刷りを

松jII理事長今日は林野の防疫特に薬剤についての 作りたいと思っております｡でこの別刷りはまた各関係
座談会をこの協会主催で開くことになり議したので一寸 官庁等でご配布をねがうわけであり叢するが，もし各会
ご挨拶申しあげます。非常にご多用中，､しかも土曜日の 辻方面で宣匿用その他に鎬使いなさる熊らば一層この座
午後という悪い時間に林野を職じめ試験場関係の方,会 談会の価値がたかまるのではないかと考えております。
社の方をすべてご出席をいただきまして蓑ことにありが はなはだ簡単でございますが，詣礼のことばにかえま
とう'どざ､､まず｡時間も戒いり談したのでぽつぽつはじ して一言ご挨拶とし､たします。
めだいと思います。私のような専門外のもの謀こういう 本日の司会は藍野先生と永諌先生に鈴風､いたすこと
ことを申しあげてはおかしいのでありますが,林業関係 になっております。よろしくお鰯､いたします-･
の方面で虫醤あるいは病害，獣害といったよ5なものの 藍野’ ただ今理事長から鑑話しがあり議しだように

防除につとめなければならなし､ということ溢戦後の森 燕淋資源を保ってゆくというように，知識の普及と，爽

称資源の藩るしい貧困から非常に重要に坂り上げられる 際涯は応用をまちがいなくやることということで忌蝉な

時期になってきたのでありますが，そのために使われる いご意見を､､ろぃろお出し下さるように，私は司会が得

薬剤等が農業に鮨ける面とは非常に遅兼,ておりまして， 意でな､,のでその点ご協力願い壷す。

－30－
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座談会：林野防疫特に薬剤について
～

－－

－

最初に苗畑の虫害,病害とその防除，次に枕野の害虫

と殺虫剤，それからその次に病害と殺菌剤とt､う風にい

たしまして各官庁ならびに会kl研究部の搬蜜な見識を述

べていただいて現在の農薬，それを謝飛方面にどういう

風にもってゆくべきか，あるいはもってゆきつつあ.るか

というようなこと漆ありましたら．そういう事塞忌輝な

くお話し願えたらと思っております。いろ,いる害虫も詩

りますがそｵしについての殺虫剤を中心にしましてお話し

願いたいと思うの喧す。皆さんエキスパートであられて

あまりご遠慮なさらない壷ぜひ限られた時間邇すからお

話なさって下さい。

熊野何の方です｡土壌昆虫の方ですか。
藍野そうですね｡蜘遥は土製昆虫蒟窪で,地上の

方からくる害虫，食葉性のものは割管に叺､。

黒沢ハnカネムシとかコカネムシの幼虫ですね。

藍野はあ、ハリガネムシやコガネムシの幼虫の害が
非常に大きいのです。

黒沢詞l1の旱川さんの研究されたのは室内試験は非

常にいい成続をあげられたんで今ｻｰｶﾐ土壊試験は。
藍野学界で報告しているように， BHCは土壌昆虫

に有効であり，経費も安く，安全でありまず。試験とし
児

てはその外DDT, クロールデン,D-D,パラチオン等

を使用しています｡なお苗木を害するコガネムシ類の幼
虫調査を全国的腱やっているのですが,優先種は多くの

場合と＊ゴガネのようです。

黒沢BHCが--番いいと思うのですが，コガネムシ

等，あとはクロールデン，日本の手もちの資材を考える
と。

藍野DDTもききま､すがBHCが1，､いと思うのです。

私の方でもクロールデンも試験しましたが，特にクロー

ルデンがBHCよい､いといえないのは，農繁砦虫に対

する試験綣果と同じでしょう｡f

熊野エンドリンにつし､て浜すね。向うの文献による

と1回使うと4．5年も錨､ているようなこと釣篭いて
ありますし，窪虫に対してはいいといっているのです

が，意だご請験なされていないですか。

藍野試験中ですもただアメリカでは機械でやってお

り，あといじらないのですから。ですから括ういう風な

残効の方は一応室内試験から始め，今年くらいから畷外

嗜比較試験をぞづ這い、くつもりです。

熊野更にBHCの薬害については。

藍野BHCの水和剤が苗木の地ぎっにコプワのよう
なものを生ずることがある。乳化剤はうす､,､ものでば無

害です。私の方傘試験で粉剤を反当360キログラム位

まて入れたフイルド議験なやっているのです。普通の

BHC,DDT, ク壱一ルデンも極端に多鍛施用すると多

少成長を抑制されるような所がその中で見られ島ので
す。

熊野粉剤でずか。

藍野粉剤です。これほ極端な薬蔽によって薬害詮出

そうということで，蓄積された場合にどう‘いう風になる

か，識鏡したｵつけですb

黒沢リンデンのようなものをお使いになれI識､いの

ではないですか。 ､

藍野薬祷があると弓一れば，キャリヤか，それとも異

性体のどれか，そういう風な事を考えて鍵りますが，薬

剤の施用方法にもよるようです。そこで場所によりまし

てゴガネムシ以外の害虫には，例のハリガネムシ，カプ

ラヤガ，ゴミムシ，ケラ，ザ醤ヒヨウタンゾウ，ウリハ

ムシモドキ，キリウジカカクポ，そういう風なもの，あ
るいは渓二ですね。それからトビムシそういうものもあ

りますが，主要なものはコガネムシ類の幼虫です。

熊野そうしますとコガネムシの幼虫がもっとも主体

になっているのでござい毒すか。

藍野そうでまれ。 これは私の方で佐野さんや， そ

れから中村さんの方にお願いして全国鋤､の害虫の戸籍

調べをやってなみなみならざるご協力をうけているの壱

す。相手の害虫を総ざらいしてそれで獄験をするといい

のですが，一応重要害虫について防除試験をしているこ

とが多いのです｡土壌害虫と力林木，それ以外の木材の

中に入るそういうものに対するお考えなり，あるいはあ

る程度試験綣果なり，ヒントについて忌甑ないご意見を

伺いたいのです。主になる土壌害虫はお話しが出れば一

応わかる範囲でお答えいたしますg＝

丸山 いまいろいろな事をやっているのですが，何

といいますか，土壌と昆虫というものが，それ以外の部

門は大部ちがってくるのじやないかと患います｡考えら

れるものとしては，いろ､､ろな先程論話が出茨・した･･･・

エンドリン， クロールデン， その他システミツクな考

え方で…．，弗素等が考えられる'のですが，効くか，効

かぬかという問題，もう一つそれ力軽済的に価値がある

かどうかという問題ですね。農業であれば年間にその収

益があがっているのですが,林業の場合はそういう問題

が非常に違ってくる，その点力\ら非常に瀞,､ものではま

ずいのではないか｡.仮にご承知の通りアル‘ドリン，エン

ドリンがいいということになりましても，相当それが強

力に作用するものであって，有効だと思うが非常に高い

ものであったら経済的に負けるのではないか。特にそう

いう点と土壌の殺菌剤から土壌の殺虫剤，そういったも

のをやってみたことがあるのですが,土壌相手は相当条
件がむずかしいのじゃな､､か，当時に拳きましても半分

投げた形をあったこともある。そういう現実的な使用と

一

一

《
▽

●

《
Ｌ

－31－



’
r

座談会：林野防疫特に薬剤について

’
』

－

一

養成するのには蕊'1f

位の経餐をかけているかというと

と力櫛単に出る。防険法ですが，それには癖的な方

法，鯛脚約な方法,耕桑的な方法がありますが，林野の I

8億円位です。今の経濱的な関係

からいくと，もう少し駆除経費をかけて被害率を少<し

た方が得じゃなﾙ､かと思っております，駆除の経識は薬

剤ばかりでなく人美鐡が大き愈割合いをもってい為の

ですが』薬剤ばか〃だと私の想像では2，3，千万門位に
なりましょうか。

黒沢広い場合です”。

中村展鐘の苗畑は15,000町歩位はあるでしょう。

その見当なんでず。しかしこれにその割合いで，被害の

駆除をやって，いるかどうかということは，一寸わかりか

ねます。

熊野三共さんからお話しがあったように薬剤の侭、

方力彌倒だと困り震すね。

藍野まあ，なるべくその’私の方で全国的に調べ砿こ

んですが，移植の時期,播種の噸期にどんな深さで，虫

がどんな状態でいるかということをやっているの遥す。

零10度位の気温艇なった時に大体虫勧鋤きはじめて地表

部に上って来る。その間に少し残効のあるもの左使えば

いいと思うのですが，所が漂蒸剤というのは経費力稿

ぃ。メチル，ク戸ライドみたいな低温で処理できるもの

も高いのです。

熊野そうしますと残効性のあるものが，マークされ

ているのですね。

藍野非常にそういう所にウエイトをおいております

ね。たとえば安定で分解しにくく，姿いということ，そ

していつでも手に入ってめんどうでないこと。要するに

経我葡幼,力･らなくて浅効のあるものということ癒す淑。

七すから今の数字で相当量被害されていることは私もお
かつたの這す。鯛査をお願いしてどの位爽際に被醤があ

るかを推定しようと思っているのですが，かなりの量が

方で実さいに鐺話しがあると思いますが，いかがでしよ

5か,今のこ・とに対していろいろ言艤していただいては

弗素になりますと，それを何とかやりやす割ぃ形でしなけ
←ﾀ

れぱならない。もつと有効で，安くて，入間に害がない

ものを使わなければならない。林野当局'~各会社’私た

ちにして心同じだと思うのですが。

黒沢今の所害虫の被害高は大体の統計はございます

のｾすが,機害中の森林に艶ける被害職はっきりつかめ

ませんので,苗畑の被害高によって出しております。

藍野そういう統計的念ものを全国でそろえてゆくの
はないな。

永井ありませ〃でしょうな。森林の被害と違いま

して苗圃の苗木は長くて3年，ふつう2年目には山出し

するのですが，その時に被害率，減反高が出るのですか

ぢ，出ることは出るのですが，山の木涯なり．ますと枯れ

ない限りは被害がはっきり出『てこないわけです。苗畑で

.は2，3年の中には一応被害というものが金額でも出す

ことができるわけです向擁汁はどうか知りませんが，各

営林署ごとにどれ位損であった方稔わかるわけですね。

黒沢年間何億という金額にたるの這すか。

佐野金額には換算してなかったですれ。

中村国有林関係だけで申しあげると′これは別に

統計とったわけではないのですが,大体国有林の苗細は

畑こなっているところが2000町歩で，当年生から6年

生位までの苗木が6侭本位あります。この苗木は当年生

から2年生位までの間が大部分ですが，この苗木につい

当年生から6年

､苗木は当年生

二の苗木につい

占

《
一

~年燕その中のり調べた所『ﾆよりますと，て2年間ばか

位は病虫害その他で減っているんですね。そこで25％

国荷怖でどの位病虫害の駆除左やっている海というと’

大体にお1′､て6，7千万円を使っていると恩われ霞す。

一一一32－
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やられていて，甚だしい時減50～60％被害を受けてい

ます。

丸山今先生のお話しでござ1,,ましたのでLj-が，ちょ

っとムシが出かか､ってきたとき，つまり非常に薬品の有

効度を極度に5髪く利用できる時左選ぷということは一

番結購だと思うのですが，たとえば稲の三化メイ虫にパ

ラチオンを使い叢､すが,農業方面では適期をつかみやす

いと思うのですが鼻擁業の方にもつかむべき適期はある

と思います。そういったことについて一つお開かぜ願え

たらと思うので､す-．

藍野早期防除とか，適期防除ですか，そういうよう

な事は予察費料がたくさんあつまって土中の害虫の状態

がはつきbわかつ衷いると，やりやすいのです｡早期に
やれるように，適期にやれるように研究しており蓑すが

空中と異なって土壌の中というために，なかなかやりに

くい点があります｡叉適掘ということはなかなかわかっ

ていてもやれない事もありますし，なかなかわかり得な

いこともある，これば目下調査中であります。

丸山なかなかやりにくい部門も多いと私推察するの

で､す-が，やるといっても期間的のズレが出てきて適正に

やれないということも想像するのですが｡、

藍野苗畑の方ば農慧勺なものに近いですから，もっ

てゆき方は制約はうけますが，一つの方向がきまれば，

そういう施業はできると思います。

丸山それから現在の苗畑の一般的な考え方としてこ

ういう点はいかがでございますか多薬剤の形態ですね。

これは永の問題で”§;将来,今でもおやりになってい
るでしょうが今の傾向iﾆして現在の形力乳､いか，病気で

あればボルドー液，勢であｵ1，ぱBHCの瀬制というゆき

方でいいのか，あるいは“は将来変るべきものである

か，その辺はどうでしょう。

乗井そいつは一口で申ぜばやっぱり粉剤を希望しま

す。これは現在杉の赤枯病というの瞬蚤とんど全国的な

癖菩で歌から，杉を育てる場合に薬剤散布がなしﾗｫLば杉

の癖苗はできな1,､とい卦づﾇT,ているのですが，環左やっ

てみるとボルドー液が一番よくききます。皆さん方の薬

がご割､まして使ってみるのですが，ちょっとボルドー

液に比職す-ると畦巽にならないといっているのです。韻

ルドー液はやっかいなものでﾂｰから国有林関係は比較的

簡単に作って誼りますが，そう・で燕い所はできそこない

のものもしばしば使ってしまうという事があるのですが

完全なものを使っているといいのですが，粉剤の中には

効果がややボルドー液に近1,,ものが2，3あるのです。

将来こう、､5面をもつと伸ばしていただきまして，粉剤

でボルドー間罐産の効果があがるというものができれば

私たち非購に助かります。

藍野それから害虫の方ですと苗圃の潅水即ち水が壷

分に使えると'いう時には，その使用形態に差支えないも

のがある。あるいはそういうｦ雛を使わなければならな

いという事があるのですが，水というものは，山奥の遠

い所ではなるべく使わない方法即ち,粉剤あるいは水を

多く使わない濃厚撒布が含理的でせう。林業では…

間が永く，間塞､なくやれるというようなもの鑑普及

性があるのです。それを適確に使えばですね。

大内 さつきの残効性の韮話しですが，BHC,ク画

一ルデン,DDT,パラチオンを，ネキリムシの場合に土

壌の中にスれた溺合はどうでしょうか，ほとんど差がな

いでしょうか。

藍野残効性のこまかい試験は目下試験中･です鱗､圃

場試験ではパラチオン系が最も残効が少く，それ以外は

大差ないようです。

大内薬効力堤りないというのは薬剤が効かなくなる

ということですか。

藍野一定期間すると殺虫効果が落ちて来るのです。

しかし圃場でそｵ”§どういう風な形で落ちてくるかとい

うよ5な事は，目下徒事をつづけているものですから。

大内凌勅性がどの原因によって無くなるということ

がわからないと非常に残効性の強いものを作っても無意

味だということになりますね。

藍野オーソドックスな靭究ができな',､で，防除試験

と並行してその残効挫の構成とそれの理由というものを

進めていくようになると思うのですが，土錘の湿庭を一

定にして温度を一定にすると､､うことはむずかしい。そ

れに使う昆虫にしても，土壌をはわないものですと非常

にやりにくい。材料自体が土蕊を使っている場合，湿度

温度を一定にして行う殺虫試験となるとやりにくい。'い

ずれ研究力推めぱそれはわかってくると思います。

黒沢杉の赤柏病は直接殺菌剤がよろしいのですか。

示井いや，やっぱり予防がよろしいのです。直諺鍛

菌は考えられないのです｡ただ杉は他の饗作物と違鼬､ま

して，薬に丈夫なんです。薬害面を一応度外視して薬剤

をお使い侭なってよろしいのです。薬剤は薬害に考鐵；

はらわれて作られている。そういう謹朱で効きが函'､場

合も考えられます。杉に関してはほとんど薬害を考慮し

なくてもいいと思っているので弓-･

黒沢銅水銀剤のようなものはいかが‘でしょう。

采井銅水銀剤というと具体的にはどういうものです

か。

黒沢三洪鑛ルドウです。

尿井ボルドウ液よりはずっと効きが悪いですねb杉

の赤積の外に苗畑で困っているのはダンピングオフなん

です。ダンピングォフの薬が何かいいものが出霞すと非

《
』

《
」

－33－



’

座談会：林野防疫特に薬剤について

ますが，

ものが見

常に助かり

どうもいい

つかりまぜんのです。

鐸の方で

ルンはどう

使っており

滝元

はナス，ウ

はウスプ

いう風に

ますか。

ウスプルン

リ類には使

っているのです。
÷参
の必

ものは出る期間は

は

に

あ

鋤
錠
大

の
りも

ウ
ご
井
元

騨
一
氷
。
瀧

萬
ノ
。
◎

い
す
る
る
い

ウリに

ご承知

大

瀧元あ

してもナス

の通りわれ

れより員‘，

す｡林業方面では昔から赤枯にポ
ルドウ液が使われていたのですが，二斗式，三斗式とい

った農業方面からみたら非常に濃いものを使っていた。

戦争中に硫酸銅の配給の時に，林業方面から非常に高い

数字を出し-ご鰭ろかれた。戦後はかなりうすいものを使

うことにしておりまう－．しかし二斗式，三斗式とくらべ〃

て八斗式詮使っても効果は変らないのです。現在は六斗

式を多く使って鐙ります。展着力の点は展蒲剤を使えば

いいのです。

丸山大体石灰濃ルドウ液と，銅の含量を見まして，

今童で銅製剤がございました力蝿の含有愛だけで勘定し

ますと3分の1くらいしかない。いろいろございますが

銅の含有量ばかりで撒かないで，銅の化合物の形態とい
、P

うことが問題になると思うのです。ことに有機化合物が

あると変化する。もう私たち手がいたいのですが。

永井それはかなり菅の事で,吟はそんなよいものは

使って龍り霞せん。

丸山銅の含避は今は16％のものがございますが，

私の方のことを申し上げて何でございますが，銅水銀剤

ですか，そういったものの織紛ボルドウをやっています

がこれは7くらいなんですが，これと三共ボルド､ウをく

らべると，銅の割合はかなり違うのです。それを水銀で

適用範囲をひろげるということを考えられるのですが，

化学的に今童である程度効力というものと，化学的な構

造濃度がある程度パフレに考えられていたのです。それ

がちょっと破たんをきたしたという考えなんです。私の

方ではちょっと"す-じ力謹･5という感じをもっているので

す。

永井先濯話が出た雪ぐされですが，これに対しては

市販のボルドウ剤が効くのです。赤枯だけはそういう妙

な綣果がでたわけです。何と申しましてもダンピングオ

フの薬ですな。これを何とかしていただければ。ウスプ

ルンが効かないのです。リゾクトニアには効かない。ま

一

体3ケ月から5ケ年位用心しなければならな

る期間用心しでやつでも，その内に雨が降っ

たりなんかして，またやられるということで，それ力職

業の苗木より困難を感じているのだす。

示井ナスの場合，菌はなんですか。

溌元リゾクI､ニアです。まれにフザリユーム菌が出

る場合がありますが，大隊リゾクトニア菌だけと申しあ

げていいのです。

中村国有林の場合に27年度に，各僅淋局のもっと

も優秀な経営状態の苗圃を一つずつ選んで調べたんです

が，その中の病害の関係を申し蓋すと，杉の赤枯は今ま

で注意して，予防が完全なぜい力鞁害が非常に少くダン

ピングオプカ逢国のどの苗畑にも見られました′叉雪〈・

されの被害があります，これは北海道でエゾマツという

苗木があるのですが，その雪ぐされがあるためほとんど

苗木が育たない位です。

丸山永井先生，杉の赤枯ですが,私の方でも薬剤を

請統的にいろいろ考えてみているのでずが，ごく最近考

えられている考えとしては，実際はさておきまして銅と

か水銀力…面ではポピュラーに考えられているので

す｡・ところ力講気の種類によりまして，これはたとえば

馬鈴薯の疫病があるのですが，これは水銀をもっていっ

てもそれ程効果がないのです。むしろ銅の方勃剥く。し

かもその銅は高含量の方力琲常に有効度がよろしい。そ

う,いう点から､､っても，石灰鑛ルドウ液の方が他の銅剤

よりもいいのではないか．という傾向をもっているので

す。薬害の点はさておきまして，杉の赤枯病の場合』銅

の含有歎が影郷すると思うのでず。水銀なら大体まいっ

てしまうという考えをも‘っているのです溌銅と水銀と

の考え方ですね。 ，
示井杉の識は主としてサーコスポラですが，銅の

1

《
」
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してフザリユームにはほとんど効果がない。今滝元さん

力華つしやったように非常に鋪間力詠いということ力彰

響して鈴ります。

瀧元ウリだとか，ナスのような数日の間に燭て終る

というものだといいのです溢苗木Q場合侭ある潮間

は効果があっても一週間ばかりたって，雨が降ると先に

やったやつが効かないということがあるのです。それが

むずかしいことで，同じ原因とみられるのですから効く

のは効くのでしょうけれども(笑声)時期がどうも･･･,．。

あの永弗先生の所でご試験なさいましたが置子消毒し

ますと，発芽するまでにやられるというそういう病気が

消毒左すると防げ鴇わけですか。

永井はあ，まだ頭を地上に出さな↓､うちにくさっち

ゃうということですね。これに対してはウスプルンで種

子消毒をやっておりますね。非常に効果があります，そ

ういう面は強力に推進されております。

中村何といっても毒謂蔵後は芽が弱いのですね。小

さいうち，鐙芽したi準，その後かなりやられますから

いろいろなことをやっていますが,本当に効果があがる

という方法がないものですから，どういう方法でやった

らいいかと苦心をしております。やっぱり小規模の場合

と違って実際大きな面穣でやっている場合，手がとどか

ないとい5事もありましょうし，時期がおくれる事もあ

り，どうしても被害があるのです。何と力解決してもら

えば助かると思っているのです。

瀧元私共も永井さんの鏥つしやったようにウスプル

ンを使った場合土壌内に同化しな､､。どうも雨がふっ

て流されるとか，有溌物と一しよになって効かなくなる

ということがあるので，またやってから効果が非常に急

激に効くという場合があり童すので林業苗圃の場合はは

なはだまずいと思っております。あの最近ブラシ。とい

うのがヤシマ化学さんか，三笠化学ざんでやっておられ

るそうですが。

乗井いやまだ簿畷として使っておりません。

瀧元それの方はリゾクトニア菌に強いわけですね。

釆井今本当に困づているのはフザリユームなんです

よ。リゾクトニアには木酷液がかなりいいのです｡木諾液

でほとんど防げることになっておりますが，実際にはフ

ザリユームが多く，フザリユームには木酷液はほとんど

効かないようです。雪く縁されの方ですと銅剤と水銀剤が

一しよになっているのは非常に有効なんです。例えばボ

ルドウ液にウスプルンを加えたり三共ボルドウを使う,。

瀧元はあ，そうですか。

中村先潅ボルドウ合剤が雪く嚇されに効くと申されま

したが多雪地方のですね。 11月ころから雪が降って，

4月まであるという地方でも雪の降る前にやって効果が

あ患ということですか。

永井そうです。大体根雪になる1週間か2週間位前

に薬をかけて，それで大体防げるのです。ただこの雪く．

されは薬だけの力にたよるわけにはいかないのです。苗

そのものが丈夫に育っていることは申すまでもない必要

条件ですが，それに対して薬剤をかけた場合は有効だ｡．

特に滝元さんいかがですか，ポトリチスは雑草にも随分

つきます”・

瀧元つきます乱a･

尿井苗圃ではかなり雑蕊が生えたままで冬をこすと

いうものが能楽からあったのです。ですからボトリチス

のような多】雌の菌だと伝染源が多すぎて実験的には薬

でうまくいっても詞漂にやってみると思うようにゆかな

い，衛生環境が大切だという事を苗畑で実際に壮頚をな

さる方に理解していただくことが大切になってくるので

す。

村田やっぱりあれでしょうね。要するにそうだと

すると実際石灰あるいは直謝生どつちかによって菌の発育

をおさえるという面陣ついてもいろいろご研究ガ進んで

いると思いま､す･がね。

示井大体搾業苗圃のダンビングオフは外国では耐駿

でPHを下嗣'し噸防げるといわれてぃ蓑した。

瀧元一ばん古い変ンピングオフはね。

永井大体5．2か3位まで下力尋しぽ彼害がなくなる

といわれているのです。実際に日本の苗畑というのば，

苗圃はどれくやいありますかね｡ほとんど5.3位, 5以
下の所も珍らしくない。それで猛烈にやられているので

す。

村田やっぱり日本の菌は獅､のでしょうね。喋声）

永弁ただ種子消毒がかなり取り入れられたというこ

とは非常な進歩です。ですから試験的に確かめられた発

芽率が，実際畑にまいてみるとかなり下回る。その原因

がつきとめられていなかった。それ力璃&中腐敗型のダン

ビングオブが完全に防げるということが満桑の苗圃とし

ては非常な進歩だと思い葦す。

実際北海道なんかでもカラマツ苗は非常に養成が困難

でしょう。

中村病気による被害で困難だという･のはやはり立枯

病の関係ですね。これが爾狭つけば北海道でも充分謹苗

が出来窪す。

満元タバコの苗にはリゾクトニア菌は，どの畑にも

いるということになっている。そこで平地の畑の土を使

わないで山土を使うことになっている。私為蹴津の苗床
は先から山土を使うか，川のを使いなさいとお話しして

いるのです。これは本当にどこの土にもいるような菌で

先のフエドロリスのような話しで龍。そういう風に土の

戸詞
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うものがいても問題にならないところもある。煮力な防

除法の一つである化学的方溌を森隊の病鐸喜に応用して

病害虫の密庭を低くして，経済的にウエイトの軽い病害

虫とL元いものです。そういったことについて，こうい

ういろいろな立場の方が蕊っているのですから資料の交

換ということで，役に立つような方法がみつかるのじゃ

ないかと思います。

永井私共の所へいろいろ間合せてくるのは被害標本

を送ってきて何の病気か，どうして防いだらいいか至急

に知らしてくれというのが多1,､のです。ほとんどそうな

んです。見ますともう至急に知‘らせたってしょうがない

状態なんですね。病気を間合せている方の方では薬は事

後に効くのだという考え方が多いのです。薬は病気に対

しては予防的効果しかないということを知らない。した

がってひどくなってからではもう手がないのだという宣

伝を大､<にやりたいと思って鎧ります。杉の赤枯病のよ

うなものを送ってきてどうすればﾙ､いかという問合せに

対しては，祭ルドウ液をかければいいのだというと，ボ

ルドウ液をぱっとまくわけですね。まいても効きまぜん．

という場合もかなりあるのです。実際問題としては･･･

議元それはそうでしょうね。

示井どうも農業に比べまして非常に）観1’ていまして

全くお恥かしいですけれども。

中村それは国有林の場合なんかでも造淋担当者が被

害防除ばかりをやっていればかなり知識が上るのですが

ねb他の仕事がワンサとあってですね。それに没頭でき

ないということが，永井さんの論つしやるようなことに

なってきますよ。

示井実際枯れないと騒ぎはじめないのですね。大体

(笑声)。苗畑は別として，山に病気が出ました時に木が

全部葉をふるって葉がなくなる。しかしほっておきまず

と翌年臓葉が出るので治ったと思う。被害をうけた年の

木の生長量がどれ位影響をうけたかを調査できればそれ

に対する薬剤撒布〃どれ位経識を使えばいいかという事

もはっきり出てくるので､ｻｰ。大体大きな木は葉がやられ

ましても全部枯れるということはないので，うっちゃっ

て鼈いても恢復する場合が多いのです。

藍野それじゃ苗畑の方はそれくらいにいたしまして

今度は林野の方の病害諺虫害,そういうものに対しまして

一つ活発なご意見を交換していただきたいと思います。

今度は犬分苗圃と違b､まして，山という環蜂件で，

しかも自分の春よりも高い獅珍い，ちょっと見るのに

も双眼鏡でなければ見えない所もありましょうし，大分

苗圃と違鼬､ますが。

加藤． どうも専門外でして。

藍野森林の雷虫，病気b､ろいろあると思いますが，

酸度の話が出寮したが，何か土を変えて苗床の認にお

使いになったことがありますか。

采弁ええ，秋田でございます。

瀧元はあ。

示井癖種床は2年生の苗木の何割くらいの面積にな

るのですか。

中村床がえすると10倍くらいになるでしょうね。

家井では大体10分の1位の播甑床ガ乳､るわけです

から，毎年新しい土をｽれるのばね。

瀧元いや，タバコの場合は毎年山士をお使いになっ

ているのだから。

蕪井立派な畑なんですよ。何を作っても農作物なら

できるという所でやっておりますから。（笑声）

中村地力からいえば普通の農地よりいいですね。

藍野赫集の一つの識劔研究的な目安だとか，そうい

うものはどうですか。

丸山いろいろありますな。

議元三共さんの龍つしやる通り士相手のものはむず

かしいですよ。

、中村士の中のものは減箇にしても，昆虫にしても困

難ですね。

永井華というものを借嫉的に見るものは，非常に

やりにくい。それ左アンプルにかけるとか，謝數管にか

けるとか，何かの中を通して躍覚にうったえられないも

のがあるから，何かいいアイデアは，いかがですか。や

っぱり土は相当菩手ですか。（笑声）非常に土をつかﾂっ

ているf震ば労力的にも非常に大変なんですね。第一平

面ﾕ0センチが1キロから10キロくらい。そういうものを

扱っている。施業自体も土自体左動かさないでかき蓑わ

欽ならいいのですが，動かすとなると．…。

丸山士の中の虫の病気はむずかしいですね。私九州

におりました時に白アリの問題が出まして，どんな方法

でもいいから防除機器なり，殺虫，アリを殺す何でもい

いからということであったのですが,結局防除という仕

事は……防除法は考えられていいのでしょうけれども

今だにきめ手だということがないところをみると，やっ

ぱりむずかしいものじゃないかと思5のですﾙｭ。

中村前の虫の問題にもどります澱ちょっと申しに

くいことですけれど。ネツキリムシを殺すイザリヤ菌の
培菱を25年度に始めだんですが，最近はいろいろ新し

い薬が出てきており蓑ずので，薬剤の方が経輝§だとい

う溌論に達して最近やめることにしました。

藍野防除という事になると経謎の裏づけを必要とす

るので，病菌とか害虫であってそれで被害をうけるもの

力轆物とすると，その原因が害虫といｵつれる場合,病菌

と､､つれる場合には経済矧嫡題になる。ところがそうい

《
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佐野マツクイムシの被害は，28年度が材稜で約200

万石位になっている。それをどのような計算で被害金鑛

な算出するか問題ですがね。

藍野これば肥料のように害虫による振潅噸とか，菌

害による損害額というよ5に，そんなにはできない。

佐野害虫の被害には出てこないのです。

藍野構れたやっとなると，枯れたやつも使えるし。

中村奥地林や北鰄首の原生林では虫害のためにしよ

つ中枯れています。こいつはとても被害の駆除が困難で

すね。そういうものをあわせたら大きな額になりますが

私等としてもちょっと掴みようもないんです。

北原はあ，虫害による被害というものもつかめない

わけですね。

中村少し位は穴をあけられても木は生きてﾛ艫して

いますのでね。一体損害額は何で出すかということがむ

ずかしいのです。 ‘ ‘
藍野枯れても木材として使えますしね。

、中村積れても売れる。処分ができるといずことがあ

り｡まずから，むずかしくなるのですね。

，村田山火事なんかの損害は･･ ・・

中村山火事でも，残った木が使えますからね。

藍野一ついかがでしょうか。会辻の方でほ関係して

いる所もあり，関係していない所もあると思うのですが

殺虫剤』殺菌剤ひっくるめて織布方をお話1ﾉ下さいませ
んか。

加藤薬と遮って方法の問題が大きいのですれ。

藍野どんな方法で，どんな薬剤の使用形態でまくか

ということで､ずれ。 I

黒沢大体の方法は土の方に霞<わけですね。葉を食

う虫なら将来ヘリコプターで薬をまくということも考え

られるの･です。

佐野福岡県でﾏﾂｹﾑｼの駆除にアメリカの駐留軍
の飛行機を借り寵してBHCの零脚をつかって1,500ガ

ロンですか…･･

藍野ドラムカンで10位．…。

佐野180町歩に対して]:,550ガロンまいたことがあ

りましたが，比較的良い結果が出たという報告がきてい

ます。

謹寄それから私の方から話し童すが，日本はご存じ

のように経済的ということ，飛行機やヘリコプターを使

うことができないで，動力撒布の方が，実施がわれわれ

の世界にマッチしたことになっている。そｵ職使って撒

布する，農業方面でも#それを使ってやっている，我為の

方でも数年来使われるようになってきたのでゆそういう

風にやっていてその範囲がどれ位かとい5’ことと，今の
ヘリコフ・ターは実際にまいている所もあるし，将来はそ

虫の方は大体主だったものをいいますと，木の葉を食う

ものと，穿孔虫力排常に大きな問題でして，虫鱈を作る

害虫もいます。食鶏生の害虫では，マツケムシ，プラン

コケムシ，ハバチ，シヤクトリ類，ズイムシ類等,穿孔

虫ではキクイムシ類，カミキリムシ類,虫襖害虫ではク

リタマバチ，マツバノ‘タマパチ，スギタマバチ等です。

そのﾀI昆虫ではありませんがダニの類も加害します。大

体皆さん亨存じのものガ琴いと思います。
佐野それでは民有林の害虫駆除鐵諜に対して林野庁

で行っている{露の内容について糖津に御説明いたしま

す。「識艤害虫等防除法｣に指定されている害虫，害

獣の駆除をした者に”都道府県を通じて国庫補助金を支

出しているのですが， 29.,年度の調諦膳虫防除の経費は

本庁の経費も含めて約2億6,800万円に及んでおりま

す。その内訳を種類別に申しますと，マツクイムシに1

億1,152万円，クリタマバチに6,662万円，マツケム

シに1j220万円，ハバチの駆除122万円翁タマバエ122，

万円，これは2通りにわかれておって，更に51万門あ

ります。マイマイガに5“万円，蝿颪に1'200万既

この中で薬剤駆除を行うものだけを取上げてもう一度申

上げますとマツケムシが1万町歩の駆除に対して1,220

万円，ハバチが1,000町歩に対して，122万円，タマバ

エの薬剤駆除が1,000町歩に対し122万円，遜鼠駆除の

38,000町歩に対する1,200万円，合計いたしまして

2,664万円が薬剤駆除費となるわけで，総額が2億6,800

万円ですから大体1割程度が使われております。

非幣に少いのでありまして，大部分がマツクイムシ，

クリタマパチ零薬剤を燐わない防除鞠こ使われておりま

す。

中村佐野さんの話は民有林の方ですが，国有称関係

をちょっと申し上げます。虫害の被害面談は約鵡,000

町歩位で4,800万円の駆除費をかけています。蝿試と野

兎の駆除湾濯鴬は冨藤責にいたしますと9万町歩位になって

おります。経費は5,000万円位だと思います。その中野

鼠の方は大体3万町歩位で，経費は4,000万円近い経費

がかかっております。その他弥窕の方で兎の方は主にワ

ナで駆除します。その術囲甫害も多少あ，りま､すが，そうい

5ものを駆除しまして1億円位が使われるんじゃないか

と思っております。

北原林蛎面における被害金額となると，どの位

見秋られているのですか。

佐野ちょっと記憶にないですが，被害僅度の見積が

困難なのて鋤購皇銭頃は出していないと思います。

北原それに対してこれだけの幾用が使われていると

いうようなものは。

藍野24，5年のあれが450万石です訓軋。

《
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ういう方面にい．くと思うのですが，経饗とデーターが少

いのでまだ発展していません。しかし近いI騨朝に試験と

事業とがぶつかっていくようになると思うのですが。

北原動力撤粉機の撒布距離は，粉剤ですね。

藍野あれは上昇気流にもよりますが，条件のいい時

には高さ20メートル前後までです。ハバチでやった場

合には大体80％，90％くらいの殺虫率があったからそ

れはやらない所に上畷して有効でした。上昇気流を利用

して相当の所までやれると思います。

村田浅間の山麓でおやりになったことを聞いており

霞すが，上昇気流を利用して駆除した実例は多いのです

から

藍野最近は相当やっています。試験的には茨城,長

野，新潟，九州地方，北繊首で行っています。 、

中村今全国的にやって諸ります。長野ではもちろん

北見の方でやりましたのはマツケムシですれ。それから

旭川附近でゴバイシバエに，又九州の方でもゴバイシバ

エやマツケムシにやっておりますし……。

藍野タマバエの方です。

村田齢自のいい機賊でしたら，ほとんどの場合間に

合うのですか。

中村かなり昇りますね。山の中でたき火をして煙り

が上ります”。あれと間違う位昇りますね。けれどもあ

る特定の所にやるのは困難ですね。風と場所との関連で
やはりむずかしいですね。相当面穣がまとまっている場

合はどこへやってもいいわけですが。小面積の場合は困

り蓑す。

藍野今の所重要害虫というもので，放っておけない

というものは穿孔虫です。

村田害虫に対しましては一応解決がついているので

すか。

藍野いやまだそういう所までいっておりません。

村田というわけにはいかないのですか。

佐野解決がついたとはいえないですな。たとえばマ

ツクイムシなんか，こいつは松の皮の下にいるのです。

それで上からBHCJt,その他いろいろな薬をかけても

なふ雄か樹皮の内部まで浸透しない。現在やっている駆
除の方法は,樹皮をはいで樹皮の中に入っている害虫を
樹皮と一しよに焼き殺してしまうので赤。樹皮を浸透し

て殺虫できる楽ができればいいので､すが。

黒沢熊本の汐燦…粉の日高さんですか，油のはい

った薬です。

藍雪あそこは前から関係がありましてね。松擬油を

使って，一番はじあはKP剤，名前力錘りましてBHC

の原末を入れているようです。

熊野朝日新聞で読みましたが，尾山合かで，クリタ

マバチの寄生菌のつく駆除法を使用したようなことがか

いてありましたがあれができれば何もいらなくなる。

パラチオンほいかがですか。

藍野ある一定の時にやれば虫痩はできるのですが，

栽霊でそうしたいというならやれるのでしょうが，山

の中の票ではなかなかそう簡単に，経済上叉方法論的に

うまくいかない。

北原面蹟に対する使用量はどういう計算軍出してい

るのですか｡たとえば福島の場合はどういう風に。

藍野湛の方で大体試験的にやっていて，実際にやっ

ているのは別ですが。

佐野予算上はマツケムシ等には1町歩あたり30キ

画グラムです。だけど実際は地形その他複雑な悪条件が

あって，30キロじゃ足りないと思うのだす。

藍野そゃはただばく然とやっているのではないのぜ
す。一応殺虫の室内謂験をやってその次に鰯外でやるわ

けで､す龍。そして薬遼が出ますが，実際に山電まいてみ

て殺虫率の議験と，ばらまかれる薬の鐙を検討するので

すよ。そういうこと這出してみますと，狂ってくる所も

ありますが，目的を達し得た維果が出てくることが判り

ます。

中村ハバチの場合なんか毎年やっているのですが，

毎年また虫が患てきますね。薬の鐙の問題もあるL，本

当に虫が死ん勤亀ど”低い所だったら見てわかるけれ

ども，20罰メーダー以上もある木がぞくぞく立っています

から全部を見るわけにはいかないので震っている場合も

ありますから，徹鐡勺にやるのは大へんなことです-ね。

藍野残った所を完全にや,り，虫の分散し得る蟻誰以

上をやらないと，やはり太って来てしまう。必ずやりに

くい所を残しちゃうでしょう。それから入ってくる。新

しい所新しし新と出てくる。浅間なんか追分から浅間に

いくあそこは民有林の所は非常にきれいになくなっちゃ

ったですなら国有林は非常に大きいですからね。

・中村舜冑林の場合は木が小さいようですから。

北原そうい,う点やっぱり農業と同じに集団防除の防

除面積とバランスがあるおけ歪すね。個盈にぼつぼつや

ったんじや駄目でしょうし，一せいにある程度の広さの

直瞳を一せいにやらなければ駄目ですね。

藍野民有林と国有林のコストプラン1，は違うのです

ね。鳧有林臓やらないと経菱が捨て金み津いに漆ってし

まうのです。

中村毎年徹底的にやろうということで相当な経喪を

かけているのです。

北原毎年同じものが出てくると思うとちょっと考え

させられるのですね。

藍雪国宥林の大きな財ばつの中にやと＃つれているの

一

￥

《
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で､すが'個人のやつのは生活がおびやかされてしまうの 研究会があるように聞きまして，その報告を聞いたので
ですからね。（笑声） 、 すが,識の方でもやっているモノブオールをリンゴの木

悲しい事に自分のものはよく手がけてやりますがね。 に麹っているのです。そして野兎が死んでいるのが出て

中村その点'飛行磯でやろうという事で試験場で協 いるのです｡忌避剤じゃないのです｡毒剤ですね｡非常
議しましてね｡j折力謹蚕地帯だもので勘BHCをかけて にそれで効果をあげているという報告なんですが，あれ
は困るというのでやらなかったんです。 私の方舌サンプル壷作りまして，調喬先生に持参したの

加藤けだものの害というのは相当あるわけで，実際 ですが，その後報告左聞いてい麓いのですが，ああいつ
私の所は森榊M合でございますが,今日も理事会をやつ たものはいかが‘でしょうか。

ていてウサギの雷力振逓多くて困る。銃だのワナだとか ‘藍野そういうのぱ研擁部で謎淡していただきたい。

でなくてもつと梶本的な駆除法はないかということがで 鵜野野歌とかウサギの害に困っているのだといって

たんですが’薬品の関係でそういうことは考えられるの おりまして，非常に興味もっておられたようですが。

でしょうか。 藍野林業的な防除は誰常に大きいので”§・
熊野その点ですが，案は私昨年回ってきたんですが 熊野レペレントになると高くつきますね。

アメリカで面白い方法がある。ウサギの害でこれは森林 村田これも野獣なんで弓-が，北海道は雪が深いので

じゃないのですが’果樹園がウサギの害にﾎ鱈やられる あそこの泳業の病虫害の託瞬を見ますと，魚油に硫黄を

というの冠′殺すんじゃない方のレペレントですね●臭 、スが,ましてその液をぬっておくと効果があるという事が

覚によって逃げていくのですが，そういう薬が大分使わ でておりますね。

れているのです。面白いと思って帰って来たんですが， 黒沢今レペレントが出ましたがテストレペレントで

森林の場合そういう風なレベレントでもいいかどうか問 発莱大豆をたべますね。ドイツではスズメの場合はノリ

題はありますが。 をぬりま､すね。日本の雀ははしまで食うのです。ドイツ

加藤要するに近づけなければいいのです。コールタ の雀と日本の雀と味が違うのじやないかと思うのです。

ールをぬっている所もあるのですがこういう事も近づけ 村田オカ篭の種の防除をやって色をぬるとはじめは

ないという方法でしょうが。 色でおどかされるんですが，はじめ食わないのですが，

中村コールタールでは効果が少ないようです。私の 少しやってみて忌避してしまう。何年かたち議すと，何

見たところでは′コールタールをぬってあるところを残 年も生きているわけじゃたいでしょうが，だんだん効か
してぬってない所を食っちゃっている。（笑声） なくなってしまうのでず。現在では長野県あたりの陸稲

丸山ナフタリン′クレオソートなんかほどうでしよ は，陸苗仕立にしますから，カゼイン石灰とサイエンを
な

うか。 まぶしてやって鎚り蓑す。

中村開いたことはないですね。 瀧元村田さんは大分その方面を斫究しておられる。
丸山あの効果はどういう．．… 、 村田菅ね。

藍野ニコチンでしたか。それはある程度忌避剤です 熊野坪ペレントのこういうやつをネズミその他に対
な。なかなか皆さんの方もいろいろ苦労しているのでし してはレペレントの研究が非常に盛んでございますね。
ようが’こっちでもいろいろアンコレやって魚油とか， 丸山やって見なければわかりませんが，私等の考え
コールタール，例のニコチン, トリカブト等。 方ではウサギの方はネズミよりは嫡末がしやすいという

中村もつともコールタールを塗った当時は効果があ 感じをもっておりますがね。というのは相当行動の形が

つたかも知れませんよ。永く続く忌避剤があればまた別 間題溌ありますからね。一定の場所からよせつけないと

かも知れまぜん。 いう考え方は林業方面壷はむずかしいかと思い議す。こ

佐野この間′北大の犬飼先生が，伊豆半島南部にあ れは殺菌則殺虫剤の場合考えられるのです。やっぱり
る王子造林の山をみてこられたのですが’相当野兎にや そのものを殺すしか方法はないと患うのです。

られているそうでず。その被害状溌を篭聞きすると’野 藍野レペレントにしても殺し方についてもいいもの

兎は非常に繍病な性質をもっているものですから，自分 があれば研究して出してし、ただく。大きくいえば野兎が

の姿が自由に見透される所謹極端に嫌う。従って雑草潅 非総に多くなったから，それをへらしつつも薬の方で力

木類がきれいに掃除のできている造林地は被害をうけて バーできればという，今非常に被害が多‘くなっている。

いないということです。これは薬剤とは関係のないこと 北原森林の方じゃ兎害と鼠害はどっちが多いのです

ですが。 か°

丸山先年アメリカのウィスコンシン大学にそういう 佐野現在被害面積はウサギの方ば国有林，民有林合
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座談会：林野防疫特に薬剤について

廷まして6万町歩くらいです。ネズミの方は，従来から です。品質が安定していないというか，墳趾剤は常に一

真漢咋駆除‘を実施してきているので,現在淡謹誼準とし 定のものを使っているのでしょうか。
てあらわれてきているものはウサギより少くなっており 丸山そうはいきません。

まず。しかし被害の実態がウサギの方はカラマツの例を 尿井それにかなり影響されるのじやないかと思うの

とりますと雪の上に出た芯を喰5だけで，枝の方は残つ です。上に向って動力撒粉器でかけるということになる

ておりますので，これがまた芯になって伸びてゆきます と増量剤の品質が非當に影響するのじやないかと思うの

から品質は落ち又生長も一時弱まるとしても枯れるよう です｡薬そのものの品質ガ窪る筈はないとわｵI劇つれしろ

なことはないのです。ところがネズミの方は根元の幹の 5と考えで考えるわけですが，同じマー〃の薬でも購入

樹皮をグルッとたべてしまうので，樹液が上らなくなり した日ガ鐘うと効果愈鐘5というものがあるのです。
したがって完全に枯死してしまうことが多い。したがつ 村田メ戸カー毎に増騒剤は違いますが，個盈のメ戸

て被害の程度からいったら鼠害の方溌ひどいの壱す。し カーにつきましてはいろ､､ろな塘駄剤をつが,､ますが，
かし積雪の少い地方では小さい苗木を先端から喰うので 会社として採用するいわくがあるのです。どうもそれが
枯死す-る場合が多く，鼠と変らないひどい損害左うける 望み通りになりにくい。ところが製造に追いかけられて
こともあります。 間に合いかねるということが溌こってくるのです。粉剤

村田熊野さんの方は色ですか，味ですか。 としまして数万I､ン， 10万トンのものが，最近そう計

熊野味の方看す。 、画通り入りにくいという場合には，その欠点がある程度
村田モグラですが，これは私闘かれて立往生しちゃ おこる場合がなﾙ､でもない。そ弓いう風にしたくはない

ったんですが，聞いてる人の中で応援隊が出まして，釣 といっても間に合わないのです。また貯蔵中に多少窪質
一バイトをモグラのトンネルの中にぽうり込んで鈴けば しましていくら力鍵るという事もあり得るのです。従つ
解決できるというこういう話しです。うまいことだと思 ておおぜのようなことにならな！‘,とも限らないのです。

いました。 加藤それから病気とか虫じゃないのですが,除草剤
黒沢昔コールタールもやりましたね。 ， というか，草ですね。どこに使っても確かだというそう
村田カーバイトなんかだと出られなくていいと思い いう薬が,i棒試験場の立場ではっきりそう・いうものが

ますね。 あるということがいえるでしょうか。

加藤それから実際に新しい薬，薬品といいますか， 永井ちょっとそれは私共専門外なのです。
こういうものをi琴使うという立場に私共立つわけで， 加藤そうでござ､‘､ますか。

直接に製薬会社から漉の所に組合関係に広めてくれとい 示井造林の方ではやっていると思います。

うことでもってこられるのですが，こういうものを読ん 藍野害虫関係の｡ですといろいろ試験はしており議す
テ

だだけ息では一応効果はあるとしても，結局専門的知識が が効果が適確で，いつでも手に入るというような薬品に

ありまぜんから満讓試験場に詣瞬,､してやっているので。‐ついて野外試験をしている。その範囲ではそう優劣はな

すが，ポピュラーなものはいいのですが,何力噺しいも いと思い誉する防除すべき害虫に対する適用薬剤をきめ

のはその結諭と申し毒すか,今日大へんこのお話しを伺 て，適用性によって， BHCあるいはDDTを使用す
いまして，今の話の中でも頼りない声がなかったわけで る。パラチオンの方は試験をしておりますが，やっぱり

すが，実際の見通しはどうでございましょうか。普通に 山では溪流の水をのむとか，そういういろいろな危険を

使っているもの以外で実際に実用に供せるというものは 考えてみて，農業で使っているような必喪にせめられて

あるでしょうか。どうでしょうか。 おりませんから，そこまでは今の所実際にやる必要はな

藍野今使っているもの以外にすぐ満用できるもので いのでしょうか。

すね。 大内システミツクは鈍険をなさったことはあります
加藤ボルドウ液は新しいものでもないでしょうが， か。

実用に供せられていいものが，供せられているのでござ 藍野はあ，去年もやって，今年もやっています。樹

いましょうか。 木の中における薬のトランスロケーションを考えて防除

永井さあ，新しいものといわれても何ですが，大体 試験をやっています。なかなか試験地をもっていないも

病害関係でﾎｨ錐方面毛つかっているのはボルドウ液を除 のですから制約があります。土壌地理位でできるという

<とウスプルン，セレサンが多いのじゃないでしょう ことなら非常に簡単ですね。危険度はありますけれども

か。どうも私共粉剤を使いたいのですが,今年買った薬 。いいということになれば，応用される面も出て来ましよ
と去年買った薬と同じ商標でも効き力謹うことがあるの （29頁下段へつづく）
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（2）細則

昭和10年10月27日

昭和12年2月6日

昭和13年2月28日

． 細 則 ｡ （改正の要点のみ）

． 昭和12年2月6日一部改正

第7条 ‘(旧第8条)定款第15条に依る委員の数は左

の基準とす

帝室林野局 3名

東京帝国大学 1名

東京高等農林学校’ 1名

山 赫 局 6名
東京営林局 4名

林業試験場 2名

其 他 3名

第12条 （旧第13条）理事会は毎年12月末日迄に翌年

度予算を査定し翌年2月末日迄に各事業部及支部の予

算を配賦ず ，

郷峰（旧第17条）各事業部は毎年1月末日迄に前

年度収支計算報告を本会に提出すべし

支部は毎年1月20日迄に前年度収支決算報告を本会に

提出すべし

第17条各事業部及麦部は前年度事業ﾛ噸の概要を収支

決算報告に添付提田すべし

第18条各事業部は毎年12月10日迄に翌年度予算書

を本会に提出すべし

支部は毎年11月末日迄に翌年度収支予算書を本会に

提出すべし

第19条各事業部及支部の前年度剰余金は毎年1月20日

迄に本会に納入すべし

第20条支部は毎年6月末日迄に当年度会澱を徴収者氏

名添付の上本会に納入すべし

第21条支部は所属会員に移動叉は死亡ありたるときは

直ちに之を本会に報告し毎年10月末日迄に支部会員

名簿を本会に提出すべし

第22条支部重要なる集会を開くときは其の期日を予め

本会に通知し終了後其の状況を報告すべし

興林会細則制定

細則を一部改正

興林会の社団法人化により定款

と同時に改正

細則一部改正昭和13年10月22日

－

興林会細則 （大要）

昭和10年10月27日制定

第i条本会の事業に関する細則は別に定むる所に拠る

第2条雑誌「こだま」は3月，7月，11月の3回発
／

行ツー

第3条会員死亡したるときは本会より弔詞及弔慰金10

円也を臘呈す

第6条本会に事業遂行上必要なる有縛職員叉は掘託を

溌く

職員又は蛎託の任免は理事長之を行ふ

第7条常務を担当する理事及委員は理事会の定むる報

酬を受くることを得

第8条本部委員の選任基準次の如し

山 林 局 4名

林業試験場 2名

東京営林局 3名

帝室林野局 2名

東京帝国大学 1名

東京高等農林学校 1名

第9条委員の憾靭は役員の任期に準ず

第10条委員は理事会に出席して所管事項に関して意見

蓬開陳することを得

第13条理事会は毎年12月末日迄に翌毎度予算を査定

し翌年3月末日迄に支部の予算を配布す

第17条支部は毎年1月末日迄に前年園Ⅸ麦決算報告を

本部に提出すべし

第18条支部は毎年11月末日迄に翌年度収支予算書を

本部に提出すべし

第19条支部は毎年6月末日迄に当年度会費を本部に納

入すべし

支部必要と認むるときは本部の承認を得て一定額を支
部に保留することを得

19
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社団法人興林会細則

昭和13年2月28日與林会が社団法人とな

り，定款の改正が行われたと同時に本細則も改

正されたが，内容については殆んど変更なく，
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ただ首題が欧正されたのみで遡る。‐

條文の掲記は省略）

10． 庶務会計部に於ては左の事務

（1）総会及理事会に関する事項

(2)会計に関する蘂、

（3）庶務に関する事項

（4）他部の主掌に属せざる事項

第3条各部には部長及幹事を麓き理事を以て之に充て

理事長之を指名す但し庶務部は常務理蕊之を主掌す

第4条委員は理事長の定むる所に依り各部に配属す

第5条部長は各主掌事業の細則草案を作製し又毎年度

事業計画書粒編成し理事会に提出すべし

第6条各部長は事業細則並に理事会の承認を受けたる

裏業計画書に基き事業を実行すべし但し事の異例に属

し叉催特に重要厳る事項の処理に付ては理事長と合議

すべし

上記の事業部分科蜆瀧端I定に伴い部長並に幹事委員を次

の通り決定した

、 事諜剃部長及幹事並委員の所属
（昭和11年6月3日決定）

社団法人興林鋪II則 （改正の要点）

昭和13年10月22日一部改正

第2条雑誌「こだま」は毎月エ回之を発行す

（3）事業部に関する諸規程

各鏡程規約等の沿革は次の通りである

昭和11年6月3日 事業部分科規程制定

昭和n年10月2日 共済部規約

宣伝部，出版部,職業紹介部，

賦買部，発明奨励部，興益部等

の各事業細則を制定

昭和11年]1月20日林野経営指導部事業細則制定

昭和16年3月31日事業部分科規程改正

昭和18年6月23日興林会部削を制定

（罐葡瀞；科規程並に各部細則）
以下順次各鏡程に融ついて摘記する

壷

－

部 別 ｜部長｜幹事｜委員
宣伝部津村昌志岡村喜代策岩田章

出 版部早尾武麿太田勇治郎藤村重任
三井鼎三
麻生誠

検定試験部薗部一郎大泉勝吉島田錦蔵
夏目正

職業紹介部宮沢保美早尾丑麿撫鱸
購買部松本正己馬場賀訓騨蕊
興益部貴島津三北玉樹大島卓司
発明奨励部藤岡光長杉浦庸一清野要

林蕊経営指導部田中八百入北川魏南時次

共済部薗部一郎馬場賀訓懸鑑

購…都奮繍囎畷,;簿

4

事業部分科規程 （大要）

昭和11年6月3日制定

第1条定款第4条の事業を施行する為本会に左の10部

を置く

1．宣伝部 2．出版部 3.検定試験部

4．職業紹介部 5．購買部 6.興益部

7発明奨励部 8.林野経営指導部

9．共済部 10．庶務会計部

第2条各部に於ては左の事務を掌る

1．宣伝部に於ては演説会講演会，展覧会等の開催

其他林業智識の普及に関する事務

2． 出版部に於ては図響，映画フイルム及機関誌の発

行に関ずる事務

3．換定試験部に於ては林業按馴籍資格検定試験に関

する事務

4．職業紹介部に於ては林業教育修得者の職業紹介に

関する事務

5．購買部に於ては会員の物盗購入配給に関する事務

6． 興益部に於ては林業に関する各種権利の取得行使

及擁護に関する事務

7．発明奨励部に於ては林業並林産に関する発明の奨

励助長に関する事務

8．林野経営指導部に於ては林野の経営に対する指導

に関する事務

9．共済部に於ては会員相互の救済に関する事務

画
髻

一
側
『

共済部規約 （大要）

第2条本部は部員の相互救済を以て目的とす

第5条本部の役員は興林会の役員な以て之に充つ

第6条本部灸員は興林会鳧員たることを要す

第7条部員は部費として毎月1口（金1円）以上本部
に納入するものとす

第10条救済金は左の6種とす

1．疾病給与金 2．死亡総与金

3．脱退給与金 4．年功給与金

5． *謡I年功給与金 6．罹災給与金

第19条・本部は黄金に余溌ある場合は部員に貸付するこ

－42－
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とあるべし，貸付金額は1口に付50円以内と壹

第20条興林会附属事業に依り得たる剰余金は左記補溌

を要する場合に充当すること左得 善

1．部員10年未満にて本部を脱退したる場合当該部

員が受くべき脱退論与金及年功給与金腫対する相当

額の補給

2．19生以降溌任準備金の不足額に対する補給

得

第5条本会々員にして就職叉は転職を希望する者は就

職叉は転職を必要とするに至れる事清及絵料其他希望

事項を藷謁し履腿藩2通を窓へ当部長に申込むくし本
会為員以外の者にして当部の認むる事情ある場合に於

ては前項の申込を受理することあるくし

第6条本会会員にして一身上に関する相談をなさんと

する者は其の事惰を詳記し当部長に申込むくし

第8条当部の取扱蕊項は秘密を畷守し顯込者嘩に照
復するを原則とす

宣伝部事業細則 （大要）

昭和'1年'0月2日制毒
第3条当部に於ては槻a左の事業を行ふ

1．講演会の開催

2．展臨会，映写会，座談会，旅行会其の他林業智識

普及発達に演すべき会合の開催並宣伝に関する出版

物の配布等

・ 3．地方支部其の他の講演会等に講師派遣の斡旋

4．地方支部兵の他映画フイルム，展覧会材料等の貸

出斡旋

第4条第3条第1号の会は毎年1回は総会の際庭其他

’ は適宜の時期に開催す

第5条第3条第2碁の会号は適宜の時期に開催す

第6条第3条第3号及第4号の斡旋は申込者に於て所

要経費を負担するものとす但し事情に依り所要計費の

一部を本会に於て補助することあるべし

購買部事業細則 （種》 ・

昭和11年10月2日制定

第1条当部は会員に必要なる物資の購買配給に関する

事務を主掌す

第3条当部に於て取扱ふ物品の品名価諾其の他必要な

る事項は「こだま」誌上其の他の方法に依り之を発表

す

第4条物品を鱸入せんとする者は直挨当部叉は所震支

部に申込むくし

第5条物品の代金は特に指定したる場合の外は総て現

金払とす

故なくして物品の受領を拒むことを得ず

第6条前条第1項現金以外の場合に於ける配給総額は
1人1ケ月に付各自の給料月額の2倍を以て限度とす

第11条当部の事業に付ては随時本会監事之を監査1‐
｡

一

0

幸

・ 出版部事業細則 ．（大要）

昭和n年10月2日制定

第3条当部に於ては概鰄左の図書映画を発行す

1．雑誌「こだま」並会務報告叉は宣伝図書

2．興林会叢書

3．某他会員に頒布すべき各種図書

4．理事会に於て決定したる図書映画

第4条本会員にして其の編著に係る図書及映画を本会

より発行せんとする者は要領を具し当部長に申出づく
し

第5条当部は本会員の申出に依り図書及映画発行の斡

旋をなすことを得

前項の斡旋を受けんとする者は雲霞を具し当部長に申

出づくし

発明奨励部事業細則 （大要） b

職和11年10月2日制定
第'条当部は本会々員の新規考案及発明の助長並奨励

一

に関する事務を主筆す

第2条当部の事業中技術に関する事項を審議調査する

為調査委員会を置く

調査委員会の内規は別に之を定む

第3条本会,均Q員の発明考案にして其の優良なるもの叉

は実施の効果顕著なるものは之を推薦し表彰す

第4条本会々員の発明考案に対し技術上の相談M"じ

又法律上の疑義に付専問家の意見を仲介す

第5条本会々員中発明考案実施の前提として其の見本
多

の試作叉は試験を為さんとする者に対しでは其の申出

に依り溌査の上補助金を交付まることあるくし

第6条発明，考案，意匠の懸鴬募集をなし叉は依頓に

依喫代って其の事務を取扱ふ

第7条林業林学に関する発明展覧会を開催することあ

るべし

←

屯

職業紹介部細則 （準）

‐ 昭和n年10月2日制定

第2条当部は本会玲員及其の資絡者の職業紹介其の他

身上湘談に関する事務を主掌す

第4条当部は参与を澄き'齢Iの事務を委嘱するこどを
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Q発明奨励部調査委員会内規 (霊） 第9条受験志願者は受験願書と共に毎回試験手数料を

受験地たる本部叉は支部に納付すべし第1条調査委員会は発明奨励部の技術に関する事項に

付理事長の諮問に応じ意見を開陳す

第2条委員会は委員長1名，委員10名以内を以て組

識す但し必要ある場合に於ては臨時委員を置くことを

得

第3条委員及臨時委員は理事長之を委嘱し委員長は当

部長を以て之に充つ

第4条委員の任期は2年とす但し重任を妨げず

第7条委員会に幹事を温き当部幹事を以て之に充つ

林野経営指導部事業細則 （大要）

昭和11年11月20日制定

第3条当部に於て取扱ふ事項は差当り左の通りとす

1．施業計画に関する事項

2．林野の澗瞬叉は材穣調査に関する事哀

3．造林に関する事項

4・林産物兼賑に関する事項
5．林野価＃撫定に関する事項

6．林業用具機械の販売及考案に関する事項
7．製樹所木江:所其の他の設骨I叉は工事に関する事項

8．其の他林業に関する事項並質疑応答

第4条前条の事業を行ふ為必要なる経喪の全部若くは
一部は委託者の負担とす

興盆部事業細則 （大要）

昭和11年10月2日制定

第1条当部は林業に関する各種権利の収得行使及擁護

に関する事務を主掌す

第3条当部に於て行ふべき事業は差当り左の通りとす

．1．林業に関する各種権利の擁謹

2．林業に関する各種特許権の取得及売買の斡旋

3．興林会の有する各種特許権の行使及処分

4．水利権地上権其の他林業関係各種権利の取得及斡
旋． ，

5．林産物左利用する各種事業の斡旋及実通

《
扉

其の後事業部各部の部長幹事委員左昭和13.年には次

の通り変更して居る。

事業部部長及幹事並委員の所属（昭和13年）
『

部 別 ｜部長｜幹事｜委頁一
I

宣伝

出 版

部
部

津村昌志

太田蕊治郎

岡村喜代策

大塩義男

中本元行

麻生誠
三井鼎三

島田錦蔵
夏目 正

南時次

蕊謡
三浦辰雄

蕊海讓
弓納隷雄允

蒲野要
工藤八郎

難騒
佐藤正左右
矢野健一

W果雫黍

’ ゴ

科蝋術者資格検定試験規則 （大要）
’

昭和11年10月2日制定

第1条本検定試験は有能なる林業技術者を注会に推薦●

するを以て目的とす

第2条試験は毎年1回本部叉は特定支部所在地に於て
之を施行す

第3条試験は第1種,第2種,第3種の3種に区別す

第1種試験は大学令に依る大学農学部林学科の課程を
標準とす

第2種試験は専間学校令に依る高等農林専問学校林学

科の課程を標準とす

第3種試験は実業学校令に依る林業教育の課程を標準
とす

第4条第ユ種及第2種試験は継続3ヶ年以内に第3種

試験は継続2ケ年以内に分割受験することを得

第5条試験は興林会に於て選定したる試験委員之を行
ふ

第6条試謝ま筆記，口述の二雛とす但し第1種試験に

ありては林業に関する論文を加ふ

第7条試験全科目に合柊したる者には合絡証書を附与
す

第8条試験合格者の氏名は雑誌｢こだま｣に之を発表す

稜走試験部
g

職業紹介部
購買部

薗部一郎 大泉勝吉

白沢保美

真崎脩

太田勇澤H

馬場賀訓

輿，益部 貴島圭三 北玉樹

《
必
二
一

発明奨励部

林野経営指導部

共済部

庶務会計部

藤岡光長

田中八百八

菌部一郎

辻行雄

北川 魏

馬場賀訓

太田頚治郎

吉預喜八郎’

事業部分科規程 （大要）

昭和16年3月31日改正

第1条定款第5条の事業を実行する為本会に左の8部
を置く

1．総務部2．宣伝部3．出版部

4．共済部5．購買部 6．興益部

7．林野経営指導部 8．調査部
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社団法人興林会脅剛第2条各部の事務分掌を左の如く定む

1．総務部に於ては各部事業企画の統合調整，庶務会

計並他部の主掌に属せざる事務

2．宣伝部に於ては識演会,展覧会,映画会の開催其

の他林業智識の普及に関する事務

3．出版部に於ては機関雑誌及図書の発行，映画フイ

ルムの製作に関する事務

4．共済部に於ては会員の職業紹介，貸住宅,違築其

の他会員相互の救済に関する事務

5．購買部に於ては会員の生活物資購買配給に関する

事務

6．興益部に於ては林業に関する各種権利の取得行使

及擁謎に関する事務

7．林野経営指導部に於てば林野経営の指導に関する

事務

8．調査部に於ては林業休産に関する調査並研究其の
他林業振興に関する事務

第3条各部にI喪部長及銅罪を置き理事を以て之に充て

理事長之を指名す但し総務部は常務理事之を主掌す

第4条委員は理事長の定むる所に依り之を配属す

第5条部長は各主掌事務の細則草案を作製し又毎年度

事業計画書を編成し理事会に提出すべし

第6条各部長は事業細則並理事会の承認を受けたる

事業計画書に基き事業を実行すべし但し事の異例に属

し叉は特に重要なる事項の処理に付ては理事長と合議

すべし

附則

本規程は昭和16年4月1日より之を施行す

役員及委員配属表 （昭和16年4月）

(罐）

昭和18年6月28日制定

従来の事業部分科鐸及各部細則を廃

止

第1条会務を遂行する為本会に左の6部左置く

1．総務部2．組織部3.情報部

4.事業部5．研究第一部6．研究第二部

第2条総務部は会務の総括及常務の執行の為概ね左の

業務を行ふ

1－7略

8．会員の共済に関する事項

9．其他他部に属せざる事項

第3条'組織部は本会組織の整備強化な図る為概ね左の

業務を行ふ

工．支部の分会運営に関する連絡及督励

2．会員相亙の連絡

3．「興林こだま」の発行

4．会員の講習及練成

5．会員のの盤得

6．会員名簿の整理

第4条情報部は本会の対外活動に依り本邦林政を鎧筐

する為概ね左の業務を行ふ

1．関係官庁に対する陳捕建議及連絡

2．関係会社組合其の他諸団体に対する協力及情報連

籍

3． 技術報国運動に対する協力，推進及連絡情報

4．講演会，展覧会其の他林業智識の普及及宣伝

､第5条事桑部は林野経営の向上及林業関係者の学術練

磨と福利増進の為概ね左の桑務を行ふ

1．林野経営の指導

2刷薬泳産に関する各種柵Iの取得,行使擁護及斡
旋

3．会員の生活物盗職買配給

4．関係図書の発行

第6条研究第一部は林政の進展を図る為胤溺ﾕ左の業務

を行ふ

1．林政上の諸問題に関する企画立案調査及研究

2．林政に関ずる研究会及調査会の設置及委嘱

3．林政に関する調査研究成果の発表

第7条.研究第二部は林業技術の振興を図る為概ね左の
義務を行ふ

1．林業技術上の諸問題に対する企画立案調査及研

究

2．林業技術に関する調査会及研究会の設置及委嘱
3．林業技術に関する調査研究成果の発表

《
一

@

鼻

暴晶震基儀患
部 別

総務

’
（
堂

:|霊鋼;'霧室
山内倭丈夫

部’野村進行麻生誠

部伊藤正斌鈴木一郎

駕睾|鑿毒

薦#|鱸'霧
山内

共済部’野村進行麻生

購買部伊藤正斌議
輿益部佐藤敬二田中

林野経営指導部大塩義男

”篝“|鋤'零三'幾三爵
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5．各部部長は責任を以てその所管な主掌しその実行に

は会務全般推進の観点よりなるべく常務理事他部長と

も連絡をはかる様心掛くること

6．各部業務は必ず計画的に施行Lその経過予定等は常

に明瞭ならしむること

7．各部会はなるべく頻繁に開催し業務の進捗を期する

こと

8．綜合部会,綜合委員会臓本会振興の推進中核体たる

を以て少くとも月2回ほ開催すること

9．綜合部会Iこは各部々長の他必要ある部員も出席せし
むること

10.綜合部会，綜合委員会はその部所属の事項は勿論な

るも筒本会振興の推進母体たるべく運用をはかること

11．綜合委員会は委員を以て構成し筒常務理事の出席を

以て上下連絡の緊密を図ること

昭和18年度委員

山林局栗田熱又野康秀，緒方 勇

難波博,塚野忠三，中谷邦武

三宅博，楠本感吾,浅井吉次

近木末夫，石橋勝造，刈掩武夫

橘元祓一，岡本亘，金井太郎

黒川清吉，藤井悦雄，関川丈之亟

北村長六郎，小林正義

東京営林局百瀬凱二，石井誠,小田 精

五代儀喜代治

林業試験場三井計夫，内田 憲

帝室林野局石田策郎，大友栄松

議蕊杉満真竹

蒸鑿藝淘II恭三
譲灘矢野栄
雲瀞鴬伊藤糖一

第8条各部に部長1名，部員若干名を置く

部長は理事の中より理事長之を指名す

第9条総務,組織』情報及事業の各部燕員は定款第16

条の委員を以て之に充て理事長之を指名す

第10条研究第一，研究第二部々員は理事長の指名に依

る本会委員及理事長の委嘱せる署を以て構成す

第11条各部業務遂行上必要あるときは職員を置くこと
を得

第12条各部々長はその所管業務に関し毎年収支予算書

業務予定書及決算書,経過説明書を理事会に提出すべ
ｰ

し

第13条綜合部会は会務遂行上必要ありと認むるとぎ及

部長より請求ありたるとき常務理事之を招集す

第'4条綜合部会に於ては各部所管事項に付報告L各部
業務の運営調整其他会務に関し協議するものとす

附則

第'9条桂団法人興林会事業部分科幾程は之塞廃止す
第20条社団法人興称会各部細則は之を廃止す

第21条本規程は昭和18年7月1日より之を施行す

〆

へ

』
上記の通り新たに制定された社団法人興林会部制に基

いて次の通り会務の分担が決定された。

昭和18年塞務分担表（昭和18年6月28日）
凸

部別|部長｜ 部 員

総・務

組織

部
部

霧
鈴

塚野,難波,~右弄,岡村,小田，
三宅，金井

蕊識溌
栗田，百瀬，荒川，三井，内田，
叉野，中谷，小田

濯蟻壽'緒方(他に理事長よ
蕊1胃騨伊'閏瀬(他に理

蕊
木

情報

事業

研究第一

研究第二

部
１
部
１
割
門
部

柳
近
三
田

下
藤
浦
中

一

筒同時に各委員の間に於て次のような申合迂が行卦つれ
た。

昭和29年5月10日発行 頒価60円

林業 技 術第147号

編集発行人松 原 茂

印刷所合同印刷株式会社

申合

1．選蘂会は本錘営の中心たるを以てなるべく頻繁に

開催すること

2．琴妻会には議震によりなるべく顧問をも招請するこ
と

3．選蘂会に侭郡長理事必要と認めたるときその部員を
出席せしあること

4．理事会は定款の定あによる法制的要請のみに囚はれ

ることなく本会運営，本会振興に関する責任的機関と

しての運用に重点を置くこと

▲

発行所 祗團法人日本林業技術協会
東京都皇f代田区六番町七番地
電話（33）7627．9780番
振替東京60448=

、
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第5回霧實論女募集要綱

！ 論 題
次の2題のうちから自由に選択すること。

（1）林業会団の張化方策を論ず
②わが国国有林の本質を論ず

2入選及び賞一
特費農林大臣賛(副賞10,000円）1名 1席林野庁長官髄（副賞8,000円）2名（以_E申請中）
2席林業技術協会賞（副賞4,000円）3名 佳作賞 品 若干名

3募集規定 、
◇応募者の資格は限定しない。
◇論文の大きさは一題につﾙ､て2万字（400字詰原稿用紙50枚）以内とする。
◇論文には別に要旨を記した梗概（800字程度）及び略歴を必ず添付すること。
◇1人で2題に応募することは差支えない。
◇募集締切期日昭和29年9月末日
◇論文送付先東灘II千代田区六番町七番地日本林業技術協会
◇応募注意 ・(イ）封筒の表紙に「懸賞論文」と朱書すること。（ロ）封筒及び論文には必ず住所氏名左明記

すること。 ′(ハ）応募論文は未発表のものであること。（二）応募論文は返還しないP (ホ）入選論文の版
・権は本会に帰属するものとする。

4審査員 （委嘱中）
審査長林野庁長官柴田 栄氏
審査員林野庁林政部長幸田午六氏 林野庁指導部長藤村重任氏

林野庁業務部長石谷憲男氏 林業試験場長大政正隆氏
東京大学教授島田錦蔵氏 参議院専門委員倉田吉雄氏
東京大学講師野村進行氏 元林野庁業務部長佐木義夫氏
赫業技術協会理事長掻川恭佐氏 ．

s発 表 審査の結果は「林業技術｣誌上に発表すると共に入選者に通知する。
垂催 社団法人日本林業技術協会

後按 農 林 省

､‐

gq

第3回林業嶌眞コンクール作品募集要綱

1 題 材 『森林または林業を主題とした活ける場面』
2入選及び愛

特選農林大臣賞(副賞5,000円）1点1席林野庁長官徴(副賞3,000円)3点（以上申請中）
2席林業技術協会数(副賞2,000円）5点3席斑 金 1,000円10点
佳作．蝋 品 50点

3募集規定
◇応募規絡は限定しない。
◇写真の大きさ 四ツ罰以上に引伸したもの
◇締切期日 昭和29年8月末日
◇送付先東京都千代田区六番町七番地日本林業技術協会
◇応募注意

（イ） 1人で応募する枚数に制限はない。
（ロ）応募作品は昭和28年9月1日以降に撮影したもので未発表のものであること。
（ハ）広範囲に応募者を求めたいことと，技術水準の向上を期待するため，応募作品は支部,分会にお

いて予選したものであることを原則とする。但し個々の出品も拒まない。
（二）作品の裏面には次の事項を明記すること。

::蕊め場壽::駕閣駕繰軍謹雛留美の驚糞墨があれば附記奄られ函､。
e

、胸議轤篭鑛歸』と朱書すること。
（ト）応募作品の展覧，発表の権利は本会に帰属するものとする。

4審査 員 （委嘱中）
・写真の権威者塚本閤治氏 農林省光画会副会長石川東吾氏

林野庁林政課長臼井俊郎氏 林野庁1形E普及課長原 忠平氏、
日本林業技術協会常務理事会

5発 表審査の結果は『林業技術』に発表する。
室催 社団法人日本林業技術協会
後援 農 、林 省
協蓑 財団法人林野共済会

（詳細は本誌145，146号を御覧下さい)‘

Fﾆﾇ
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L 三

〃

イ

遅れず’関係の文献にも目を通‐て行く問題左取批5。

第]6司7章では,近代社会における科学の教育面,教
誕面を’第’8章では必要な人輩だけ科箏者遼作る教育

や訓練について論ずる。第19章士,≦議論で,第18章ま

でに出された提案を,実行に移弓琴注について述べる。

民主主義国家においては，科学を農展させたり，又それ

を応用する責任は′最後は，国民.b一人一人の双肩に，

かかっていることを強調しな碗心ばならない。科学者

は，ただものごとを可能なx職に.することができるが，

ものごとをなしとげるのは,国軍D一人一人すべての責
任である，と結んでいる。

目 次

まえおき

はしがき

〃第1章どんな世界のために

第2章英国経済の2，3の面

第3章英国の重要産業その1，蝿畠sよび動力

！ 第4章英国の重要産業その2，重化学工業
第5章英国の重要産業その3，工学工業運輸お

よび通信

第6章英国の重要産業その4，農業

第7章明日の工業プラスチック工業と醗酵工業

第8章保健および医療業務

第9章食品工業と消菱財工業

第10章建築および住宅設計

第1ﾕ章消費者研究 、

第12章行政における問題

第'3章科学に潟ける基礎研究の将来

第'4章科学の企画と財政

第'5章科学研究のための便宜
、

認6章文化の一部としての科学

第'璋一般教育における科学

第18章科学者の訓練

第'9章･科学に対する政策

訳者あとがき

索 引

（筒本書は定価の1割引で（290:円）農林技術懇話会
でお取次ぎ致し霞す）

調煎
瑠刷卿「 新刊書紹介

畷学と国民」

創元社の創元科学叢書51「科学と国民」が昭和29年

5月発刊になった） 嘆国化学者協会署，亘理信一訳

B6,315頁，定価320円）

科学者の研究環境を改善して，科学者の研究努力を有

効に増進し，社会国家の福祉のために，科学と科学的方

法を最大限に活用することを目的として，世界にさきが

けて，1918年英国に，英国科学者協会が生れてから，

同協会は,､その目的を達成するため，あらゆる困難と戦

っている。同協会は第2次大戦直後,社会科学，自然科

学両分野の多数の会員の綜合研究によって，「科学と国

民」を書き上げ,広く英国国民に呼びかけた。すなわち，

祖国英国の平和建設に当って，科学技術はどのように，

これに寄与することができるか，その寄与を最高のもの

にするには，どうすればよい力罐，国家，産業，保健，

家庭等での実際問題の中に，具体的に論ずると共に，科

学技術がほんとうに，平和建設の「てこ」となるため

に，科学技淵滝の主張が，その通り正しく実施される溌

構,科学技術研究の耀費や施設の改善,科学技術者教育

の拡充を強く国民に訴えたのである。

第1章は，国連の代表者が概説する世界国際協調を述

べ’第2章以下の背景となる。第2章は，今後数年間の

英国経済のいくつかの問題を論ずる・第3-6章は,燃

料及び動力工業,重化学工業,工学工業,運輸通信，農

業といった重要産業において，効率を改善するために，

根本的な改良と，科学研究の振興が緊急必要であるゆえ

んについて述べる。第7章では，現在余り重要なウエイ

ト詮占めてはいないが，近年の科学研究に密接に関連

し，しかも前途有望簸若い産業プラスチック工業と醗酵

工業を取扱う。第8-10章は保建，食濁，家庭,消菱財

といった日常生活の社会的，個人的要求を取扱う。第n

章は，消費者研究と題して，これらの要求詮測定する方

法，品質や設計の満足な標準を淵齢する方鐵論ずる。

第12章は，行政問題をとらえて，科学的見地から，効

率力塙く,'所謂〃お役所舜左避けて，人道主義的でし

かも融通むけな行政機構を，どうすれば作れるかを論ず

る･第13章は，埜礎研究を振興する方法左論じ，最も

調査研究を必要とす為研究課題を考察する。第14章は，

国家の科学的努力を計画し方向づける適当な機関を創設

する提案と，民間と政府の科学研究の予舞を増額する提

案である。第ユ5章は，科学者が，科学や技術の進歩に

一

凸

1

0
望剴

可

一
Lf

最新型

携帯用実俸〆鏡
喜8,000〒実費

燕鷺旦鐵照鳶森f認套蕊鱈調蟻

特長:軽量でしかも堅牢2密着，2倍引伸用の板
があり，林相判読，境界確認のための拡大鏡付属

一申込先一日林協測量指導蔀一一一一
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總會開催通知
下記“とおり本会第七回通常総会を開催致L

，さ

ますから会員多数御出席下さい

瞬和29年5月10日

社団法人日本林業技術協会

記

昭和29年5月28日（金）午後1時よウ

東京都千代田区六番町七森林記念館会議室

1．昭和27,28年度業務報告並に収支決算報告

2．昭和29年度事業方針並に収支予算について

3．役員改選について

日 時

場 所

主要目的

1．

番

I
2

3．

一

I

事鱸圭:言鱸圭:認喜圭’標準林学講義蕊博士'事鱸圭:言駕圭:認穰圭訂

｜磯圭繍購藤林博士
正

A5型910頁価650円⑦65円

三浦博士外10名協力作 林 中村匿太郎(25頁）改喜 園 小春駿言(25頁）

林業実醗と実習訂鰡撫繍爵締~鼠鯛
改
訂

A5謡溌喜蠅鰕身鮮堅＃ゞ弱製久雪雲鋪鯛
森林土壌の調査方法 大政正隆（27頁） 産 物 岩出亥之助（30頁）來：防エ事 （4頁）樹苗養成及保謹 長谷川毒三（69頁）

露

吉剛博士著林債算法及較利學価230円井上博士箸林業害虫防除論篭濡洲
吉闘博士著帯理論森林經理學価480円内田博士著實用辮測量法価120円
中村博士著育林學原論価400円

申榊士著藍造林学随想緬300円北柵箸欝曹偽駕曇譲卿50円
島田博士箸アメリカ林業發展史価'50円
島岡博士箸林業簿記及收釜評定論価200円岩出麦之助著蕊椎茸培養法価150円
広江文瀦責卜觜理想の小住宅鑿謡辮雷島田博士署淋政学概要綴雛

一送料各65～80円一 Ⅱ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
ｊ
Ｉ
Ｏ
ｈ
ｄ
ｂ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｐ
ｌ
ｌ
Ｉ
■
１
１
１
６
。

東京・赤坂・一ツ木町31

地球出版株式曹祗
振替口座東京195298番

理著 広江文彦箸社寺建築価350円
想 鈴木博士著火災学価500円
の書i征治庄次郎箸すみよき住居の設計価250円
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溌
壽
謹
極
露
惑
三
甑
郵
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物
蕊
（
毎
月
一
回
十
日
鳶
）
垂
赫
業
銭
猟
第
一
四
七
号

害を防ぐ。三共の農藥

苗の消毒に

木の病害に

らゆる害虫に

iRL'1H"E鰈蒄噴I

カな展着剤

刷
り
Ｉ
調

あらゆる農薬に加月jでき、薬効を最高礎に

發郷させ、極めて経済的。

I

I 咳､-､'､~､~､ﾊ林業解説シリーズ､'､'､-､'､~v、
新刊案内

O
L

－

第61冊 八木下弘著

林相写眞のうつし方～－－~－林業技術叢書～－－､~､～

第13輯東大教授・農博 I|』村疑太郎醤

Ｆ

第62冊 石 昌子署 （
興
塞
》
』
だ
ま
改
題
第
五
十
四
号
）

林学入門
琴
狸 山 と 森の句I

(植林の手引）鑛箪鯛(会員55円）

.~~~~~~へ~林業普及シリーズーー,､~､-,ハハ

No.38 内田蓋一署

苗畑の害虫
価120円（会員110円）〒16円

第63冊 北島喜久三箸

林業新用
奉
函 解説

第64冊 右田伸鴦箸

広葉樹パルプの現状
噂
句

No．39 中村英碩著
いずれも価40円〒8円

頒
価
六
十
円

輕 架 線
価100円（会員90円）〒8円

No.40 加藤誠平著

逼材用索道主索の設計と桧定

－

東京都千代鯛区六群町七

顔日本林業技術協會嘩
蹴
郷
隆
鄙
恥
岬

電話(33)7627．9780番

振替口座東京60“8番価100円（会員90円），〒8円

！ツ
凸 4

L
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